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在昔神武天皇東征 t て都を檯原1其め大日 
本國民統一の基碓成れ0明洽中典の君臣は 
皇祖の鴻諛を紹述 t 機1乘〇て振旅西征脈 
圖を亞細亞大陸1拓 g 其人民を統一 t て『新 
大日本國』を創むベ t 是れ我が東洋1於ける 
文明先導の天職1して二千有餘年來软契冥 
命せられたる听女0而〇て今や日淸兵を朝 
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鮮 J 出 t 西征の機將 1 來らん 2 を然 rl とも 
淸修交の條規は尙饮依然たるなり余豈1 
此窖 を公ュ t て我西征の爲め1東道の主人 
たらん ビ潜する 女らんや 其 目的ハ 唯た 北支 
那及朝鮮を探脍せん e をる者の便1供せん 
ビをる2在るのみ然りと雖も 探驗者若〇此 
害を行囊 J 裹み一.たび北支那 J 遊は、『新大 
日本國民』他年の都 城、 大陸拓土當年の新檀原 
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は 古 燕趙の 地を 措 さて 他 2 求むべき なさ を 
發見せん而 t て滿目の山河悉く愛新覺羅氏 
の有たるを知ら a 其憾 奈何ぞや支那 人 日く 
惟江上の淸風と山間の明月ビのみ 之を 取て 
禁 をるな く 之を 用て竭 さす 是 rt 造物者の無 
畫藏なりビ北支那亦た.朔北の風あり塞上の 
月あり探驗者此月3封〇此風^癯”は或は 
幸2自ら慰むる所あらん明治廿七年七月三 
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日 北京 政府の 議朝鮮 1 大兵を出を 1 决 t 
たりとの報1接 した る時聊か所懷を卷首 
1IE を 

夕鳶舍主人 


Digitized by Coogle 


Original from 

CORNELL UNIVERSITY 


緖言 

本害中支那の部14波多野承五郞君が天津領事奉職中公務の餘暇を以 
て牝淸を遍歷 t 得たる所の見聞を口述 L 漁夫をして之を筆 Re せしめ 
朝野新聞 It 揭載せ L 者朝鮮の部及附録朝鮮問題の由來は渔夫自之を 
記述し朝鮮の部 rv 支那の部€同時 U 又朝鮮問題の由來坟對韓策ど題 
L 亦朝野新聞 k 揭載せ L 者な6 

稿 tt 素ミ隨て草 L 隨て掲げ^るもの UL < 往々字句の妥當を欠くも 
の6るの みならす 特 k 朝鮮の部 UM .4 ては未盡 3 、る所多 L 是漁夫 
の大 It 遺慽€する所なれ於も今や訂正增補の違なきを奈何せん唯朝 
鮮問題の由來 1 C 就き一二の修正を加へたるのみ 

時事新教社樓上 U 於 V 

甲午七月 湘南漁夫識 
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北支那朝鮮探驗案內 


波多野承五郞 
杉山虎雄 


著 


支那，之部 
芝罘 


ば <ゎん 


芝罘は我長«を距る乙€五百六十六海里馬明を炬る乙皮六百八海里 
Blt 仁州ょ4航する w き tt 二百七十二海里山東省の東牝端 U 放ける 

<わいか5じ^^ らい.^4 L よざ S へ sfe い ほ5 ..ら$£ん 

B 港*な i 此地元€倭寇の來*を所在の兵營 U 栽する®め»烟の臺 
IR け^れば支那人之を烟臺之稱す而 L て芝罘14烟臺の對岸 U 於け 
る一漁：}5の名«6しが洋人來舶の時誤て之を烟臺の地比附1爾來之 
を*名《なす It 至れ6地形山を負 S 水 k 望み渚內甚•た狹から申大舶 
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芝罘 u 


洋艦琢此港 u 破泊し朝鮮の南西を號1する乙€2.らん然れ於も山 K 
省の地たる山多く道路の開®未だ全たから 卞内 地の各都 #どの 間対 
通の便少なく貨物の出人亦隨 - ciilMk して他の船*?の如く«?斯の盛 
大を致す 1 C 至ら^れば我邦窠航 tt 久しく此處 k 齡10?せす船^は三時 
間長§も十時間位 It して M % n 船す る t 以て^^ tt 奶 W 上陸して# 1 

#い い i S よ • 

街を見物するの暇？:けれ)&も若し«長 k 聞き合せ見物の餘妒6 る€ 
き ti 上陸 L て港内を步するも可なるベし通艇 HJttlg 紙の i £! t 齡 k 齡 

«< か、 

泊する k も拘はらす割合 U 高く先づ十«位を要すべ L 旅行者 tl 埔廷 
を下6天邊を仰ぎて旭«の飜へる所を目當 trk 我帝國領事涫 R 赴き 

9^ 9A Lvm 45 — 6 」 * t 

最近の商況な於を問食せ然る後居留地を | 巡 L 更 k 支那市斯とも見 
鬍すベし届留地の商店«ゎ*2は五六家比し<住家も般二三十家比»"ぎ 
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す然れ於も此の地«勃海に突出せる一大岬^1て大河の注ぐなく他 

の支那船 MmiTQ 如<海水繫ゃす！^裘んく氍舞へ k 秀 

づ加ふる It 勃海の海風 tt 徐 k 凉氣を齎し來4最も避暑 1 C 適するを以 
て牝支那の洋人は云ふ迄もなく上海香港等の洋人も多く tt 果を日本 
ICJI 3 け次れば則ち凉を此地 k 納る故 It 此地のホテル tt 我箱根伊香保 
の沮 tie の如く夏期三ヶ月の收入を以て一歲の生活を立〇其最も大 

dl ょべつ LA 4 

なるものはビーチ‘ナ^比して其宿料は一日三弗な-〇又避署別墅五 
六箇所ゎ4«»米富商の經.營に係るものな4支那市街《居留地^接 

ケ< へ.&たん 乙そ今 K を H か ••ん e くわん 

嫌したる平坦の地にあ6戶：數甚♦た多からす t て衙門寺觏の見るべき 
ものなく道.路1^氣^して店舖亦た卑陋なぅ芝罘^ては日本貨黹の浼 
%?悪 L き U ょ$永く此地 It 滯在せん€する者は豫め爲替を取組むベ 
き夯れ於芝罘代上陸するは嫌ね數時間^遇ぎ卞费用を要するべき筈 

芝罘 三 
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太 fii 磙蠢 


囲 


2> 


ぎ A <4 


なれば用意の*め五上ハ枚の墨其斯格弗€十»二十»の，日本*货一二 


た 


がい 


» 


圓分丈けを所持するを以て足れす彼れ此れ市街を*歩する內 It 

«>み令か 會 むか じ)>んぴ 

tts * 時間 k 達すべければ* It 嫌艴し天津 U 向ふの準備をなすべし」 


太沽砲臺 


* よ かこ S 

芝罘を出赛 t て凡を十五時間比して白河の河〇比着すべし河 


vxi ^4 

口兩岸 


い•，めい たいこ f だい«$げき » 

U は夫の有名なる太沽の跑臺66洋人の孢擊 U 逢ふと前後三回即ち 


かい Ts w < 

千八百五十八年五月廿日英國の海軍提督サー、 V ケール•せイモ 


丨ルの 


爲 R 孢擊せられ其の翌千八百五十九年再び英兵の砲擊 It 遭3 mt-c 千 
八百六十年 It 至6英佛聯合軍の®め It 飽臺を奪 n れ犮るを以て世 1 C 

ザら た AC : で S » きづ fat tt 5 だ. s tts ちく 

顧はる當時は泥土を以 V 築きたる薄弱なる砲臺な4しが數度の敗脑- 

こ く Lxf^f け4 

k 想6せメ V 卜を以 V 之を增築せ4支那人の稱道する所 U ょる U 堅 

ろ4 

年東洋 k 比なくク 


きや5 A 

ジブ、ァーム K 卜 avv の强も亦た拔く •へからす 
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爱新 «« 氏の子孫帝王离世の *? 此 k 依 6 て以て* f く京鏟都門のが «!t 

かた VX ^7 LA , へい e 々わ sh ぅ 

亦*以て固 Le 族行者 ICLt : 若し兵事外交に志ぁる者ならん比«宜 

考•つ u ' Mtoo だい t>t 

しく此 1 C 注意すべきな4然れ於も砲臺の內部 tt 决 L て外人の見るを 
m 3 >*所«れば獻似*4«太沾の：献齡に^1|<し外部を|| 1 齡するを以 
て滿足すべ L 

白河々口 

白1£1£0を距る數町の所^1大料海4>6封“の机欺ターク|;丨1 
れな6白河ょ- cs 嫌れ來れる浞土の海潮 k 逆せられ堆積したるもの u 

X f 匕 

LtrjK 舶の白河 U 人るもの必す先づ之を起へ次るを得す而して春 W 


かんて$ 


14-C5 


の千潮 1 C 際して W : 沙上の水值 k 二呎 k 通ぎす%;湖の€&撕く十四呎 
kl す故 It 窠 « の太沽沙癱を通遇する tt % !渐の €$k 於てせせるべ 
から^れば其芝^,を II するや»じめ時間を tw? ら a 恰も |1! 漸の時 tt 


白押★口 
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白 M 々口 六 

と、 か*，，‘ ち liK ^ **|や令わい 

此所 k 達するを期すれ於も航行の遲速 U ょ6時 U 或 tt 沙釅外 It 於 - C 
離待をなすを11するとあ6又十二三呎以上の喫水ある大««河0比 

ア fir ，—、 ア 〆 コレ—ヂ 45 たク みづ？き $ j>S 

人ると能はす故 It 外部碇泊所 W 云ふ m 艫の此所 k 達するや水先案內 
者《»艇^乘4<本«比移4河口^入るの水路を指示す然れ於も沙 

备4 L よざい JU 5 て5 か Q •り C ^9 c( /\ SVI 5 

鼸の在所 a 風潮窆河嫌ょ6て殆ん於時々刻々 U 移動する乙 €M 
U 飛烏川も啻ならす故 U 熟練の水先者£雖於も騃つて«を a 瀨 U 乘 

»!んてぅ 轚上か 5 し ♦ 

6摄げ次回の滿潮を待^次5を得次るとあ6旅行者はして若し斯る 
« lc _ 合すれば其時の馬鹿ら L 3加减は今更云ふまでもな L 眼を睾 
れば海水茫々白河の濁* S を混卜て四望鮮なら卞锒岸山なく X 樹木な 
く唯だ大沽飽臺の水除 It 突起するの壯一 K を見るのみ然れ於も此無聊 
の時を利用して東洋の運命を冥想し日聿 B 旗を此跑鲨の下 k 飜へす 
め诗を沈思せば無限の威槪«:政治家の胸 U 集る i もあらん 
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水路師町 

船巳 k 料11を赵へ*&?ぎの間を a ?; iL て JEnk 入れば食1 k 太活の 
#落あるを見るベ t 村民の遇半 tt 漁蝦を業€し和の一半は支那航絍 
1 C 餺用品 ta を flw す：一?落を距る凡を竿里献為の » g か U 一簇の辦獻 
64洋人の小居留地 1 C して航客の所謂パィけット、タクゾ是な6激艚 
の4づ 5 fei 射岍勒€天津稅明の出張員白河獻^和&"等之れ|^??す 31 航 
客食糧品等の ][ 店 e 旅一ん w あ 6 «Ji ん を‘ 夕 r 夕—、ホ，ル€ 云 ふ*^ば 
|>4官設 k 係るもの UL て明治九年以來開通せ4天津までの|音倍 
辦 * 1?す文;:£?:わ g ぁ.辦11^齡を募ぅて太沽天津間 k 
* 4, m せ4 

船上所見 

c が %x»*, 

舷窓を開き ttlt 河岸を s ^ kr 寺睇及び衙門の瓦屋を見るのみ UV 他 

艚上析見 七 
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船上所見 A 
a 皆な一搛坭屋なるを抵むべ L 是れ實 1 C 我が邦人の北支那 1 C 着せ L 
後第一 k 喫*するものならん北支那は元€樹木 It 乏しきを以て家屋 
を策く k 材木を用3ると夯く日乾瓦を叠みて壁し、高梁ど云へる 
蜀黎の殼を束ね之 k 泥土を塗6て•屋根€なしたるもの*れば遠く之 
を望»«:恰も泥48の大なるもの、如く X 燒きの室の如く*十^^山 
の狸の*底の如 L 又た*の泥屋の能く兩露を凌く k 足る tl 邦人の怪 
ひ所なるベけれ^牝支那氣象大 k 我邦£異な-0一年中降 SE * る这 
七 八の兩月のみ kt - c 他の十ヶ月 tt 殆ん於一釅の雨％*る 之定夯し 
且つ藜古の沙漠ょ6乾燥の空氣を吹き來た4常 It 辗氣を帶び次るを 
以 V 粗造の泥屋も能く風兩を防ぐ U 足るな6又た太沽孢臺の下 U 大 
なる風車の林立するを見るベ L 是れ掬水を引き上げ1 K 日 k 乾 L 長蘆 
鹽€稱する食*を製するが爲めな4此の風車 1 C 耽&旅行者の最も注 
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意を惹くベ 5 もの <> る x 4 ifelt #> らす我邦の實業者 14 動もすれば支 
那 Ittt 食鹽乏し5を以て我邦食鹽を支那に輸入す•へ Lt 唱ふれ於も 
支那入坟廉價の勞力《廉|&にして手廣«る土地€を用3天日^依6 
»鹽するが故 U 我邦の食鹽 tt 價袼上支那鹽€競爭 L 得るや否や疑な 
す特 U 又*支那鹽 tt ® 造の方法我邦 S 異なるを以て水分少な 
く苦鹽を包ます容具 U 溶解する乙 S な&を以て此點ょ 4 L - C 考るも 
亦た«爭し能«次るな4其の支那比於て食鹽の價館くの割合^廉なら 
次る«供紿に乏し&にゎらすして政府の專賣^屬するが故な4此の 
事情6るを知ら中唯た價格不廉の一點 i : 見て直ち U 輸入を試みん€ 
唱ふるが如き其の敗を取る乙 S 明かならん族行者 It し<商工業 U 意 
わらぼ宜しく製鹽鴒を一見 L 大 U 悟る所 ?>るべ 5な6 


溴船歟鐵道歟 


潦船歡戮道歎 
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秦 


瀛船歟鐵道歟 


十 


太沽よ办天津 It 至る迄の陸路 tta か It 十五里のみ然れ於も白河の河 
嫌は屈曲纪回左折右轉する t 以て水路三十里之稱す雨後水勢最も a 


んなるの時は一時間七ノッ 


« Td < 49 くわん 

の速力を以て嫌れ水勢遵«なるも 




px\nvv^/> 


宵は且つ三四ノツ 


の速力を有す親艄の太沽沙濉を遇ぎ白河を期る 


もの平均七八時間 u して天津の居留地なる紫竹林河岸 u 達するを得 
ベ 5 も S 期水涸れ海瀨亦た高から次る e 5 tt 往々 it L て*を河中の 
a 瀬 It 乘撝げ或《河«の曲®を廼航する U 當6て艄底を渚上 It 膠 L 

つひや & あ3そ 

之を 51 出す爲め一二時間を费すとな5を期せす又時 € Ltrtt » 瀬の 
翁め U 到底天津 1 C 航行す る 能 tt 卞 して同地を距る二三里の ttk 於て 
進行を 止め舶 客を小蒸愾艄江移すと66旅客若し此等の«を避けん 
€欲せば*船の先つ太沽比到れる €き舶 の事務長 U 就き 白 河の水 里 


ビ 


£ 


* 何を問 S 若 L 途中 k 於て舶底の後瀬 U 膠するとあるべ L€ の想念 
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66€B かば直 k 獻 « T を «? ふて太活の斯辦 I る東沾 uill^? し饑 » の 

ぺん か L^r (5 

ffi を借4て一直 U 天津 k 赴くベ L 尤も發車度數 tt 我が京 agi の 如く 


ひん ff ん 


ば %nw 


親戴«ら次れば〔此の||が1?:«脒皮して三四時卽«1ぎ1^發車を齡的す 


かく & 


を要すると6-0定璺悟せ次るべからす 

鐵道線路 

天津東沽間の锇道 tt 今を去る五年前即ち明治二十二年始て M*? せし 


もの 


(? んち？ 3がん 

て、 延長三十英里東沽ょ々白河の左岸を SE V紫竹林佛租界の 


たい力ん を - c ^ しよ/ I 、い71 て *?,s 

费岸なる天津濘車堪 U 至る其間唯だ軍«城 C 稱する兵贫所在の地 1 C 


停車«を置くのみ之を除き vtt 途+?殆ん^晳な3£/が^既^して«|?歡 

JC 14 fcf む 3し〇 <7 v * n ^ , ヤ 

蕪蔓潦水縱橫人を L て古昔の武癩野を回想せ L ひる It 反るもの6¢ 
四 B 山を見ず又遠林の晚 a を宿すべきなし地平線上壘々て岳の 
如きものぁる«近鄉の富豪が父母の猱めに築ける填1^はして疎々た 

鐵道嫌路 tl 


ざつそ5 
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白拥の兩岸 十二 

る»?刪の辛くも數里の行っ程を點铤 L て景物の寂寥を硪るの役目をな 
3 AW する tt 是れぞ牝支那特有の武癩野なぅ 

白河の兩岸 

紀 fr 1 *私にし tr 英語 31 はダ W 語 U 通せ次れば k 車塲にて切符を R ふ k 
も又天津停車塲はて人力車を傭ふ U も不便なるべきか故 U 先づ大抵 
なれば親舶にて天津 1 C 到るを良 L 皮す艄上見る所の景物 tt 車中望ひ 
所 w 甚だ異なら次れ於も右岸は天津太沽間の本街道 U して數里每 k 
&驛村落を見るのみならす其間 Ictt 北支那1物の桃林も6れば野菜 
妍も64洱中は支那商爺の碇舶するも6れば漁*の往來するも66 
俯の楊柳も帅懈 lt 66 ては埘獻に齡だし彼の iiw たる駙"墓 
も1里^近けれは左まで寂しくは思はれす野は耕やす農夫も道を步 
く K 人も小見も女も馬も牛も野雪 KK 用達する北支那男の風采も之 
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を鏞^?1多見るを得べく獻ガの#も^^の歌もヶビゾの齡ょ6|,く 
を得べし唯だ何分1^も河水は浞镯々^して百年白河の；2きと«く& 

■^ rAfe/\c ^ 5 fc /\ tt^^ws i 

岸の家屋％屋上屋背皆 7 X 始を以て塗 i たれば彼の*|於一色のをれな 

らで水屋一色都て泥土5:る«:些ミ®?かからず然れ «• も此船 f ^ t 白 

河を»る潢«の«め^は都虹1きもの?:6^云ふ剛|»!<する*1がを|^ 

行するの 1 S 誤つて«3を川岸 k 乘揚ぐるネ之が®め k 未だ曾て *? Kfc 
きつ、 C . 月 

«けたる MJ なし唯だメリ-^ €泥土の間 k メ 9込みて奶财の附腐 
を»すのみ9:-0|}1て郵«會杜の紀航某九が誤て^* , 齡の纪<81^メ9が 

K ん JS ‘ 

みたる人夫を掛けて引出し見*る k 齡 tt ^ m <^ t の私齡6 €»6 

& ffnrwk ^ h I -^1 

て百姓の菜畑は消失 L たれば會社は菜代 S 畑代€を齡ルし た办炙 B d 
け-^若し泥土の斯くの如く * ?かをらナして Mi £5 を!!むる此齡 
償€を比較せば損得素ょ^〇日を同ふ L て w ft るべいらす 36 ^« *< する^*匕 
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組 ttBsft ^ 天津 UJE ?づくべければ旅歡 kt 身支度を爲3ん爲め舶室 lc 

» ぅげん ♦•* 

入るならん S L 献旣 ItiMCA 舶室ょ4出 - C 來る頃先づ右觖の方 US 6て 
見ゆるものは辦^(€し<黑煙を|1* 4 &出す三四の^<煙突を有する|1造 

L 夺2> 

游^>らん1れぞボ1|«1 : 奶文華殿大學±北洋通商大臣伯爵李»聿の水 
sls ^ kst , 船 3 lt を供龄する鄕^1%東機器局な¢*6更 U 進み左舷の 

f P 〜ん C 9 L 4 .S きよく 

方 IC ^ J 6て別 1 C 二三の大1 J 突を見ん是東機器局皮姊姊局なる西機器 
局なみ：^れょ办して^起ひ乙一步はして天津城の城垣を見るべく各 


天津着後の心得 

igiitt 紫け林の獻街 U 斯がけるべけれ W: 38 艇貨 t 要せ中着«の 
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« c .、3 stooltn <9 i:LAC 

後先づ第一 1 c 心得べ §«: 族宿を定ひる乙 € 是れ夯 6 天津 utt 族宿多 

• tt < C ざい 

ければ上等宿屋 1 C 泊するも下等宿屋比泊するも自«(14上等宿屋は 

グ11|ブ、*テル及びァ犬トル>;ゥ犬の二家^し<|泊の宿料銀三弗 

な-〇此 * テ4の主人«着«»の時姗の客室1£來6名刺を出 L て案内を 
夯すべければ上等宿屋 U 宿泊せん€欲するものは手荷物钚都- C 此主 

务一層安直なる旅店 k 


C ん L 9^ 

人^鉑末をな3しむとを得べし是等の族宿 


泊せん Ictt 帝國領事館 U 耽き聞&合すを使なす頜事館に赴かん 
^は支那人の人力車をかふべし又"势妒南方の駙财@令：41"*2瞅等 
k tr tt 車夫€雕於も居留地比在るもの« 大抵ビグヨ>'ィ>グ9ダビ 
.云へる一種の英語を解すれ於も天津居留地 1 C ては 日本語は 勿論英語 
定雖於も之を解するの車夫稀なる故支那語 It てトゾヤゾ、 9 y ダ r、n 
y タク y (東洋領事公館) W 云«次れ W : 通する乙皮なし領事館までの車 

心得 十五 
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天津居留鳩 1/ 

代 ttJL 务五餞位なれ於も車が rt 槪ね狡猾 UL て土地不案内のもの€ 
見/ Ltf 酒は^ i 船を Ms 求するが故 U 頷事館 U 拂； S 玻しを依賴するを可 

〇 P ザ ー n ,*® <*> A &^^ ^ 

之す頃事琯 U 着せ L 後館員 1 C 就&何れの旅宿 U 泊すべきやを問 tt V 

そづ いは v > る ^ f 

佛租界の同昌嫌又 tt 佛照樓 t 指11すべ L 同昌號«所謂頁辨却ち«舶 
It 食料を把^3ひを以て業皮し«<旅宿を營1/もの1^して洋風の»床 
を齡く献勤の摸樣等一寸ホテル Etlc 纪せ6客の望 It 依6て tt 西洋料 
S 5 を調へ又/ a 支那理の注 - xlt も應すべし宿泊料 tt 1泊七十五錢位 
供照樓 tts L 3 » fr Ai の奶配 U て嫩針次^一十五餞 U ても宿泊せ L 1/ ベし 
€雖仑も f づ日本人の旅泊せ/ llttt 七十五錢位を要すべ L 

天津居留地 c 5 

夭津 Jg ! sf ?« l ft tt 白河の献廣1^64咸豐十年始«)て外人の居留を許せ6 

% <5 L xf U つ 

t の地% 1 ビ紫竹林€云以道士の廟を祀6たる處比し<菜凉たる1郓 
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It 遇ぎ次 6 しが今日 tt 佛英米の三居留典租界 € 云ふ) 64 外人の居住 

»KJj 誓 5 ^^0999 

するもの男女合せ - C 凡仑三百人戶數百戶許ぅあ- cv 其の上： Kklc るを 
佛租界し下 »? l . t 4> るを米租界 W $> L 中間 tt 6 るを英祖 f 皮す帝 
國領亊館は即ち英祖界 U 在ぅ V 日本人の居留するものは諸祖界 U 银 
在せ6三四年以前«其の數凡を五十人 1 C 餘 4 L が當今は僅か U '- 二三 
十人 k 過5す日本人の家屋は三井物產會社出張所、大坂ょ4出張せる 
雜货店武齋號及び寫具師修髮師外二三軒わるのみ居留地甚だ狭隘な 
るが故 It 見るべきもの尠なし唯だ少しく旅行者の目を*かすものは 
河岸の倉庫割合に少なく夏日貨物の出入最も多きの時は路傍 It 貨物 
を重積し番人を付し僅に道路の中央^人力車を通すべ&程の空間を 

C ん 


存する U 過ぎ次る乙€是れな-〇盖 L 降兩多き我國の人士 It 取6ては 

阳,« 


丨 <ゎぃ 客し豢 のケ 

奇怪の念を生せしひべし€雖於も牝支那 ttl 年ニケ月を除5 


天津届留纗 


十七 
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天津居留鴆 


十八 




くわぶつ ろぱ5 たい答 あや L B AL 

きを以て斯く貨物を路傍 It 堆積するも怪 1/ U 足らす左れば荷主«:倉 


敷の埤ふの失もなく出入 k 手數を煩 tt す乙ども少なきな6天津は冬 

かん& 〇んれつ c < W よ.* V * L や 

日寒氣德烈なる割 U 夏期暑熱亦*酷なら次る U6 らす旅行者終日の 

¢ 5 かん ふ 5 %ら 〇^最ん をゐ 1 よ< 

嫌汗を凉敗に洗«ん€ならばグ#クトリャ公園^赴くべし翠色將 ic 

Lfc 、 V 上*^ ふ i へ 5 2>>6 わそ 

滴らんビするの邊凉風習々どして起- CSH 々身は異域 1 C わるを忘れ自 

«5 vlv » c » tt ん ihT > 1 ?5*6ひ 交ぅ VJ ほ ちへいせん 

ら東臺樹畔 k 逍遙するの想6らん更 It 金烏遠く地平線上 k 沈み白河 
の^ i ひろ IC 粃紀を送るの頃 4 t!fm I ? plt 倚6財 A £の艇 ^ 


& 


ivf ! T i 

話するを聞く匕き一 T 又た野毛山上の納凉を思 C 4 出 3 L ひべ L 旅行者 




Irc 


e «$ へん 


は天津着の上先づ一日も息3なば天津城邊の支那市街及び李桷章伯 
の衝 pn 兵器製造所等を&览すべし右巡覽をな5んは玟案內者を傭；3 

あんを S L 令 S K ttA CA L を & 

A れ次るべから中案內者 tt 言ふまでもなく日本人 u て支那語 u 通す 
るもの乙を ffi? 利夯るべけれ«日本人の家 U 就き其の備ひ入れを賴む 
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天津 

天津14運河ぞ白河皮合统する之 Z . る U あ4而 tt : 運河 tt 山東省€經 
て河甫銜輝府 U 通卜黄河を貫ぬき江蘇省ょ6播子扛を越へ浙江省 It 
至6抗州府 k 止まる四千餘消里の長沫なるを以て古來竄瀦の便未だ 
開け次るの時代に於ては南方の貢米其他牝京 1 C 入るの貨物 li 皆な支 
那 MU 搭 t て運河を a ? 航し先づ天津 tt 集合 L をれ白河を溯6て 
北京 It 運せ4又太沽沿岸地方 1 C 於て製造する政府專賣の食|»も白河 
tt よ4て天津 k 蓄積し同地の 鹽 運司衙門よ4官許の 鹽商 It 渡 L 此手 
を經て直隸河南等の各地 1 C 输送するの定め«4且0近年海運の便開 
けてよ6廣東上海 等の 土貨洋貨を窠舶 U て*み送るもの も亦た 此地 
k - c 卸 L 夫よ-〇河艄比て各地は分運す又漢扛近傍比て產出する支那 


天津 


十九 
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李®❾兵器 sljl 所 こ十 

狼敵 ? KI 共)をも SL 8 航 U て上海よ 6天津 U 街-^ 更 R & «t u て通州 It 運し 




齡 tt a 5 ll ; M •へリャ It lf ffll す 其額 毎年 四五十万 ffll も|>る 程 U て 麻 ^ , 百 
貨 ® t 新の也«*6故 ic 财の時よ6衛所を置&京幾咽喉の地を守ら L め 


夭津衞皮稱 L たぅ人口は未•た祥 * ら卞€雎於も洋人は稱 L < 九十万 
VMKCA 我が配犯±^がんは三十万 1 C 遇ぎす€云ふ後者 IIL 其の省を得た 
るものならん手沿射の m 酽 u » t 齡6彡咸豐九年^? il 船の亂64^!? 
ft 格林泌荒 S を守 J - CI 65 く所 R 係る天律城を距る近きは十八町遠き 
は三十町尉3六里?|5?3二丈^1門十1菌|>-^て天津城の外廓をなす播 
ft 5 の支那人は船 lit 五方紀處 UL て » t 東人もあれば山西人も4>办湖南 
人も 66 -cEf«T ^ tal ? x 6€ 稱せらる天津元€固有の物產 •« し人民 tt 

皆な®次業 U 從事す 

李鴻章伯の兵器製造所 
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李鴻章伯«ガ衝及び天津财|5^11«の％5>拟射奶を有せ6一を東機 
9局€云び一を西機器局€云ふ東機 S 局は ffl ^#?: を去る北一里和 ^ k 
在6て繞らすに土蠱を«<し*?二十町餘局內槪||职射を製造す耽中 

盔の繫 最も.？.： > i !% n^f 滘 sf gg す 中 t 

算學堂、水師學金、管鞴學堂等を狡く价歡齡纪六十名宛66西機器局は 

珍よ9$»丨»>、 

居留地 t 去る西十町許6規摸棺東機 S 局ょ¢4あぅ歡取船 mm を見 
•/t € 欲するものは領事館 k 照會を * J 1/ るか或 tt w A s _ Ag lt 隨 ひて 入 
局すべ LS 雖も® It 卷 k 依5 €きは p»f 多きを以て你截を辦るこ S 却 
て便宜なるべし 

支那人街 

天津の W 那人街 tt 他の支那人街 f 雕 t く}^船を棰め齡 k 夏日は^^ 
耕々 f 把阶れ次る辦娜奶の奶扮*4は殆ん於|?へ次らん€する奶槪な 
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支部人街 i 
れ於も 支那 k 遊びて支那人 街女 r 次れば寧遊ば次る It 如か次るベけ 


けんぶん 


れば貴めて tt 重も夯る市街だけ是非ども一%し - C 見聞を博ふすベ 


あんを . S しゃ 


但し案内者を伴は次れば万事不都合务6¢す支那人街 tt 居留地を距 

16 s^bs tti CA L ♦ぅ «■ ふ tt ん ( 7 u > 

る半里天津城の內外 k あぅ方今城內«:大 k 衰へ商業繁榮なら争城外 


vf d 


t? 4 がん 


即ち白河沿岸の沽衣街錨店街等の諸街は遭浬の便ゎる皮居留地比匕 

4 っ はんねい 9T^ てん *. -o % ぶク 

接する elt ょ6繁榮却て域內の諸街を凌%す支那人街^は天津名物 

つち K ん} 3S < せいみや f 

の土人形あ4細工は左迄 It 稍巧なら次れ^も本 B への土產€しては 
頗る適當なるベ L 代®は中形丈け五寸許のもの I 個五十錢夯 4 xlsi 
氈あ4天津の名產な6我 • か日本風の坐敷 tc 用ふべ L 摸黴は支那固 WV 

P9 9A た . S て S を®ービ へ、 

のもの*れ於も注文に16ては大抵の摸樣を織出すべし價 tf 一尺平 
方^保5二十»16五十餞爻でぢす又保定府比て|^する^?氈を« 5 る 
家6 6 18古の毛皮類を賨る家<>4此««ゼぎ齡^«献鉍か&べし和 
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て見る V L 

天津の物產及び貿易 

天津 tt 白河沿岸の鎘地 ItL て近傍 U 水沼多く徒て，* I の便2く X 隨 
て溪槪の利5ければ耕地の犯柯11高梁€稱する|種の飢新を« 5 ゆ5 
のみな4故 U 中人以上の常食？:る米 fct 之を南方 ItCTlf 中人の^^^: ( 
る小麥 tt 之を保定府近傍 k 求む獨6桃實||萄梨林檎等の白菜 
天津の粘；^€稱すれ於も之を：^ f 齡漱等 R lfffil す sttM 齡 it 積 
4て贓 It 僅々たるのみ然れ於も天津の產辦 It あら申して天津を經て 
輪出するものあ4抑ち^?古產の羊毛駱駝毛毛皮類€保定府齡傍比起 

卜， ^^1|3«^ ._:-—_ f §9 U ん？ ら L ゃせい？げん 

する麥蕹與田紐等€す而しで羊毛は甞て本邦 It 於ける羅紗製造の原 
料€な3んため之れを H 求めたる Z . ミあ6しが遂 k « c $ L t 邮つ ® ltt 中 L 
て止みた.〇惟ふ U 賈 A の丰嫌其の當を得^4し^がるなる ， vt 現に 
天津の物產&び塞 二十三 
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一十 H 


# fA £ ttfilt 之れが！ P 叫をな L 类私の利益を占る乙€ゎゲ€云へば手 


f (. M C つ55 k 

影""次第1^依4ては*?糾1):4»入し<不利なるべ5筈なし此の邊は實業 


fc も 


况6る奶衍私の大 ua ?* ^すべ&事共 S 61 PAispp の fi 1なるものは先づ 
齡机砂糖 5 i 油なれ如く天津緊な—以て獻如よ 


4輪出をがろみん Ittt ® 米は勿論竹箒桶板薪戾等の日用品 It 至るまで 
若しが MX は奶 *? 低廉なる帆痛 lt < 之を送ら0:販路 It 乏 L きの s « 


L & 


し然れ於も颭扮の3|現に1る^秈航又14猷姒*!を有する魈長の指揮 
U 係 5 W 2 航外 BjKt 姑の文字 It 制せられて朝鮮まで«航し得 S も同 
地よ6一於の！!* I を隔<たる牝支那 It 至るとを得卞して粢 It 此等橡 
出の道*^開く能 tt 3^ る tt 逍慽の至6务らすや 

山西會舘 


oi f tb. L« てん . XHJtAS . くら 

是 i-o 旅 ft 者の一覽すべき％のを記3ん k 夭津城內 It 山西人の俱樂 
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部64山西會館 € 名づく天津會館中の航踅*るもの kL て山' B 商人 
の相18びて建 tt せるものな內，—ブル It-C 二三百人の'^^^ な 
L 得べ L 若 L 之を « R * U 充て«ば數千人をぎら5 、< lv を得4*?*? 
k 舞臺を設け劇を演卞 S の用に供す搆造は支^! ffitJS : れ«も!^*^も« 
く金鑲を縷»«巧の彫刻を»壁^撕0たるは«?衍齡の目を歡せしひ 

< わ 4 »い 14 IVP 

る k 足る館内を一覽せん€欲せば案内者を t て番人 It 二十五教位を 
典へしひべし 

中堂衙門 

支那人街 i 〇职獻を波‘れば李鴻章伯の衝阳ぁぅ船街ぼ况^稱す又た 

T ¢5 X5 W. •ん ? ?> <b^r- 

俗 It 中堂衙門€も云ふ摁督の役所 1 C し - C 李伯の官邸を兼ぬるもの S 
門の前 k 木月64常 kia **. す中 k 赤色 € s ? fitu て^4たる初职 

L ゝつゐ た！；_ %ん 1 

の獅子一對66高3五尺許4其中^大門4>4亦た常^開；^す又其內 

中置街門. 11十五 
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中鸞街 n 


一】十六 


It 赤門わ6來客の €& lt 6 ら 3 r れば之を開かす家人僮僳屬僚の類 tt 
門_の小門よ6出人す其形寺院の仁王門 R 似て » s ^? 坟隨分精巧なら 
次る方な4一對の門麻 1 C 各々人物書®を描く彩色«:胡粉€紅殻之を 
用ひ書法《紙鳶窬風3:6其一の書像は面貌を白く塗4て笏を手^し 
他の一は赤く淦4て害冊を嫌ふ支那人は云ふ此人物は神茶鬱壘€稱 

—んじん かく*や M ' Ol ' だ5 

し門神の像な李泊の客應後堂 tt 達する ktt 此門の外猶は一門6 
れ它も此よ-〇內 tt 外人の人るを許3 > る所な- CS 邸宅の周圍は嫌瓦の 
高*?を一らし齡飯頗る戥, kLtrJSI 触?!«?の鰣ゅる«く1 Ti 筘粑の 
1 B 葱^るは勿論柳一本匕パー枝も»?糾1"4見ゆるなく配扣|面^*^ら 
屋根 lt <* 埋もれ*る樣子 li 何分 It も陰氣に L て何處やら街ぎめけた 
SW 64 之を齡鼢大臣 , &舍の！ i 恥轵 U 鰣へ Istmgt を獻6桁枳の響瞅 

to ん tx tt «- b 6 ¢9 5た か嫌ひ令、 |ビ 

湲 € LV 淸く花笑 a 鳥® a 月白く風冷かなる k 比する k 索よ4日を 
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同し V ;# すべから fii るな 4 族 ff 者之を見 - c ^ fc 是れ fi ^» S 第一のが* 5 

iilt 最も sr*f 6 る 文華 腰姑 r<± L fif 谳 mSTft 洋通 fft 大臣 ST 部 1 n 寒 淤 

3つ？ 

S 探右都御史直隸等處地方鼙詧莳道提督軍8粮鏑紫荆密雲等關蝥巡 
Is 事伯®李»章氏の®宅¢5を知らば！ gfi? の威^^?^ k sif せん 

三岔河口 

三岔河 P は白河^;運河^;が嫌する處な <sft" s ! tt ± g るの射船 昔 7i 此處 
^箱瀋し全嫌貨物を以て^?術し河水を見る 2. €* 6 ?を 6 而して齡 16 ?齡 
締規則«るものな & -IC 依 < N 中洗«を m ? するの^だ tt 船3卞 H く齡 
て故鹽田<ム使の*^乘卜て河卩を±§らん€する際射船\%られ辦齩 
通通する乙€能は^る i Lffl ? k 動 ffi L を航 HJtt » tt せ其の由をぎげたる 
k 胥束來6て六間餘の鞭 t 以て M がをちたれば獻 f 之 It 齡斯し少 
L く通路を開きたる kii 辛ふ t て1航する乙ざを得た云ふ*? 

三* » 口 
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供 ■ 天主鍪鑪沱 二十八 
任主義の®是 U 至- CS て極まれ-^^云ふべ L 

佛國 天主教堂 

沪 aflt 雲を矿くの靴艇ぁ6是れ即ち船酊苽射®?15の e ? afc L な彡千 < 百 
七十年六月廿一日の事な6き支那暴徒は天主敎堂の ft ? 小兒.を殺せ6 
€の船粑を信卜親妒鲋一1?柷を起し靼ふて影人十九名^敢堂內1^雇 
殺せる所な6爾後此堂を閉鎖し別 It 佛租界中 U 一堂を起した¢€11 
.於も今锔¢4祀念の®め之を取崩す » t 至らず 

鹽沱. 

三岔河口下嫌の左岸 it 鹽拕2>4即ち直隸山東河南は#»する長逋鹽 
を畜稹する*56雄く之れを観れば雪山の如 L 降雨の季 tt ァ yv ， 
k て之を M ふのみ盖 t 多少爾*の SR する t 定6るも我邦の食#の 
知く S 易 It 溶醇する乙 CS & IC 因る S らん傍 k 長蘆運司衝所|>6以 
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t だ l <bi Lx 0MZ ^ Lft 

て鹽沱を守4又た此の鹽を管理す族 « 者 tt 衞 «» t 就き薄沱 u 入 6 親 


長董鹽の性質を考究すベ 


• 海光寺 

海光寺 a : 宏大«る寺院 k あら卞€雄€も洋人 tt 之れを Eldincntiples 
稱 L 其の名を知ら次るものなし甞 rJC . ル- fy 解の英消條約を結びた 
る處56故 U 此の名6ろ 

馬車及び騍轎 

天津ょ-〇牝京 fc 至る水陸二路陸路玟凡を三十里 UL < 行程二日 
を費す水路 U 至4て it 河水の深钱€風力の有無 WU 14 或 tt 三日 U 
して着すると64或«五日を要すると66陸行者«1輛の馬ず皮1 
名の支那從者を備ふべし車の‘傭貨 tt 時節 ki 6 て相塲 U 高低*れ泛 
も大抵鑲五六弗 UL て從者の餚金は三四弗な4此馬車は明治十八年 


海 光寺£車及び n 轅 


11十九 
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馬車及び « 轅 


三十 


伊藤大使の一行北京 k 至6たるどき或る新聞記者•か大八馬車ざ命名 
L たるもの It て我大八車の如&丈夫なる車 U 蒲鉢形の棵を垠付け二 
頭の膘又14馬 Ittr 之を曳^!客 tt 幌の中央 k 踞坐し»者 n 其前面 1 C 應 
を掛け車輪€馬の後足の間に我•か足をブラ下げ從者は同卜く其右 U 
膘を掛け都合三人乘の馬車なるが道路の粗恶なる^加へてパ子なし 
の車なれば車の一動、馬の一步每 U 乘客 tt 頭を棟 Ittr 5 ち付け臂を擦6 

«あ >* たふ わづか K M 

ひさ手玉の如く U 飛び揚6不倒翁の如く It 倒れんて僅 k 起き搖 

がた 

- 難 


搴 かん (Z 人 . 

られ又搣られ終 1 C 堪忍な 


車を*<步行を轼むるも路巳 U 粗 S 
なれば步 U 倦みて後た車 1 C 踞す斯の如きは車を僱ふて北支那の內地 
を旅行する外 H 人の得て免かるべから3る事なれ於も車 k 乘 憤れ 
たる支那人は車上 k 安坐して煙草を喫し書を黷み或 a 韵々 WL て眠 


io 


%?ん於何等の苦痛を威せ次るが如し成《馬芡《*馬代乗れば此等 
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の sfts を沿かる、を得べけれ f i 綴！^ siLM の食物 
€を携へ夏期《れば蚊帳をも持參せ次るべから次るが敌^]«:&塢合は 
は別 It 車を備 S 支那從者を乘せ更 It 馬夫を傭3之 U も馬又 tttt 馬 t 
»せ3るべから3れば無 S の费用を要すると尠からす別^騾轎なる 
もの»6二頭の騾比御輿樣の轎を；£けたるもの«6之を||ふに/4牝 
尨まで十四五弗を要す*の柄！！ くして程能く撓むべく騾亦た步する 
It 巧なれば轎中の人辦ん€動！^を擻せす之^,るはが％奶船をる族 
行な4然れ於も外 A の牝京比往來するもの病人か高貴の婦人 k あら 
3れば乘らす 

天津を發する日 

天津ょ6北京^鄞 6 M ° s 5 ffi ?. k 三十里な Algss のが餌 U ぎ6 S 一 
名€取者一名どを合して三人の乘合な6若 L 道路の有樣我國の如く 

JK * 各»す2日 三十】 
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頃 I 日ひ泥 5 
U 慕之薄 S 
る出 I にの 
も立5閉 J 折畜 
可す鎖 3 杯含 
なべす I こ 
れ L るは 
共夭の二 
居！津規 6 日 
留？を則 t の 


日出 
本立 
人す 
U る 
依^'前 
親5馬 1 


な行 t 

れ程5 
ば tt 
其隨 I 
以分文 
前困え 


す車4 1、難文 
るの着卞な 
方備 i せる 
便ズ方 s んの 
和” € It み 
成從 f «な 
ベ者 i 先5ら 


L の 

食傭 
物方 
は t 

餳ぱ tt 

包 A 宿 
及店 


天す 
津牝 
を京 
午の 
前城 
三門 
時は 


の CA 三 
馬 tf U 車 
蹄5自前？ 
«ら衊5 
今道 f を 
年路ろ履ふ 

の類 I み 
霖叉似 e て 
1 $ の同 

u m t 

逢を* 

ふ開？を 
てき通？ 

已？今行す 
R 日 L 
魚の曾?: 
を車各て 
住*辙5人艺 
爻 tt エミ 
L 昨を 
ひ日加 
るのへ 
の車各卞 
有5轍5し 
樣1よて 
な b m 
れ深泰土* 
ば < の 
雨 5 去中 
後 & 年終 


角？少 t てな 
をな意 1 "ら 
行き眛 7 "ん 
け成す江 
ばるるは 
4匕へ如一 


京く 
It 水き 
着|溜笔 
す b 

ぺの 

L b 
t ら 
思？ 5 
ふる 
所成 t 
tc る 
ーベ 

車く 

を ae 5 

mh 


&日 

ち I 乙 
の L 
lc て 

わ容？ 
ら易い 
中 lc 
原2達？ 
野ゃす 
皮ベ 
畑5 
地筈5 


€ 

k 

問 


b せは 
て次す 


車4る 
轍5所 
‘を 
残？選 t 
しみ 
二此 
車方? 


な 
る 
It 
此 
間 

の 

道? 

路ろ 

く tt 

凸5我 
凹言鼷 

の U 


成 

る 


天*を箱マる日 


II 


び鐯箱領プヤ▲，バター轚油等を携ふを以 < 足る里鉢ナィフ、プオルク 
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ふる《«5澤€知べ L 灰具 «: 時候次齡 k - c 船 r せ^ば齡は卞又途 
中の费用 SL て三四弗の銀貨を支那銅栽 k 換へ播め從者 - It 渡すべし 
凡を此等の携帶品の始末は支那從者 U 任せ®け W : 何事も不都合なし 
平常不器用なる支那人が此始末 It 巧みなるは彼等が祖先以來此種の 

9よか $ «•»*&S $9 

旅行比憤れたる故ならんか天津を出立して輋頃^は揚籽窆云ふ驛は 

44/\ め か ft や tf & H ん 診つ 

着 L 日本人の眼ょ CN 見れば馬方宿£も見ゆる旅店 k て午飯を喫 L 再 

いそ {れがた 

び車を急•かすれ kr * 方 Ittt 河西務皮云ふ所 U 着すべし此所 It は白河 
を上下する艄舶よ6船我を收ひる爲め牝京のェ部衙門の出張所|>4 
て北京道中重要の地なれ於も亦た實 U 一貧驛たるを免かれす 

旅店 


s 船は二三軒わ4れも支那 P なれば嚣齡 s raw る句しか 
るべ L 日本 lt*c 大坂神芦名古屋 tt 申す迄もなく東海道筋坏の上等宿 


族铒 


11 
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旅店 三十四 

屋 It 宿.すれば嗽^斯 1C 何等の P 配を獻せ卞船 m 钚ミは唐人の寢言 S 

tea — a く き上！ b ん 

思ふべけれ仑も此宿屋^一泊すれば唐人もマゾザヲ嘘言を吐か次る 
を 船哪すぺし支那宿屋 1^«: 姑艇尉ぎルの如$もの66て入れば中先 
^ 方形の< *^ ^|64|方1^は十五六疋の馬を舊く 1|: £る廐*6て他の 
一方には六«?^^の小部屋を^1ね浓でた5長屋66正面即ち門ょ6 
1 JCN ^ U 龄齡彡たる所 ltKtt ?¥ 5 ® fe き上等の客人を宿せ L ひ正® tt 十 

? Ci/*TIQ 知ん れん^わ 

二 ft 5 敷位 U て其の三分の一•た讨玟炕な4炕 € tt « 瓦 It て土床ょ6凡 
を二尺針6挪く»"み上げ其中^火«?を通し暖を取るのエ夫をなし上 
面は船を以てぎ61 ijil を% *^ 5たる一種の臥床«6他の部分は土間1^ 
v 於赋の支那テ-ブル€支那15子二三* at を S く X 來 w 那人は座敷の 
#? 11 U 注®せ^るが s ^ uv 獻斷#«?:炉の a 4 斬なれ kr 炕の±も椅子テ 
t ブル0上も壁も% x ± ?も55だらけ^<其上は牝京上下の儒生殿が御 
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法 II の惡詩を壁 i t 落* L 其 « らぁた6 1^|^を34し たるも 6 れば種 
油 U 污れたる所も6会入口の辦子は支那紙 ltt :® tt みたれば和 m も a 
之を破6冬期 tt 寒風衾を冒し奶夢暖か 5:ると能 r » 次る 代 i lt 三 天の 
候《»して窓外の凉風を容る、の便64妒は其上^齡5|1«1?飢戢| 
個もぁらば M を其有搛 tt 宛然我國•の SI 矿 k 同じく之 It 宿する鉛 m 教 
kt 古の武者^行者が行&暮れて山間の^ 齡 k l 夜の 利を齡>が如し 
或る！ e 酽 k 於て tl 颳射耐： S かるべ.し 

ItIAR し*%^14 

支那 k て tt 古よぅ南 4 S 北馬の語ぁ. 〇 て甫人 tt 揚子江の^^ 皮 »1矿 の 
水運 S 所在の大湖€ 1 t よ办何れ比行くも組^,るもの多く汜人は點 

珍 ">飞|>ぅ tf 4 へいや 象1¢ 

ItaF して»原平野を乗^〇通る を 常€し馬麻馬及び*^ B ff を ffi L 服す ると 
多 L 去れば此旅店の | 方 k 族♦を si け放 客の * 5ち * t する を見れ W : 客の^| 
話をするよ. cstt 馬の fe L l を ？ C すを第 I €し射を船 L 射辨を奶 6 黑 S 
旅庙 三峑 
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旅 ttH±< 
を洗ひ水を汲み了稚も小惽も主人も番頭も都て皆な禺の霹めは|;走 
す其れ旣 u 馬を以て第一の御客樣ど L 馬を宿せ L ひると $s きが故 u 
正庭訊面の廣庭 k 馬糞の堆云ふまでもなく此所彼所 U 馬の寐錶 
の镦亂 L あるは怪ひ迄もな L 

♦テ族行者 tt 此等の光景を視察- L 次 k 便所を搜すベし大 ffi 5 の宿屋は 
は廐 v 正應 v の間なる庭の隅に谪粱の莖 tc て^み 屋根もなければ戶 
もな5所あるべし 乙れ 5 T 支那人の圃 な 6其中 tt 一面の土間 k 紀もな 
X ば娜も？毎日 若 桃し i 
k 灰を撤布し置けば我國の宿屋の便所の如く It 奥氣甚 しからす昔漢 
の劉邦«8?門の會^脚14逸出した6€聞く我9の§§歌ょ6齡«1^3 
ん k は窓を破るか壁を裁つか鬼 k 角容易の亊 k あら 3れ tfTPtt 門® 
脚 も此種の搆造« 办 しなるべし皮 思 tt るれば 劉邦の 之れ 1 ぅ那把 し 
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V-? 上 LrB つめ s 

龙るも別 k 不思縝の事なら次るを s 明す ベ 


け S た S くわ A づめ410 て1 ® 

携帶 L 來6たる罐詰類を調理 L 


兎角する內支那從者«琅て天津ょ 

正應の支那，丨ブルの上 It 安拂 t 例の炕の上 U 既具を敷くベければ 
食後武者修行者の心得か陸軍の野營 k 附合ふたる積- CSU て寢 k 就 
くべし死を支那宿屋比は洛堂なく放行者若し浴癖ぁれば盥^湛を買 

て あし あら«んケくょくて5 令 ！ b や 

W 手足を洗ふ位 U て滿足せ次るベからす翌朝 tt 午前三時頃 k 宿屋を 
出で碼頭驛 Itt : 寰食をなし日！*前 It 北京 tt 着するは容恳なるべし 

景色異なる听 


け 


»5 


や 


こビ 


じ|» 


此日見る所の景色は天津近傍の*色^;稍や趣を殊 UL 榆樹の林を見 
るべく時としては揆匕パの類をも見るベ L 特比眼を«わすは北京廓 
外の墓地な4古 i 6支那人は墳蠤を重んするの憤習 U て^世以後風 
*1の說汎く民間 It 浸染したれば通常人 wlle も墓地 U は金を惜爻次 


—奧な^所 


三十七 
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S 家灣 


三十八 


る U 嫌石北京 tt 帝都の地なれば平民 U して壯知な5墓地を有するも 
の多く牝京の宗室又 tt « 人の身分6るもの、墓地 tt 廣さ一町針$も 
あらん € 思はる、地 k 瓦想を Ift らし瓦門を肢け其中に祛柏(我固の匕 

る z > & た？- 5 C 7 ク*5ねう きづ « u *9 

外な 6} の類を規則正 L く植付け中央 tt 例の土饅頭を築5其前 U 大理 


ひ 


た 


»か — 


石の石碑を建て一隅じ小家を置&墓守4を佳はしむ是れょ4以下の 
もの WK 於も大抵振柏の類を植付け次るはなければ廓外一帶の地一 
阶の S 園の如5觀66聞く蜀の成都なる孔明廟前の大柏古峭爱すベ 
5が故れ杜子美之れ•か爲め k 古栢行を作4柯如靑銅換如石€吟せ4 
窆族行者若し顆暇の時を得て廓外滿野の墓地を徘徊せば孔明廟前の. 
大柏の如き古贈*すべ S の老柏を見出すともあるべ L 

張家薄 

* 頭驛 U 畫食を喫 L 行く左數里ならす！1^»4川れ面し繞らす±1瓦 


Digitized by Google 


Original from 

CORNELL UNIVERSITY 



*|^以てしたる小城廓の前面^屹立するを見ん是れ«ん夭津ょ4京 
it 入る陸路を扼するが®め玟けたる牝京廓外の要塞張家梅な4長资 
賊の«1後政府困弊し* C 城垣を修めす€雖も瓦»の高3凡を二丈餘城 
門巍然皮して空に聳へ石造の眼嫌橋64溝 U 架す亦た壯觐たるを失 
はす诚內人家稠密商店66族店66酒樓ゎ6衙門ぁ6盖し小市邑な 


-CS 


北京近傍の高原 


冬で 


tt ん 


旅行者巳 tt 張家酹を通ぎ坂路を登4四顧すれば茫々たる一面の商原 
4>るを見ん原中畑地あろ：&落|>4秘林64楡林|>4墓地を見るべく 
寺觀を見るべし13然€し<£獄の西 tt 聳ゆるもの a : 所 EI 西山 UL て 
垂煙糗糊の間 It 山影を牝 k 想む る tt 焚親 ftJt 氏皇帝の溫泉塲なる瘍 
山一帶の山脈皮す通州八里橘の瓦塔は高く地平練上 it 突出 t て道行 


妾近 f m 


3+A 
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H 十 


く人 k 路檁穴らん窆するが如く張家漘の城市實 It 之を眼下 u 見 »^L 
寸人尺馬 a 犬砂«蠢々然 VLV 其十字街頭傲離 M するを見るベ 

はるか №5 け-? ff5 かず 

く遙 It 眸を决 L < 東天を一望 t れば肉眼の及ぶ限-〇地平線の盡くる 

<1 K < A づ 3いな 

* 雲漠々水渺々讀原千里除涯なきを見ん盖 L 此高原«西、西山ょ6東、 
張家鲟比至る凡を十里はして牝*潘山ょ4南.蘆溝に至る亦た以を十里 

かたむ 111 を ib 

な4地自ら東牝 It 傾きて天然疏水の利を有 L 玉泉山ょ-〇嫌出 t る玉 
河の淸嫌 tt 此高原を貫通 L て東白河 It 注ぎ漑湛の便亦自ら備はる水 
淸く氣秀で土地伕燥^して賊^帝王の大都を置くべきの地なぅ故は 
遂の幽都皮金の大典€皆此高原代エを起し蒙古の英雄忽必热亦た此 


Lxf 


せい?: 


高原を相元の爲め Jt 大都を開&之を燕京 S 稱 L 朱明の成祖も地 


«ろ 


みやこ 


を此 It 卜 L て牝京を® く明 C ぶるの後大淸亦之 k 都す此高原、此好裔 


9 


た V * 


孩 sulllt 帝王の大都|> 


» a< S 

のみ5:らんや冀牝の良馬も甞て此高 R 
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の草 U 辞； S 浼膜の聱皸も昔 L 此高原の地を » か L 燕の昭王黄金 fit 
築き天下の名士を延&たるも此高原1^して«野來&の家元なる壯士 
が風蕭々の吟を S し燕趙の若纘原•か持前の想歎を呻4出したるも亦 
た此离原5るが如し泰相葵澤 a 此高原 K 產聲を揚げ元將耶律楚材此 
高原 U 耆を講じ天晴れ天下の名將 w なれ6文天群の節は死し莊烈の 
難 U 崩じ李自成の暴を逞ふし徐達の功を*ぐ皆な甞て此高原 k 於て 
せ6族行者若 L 坂上 1 C 大八馬車を停めて此等の戚想を胸中 U 浮べ來 
らば一片の壯心 自ら 勃々 € L て抑 ゆべから 次る k 至らん 

北京着 

張家湾ょ4二里半比して韋家圔€云ふ小驛ぁ6此驛を通ぐれば例の 
墳墓 tt 其數益々多く其搆疸念々壯なるを見るベ LX 行くと二里許6 
UL て北京外城の東門なる東華門 It 達す門を A 4右折し行く皮十數 

\ * * 着 早 一 
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1 OS 


西十一一 


ft . v * 3 そつ r * r 

町 ltL < 內城の東南門なる崇文門 t 入 6 直 It 左折し行く乙€數町 K 

S ? 卜 Jtlir す各 ■ の公 


して交民1即ち洋人の所謂レゲー V ヨブ•犬卜 
使館及ホ， 


9 


は皆此市槪^6$上等ホ，ル tt 洋人夕9ヶ氏の聞く所 
UL て支那人之れを赞達利だ呼ぶ|泊の宿料銀三弗«ぅ別比支那人 

T 


だ S て A 


李氏の宿屋あ6俗 It 大李飯店ざ云ふ天津め同昌號旅店皮大抵同一の 
榷 tt て宿貨 も 七十五銭ょ61圆五十裁位なす 

天津北京間の水路 , 

前 U も記せし如く天津よう北京 k 行く k 水路を取る€きは風摸樣 k 


ょ. CNt 行暹々時 It 五日位を«す Z . ぞあるべきを以て成るべく水路を 

ベんV «v< <る ふ ¢4 

垠ら次るを便利€すれ於も時日を惜爻す陸路1^困1み若く«嬅人を 


蚤ゐろ 


; _« J い«かん 9 や< 

» ft i , 3 る人々 tt 巳むなく A 路を採るべきな6依办てゲ簡蓉 k 航河の準 
備及び途上の摸樣を記3ん江白河を遡る舟舶は形我屋形艄 R 似て長 
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C か 

3 六間許- c^e 一 問位 kL て中部 二 間牢万至 三 間埘み^ 矿 * 41 を始； s 之 
れを室窆な L 室を三部 U 分ちて前部じ支那風の»"#及び卓子等を置 
& て 客室 U 充て中部を以て其の寢室 € L 後部を以て從者の組 動定せ 
ぅ*體の搆造頗る不器用なれ於も亦た以て* I がく五六人を 141 る、 It 以 
る iis *tt 時 k 依- cs 高低わると勿 lfir«n«- も先づ六七弗 € 心•辱 i'wr ll 3 
t たる不足？:かるべし舟行 k 要する食器食物の船ぃ意配 frt 度 SI 5: る 
こ€«けれ^特 k 注意す•へき tt 白河の水船 rllT して！ ImIC がつベから 
次るが故 It ® め六七日分の淸水を蓄ふべき是れな$尤も支那 A 
«此の觸水を梅して之れに时»2を加え啦献がを沈截せし»舟夫の如 
き或は淀水の雄^て飯ひもゎれ於も财ゼ^慣れぬ本邦人^は财职せ 
らるべくも办ら次るな.〇又 數日 平野間の濁嫌を遡ゐ « 随分 退屈«れ 
ば天津ょ¢8、菓子、小說、爱額の«若く tt 其他 mrPBi の具を撕ぐ‘« 

天 ♦•?»« の水路 四十三 
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B 十四 

3S 


舟上所見 

め舟 中の^ 斬を * i するの用意を务す•へく或 1¢ 句々の Is 此れ等諸般の 
府！@を« 2, 齡する1€も多かるべければ北京旅行は事慣れたる日本人 
を ^ ふ <之れ It 依籟する1€最本便利なるベ L 夭津 Ittt 素ぞ日本人 
少なき が故 Itg ? 留人 ltL < 適々日本人を見る ビき «何£« く 故人^ 
酽； SL >6 を艇1附«?§1|れみ易&もの€見え万事齡赃 It 辦 m す 5 m 抓 


S らい 


9ゃか i 


45 S 


新 少から^ れば Btt 其の依賴を受くる 自ら 進んで旅行の注意 

やビひいれ < づ& 

をな L ボ—イ睹入等をもなし吳る、な4扨て紫竹林比*を解&て三 


■9 




.& ら 


岔河口 * xlfif^t 輳の間彼處此處の籲舷 U 棹を突き當て辛くも白河の上 

£:»ん上*^ わづ ^ ちやく 

嫌 It 出で 若 L 幸 RL て 順風の便を得ば值か R 二日半 U て 通州 U 着す 

S /た け»かさ 

V し 支那 ft の Mtt 八寸乃至一尺を距<衍を付 L たるもの U て風受よ 


ぎデ船し 1^ も1^ 1|!5: をポ中5こ€なし£れ^逆風^遇ムか或14&全 
なき €& tt 紀中三人の人夫を* W 曳艴を5:す Z . 皮なれば進行甚だ 


かん 


fs 
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運く往々五六日を费 L® は達せ次る乙どもあるな 4 

舟上所見 

河岸は昔軟土 1 C して0 3 礫なきが故 k 河水汜 S する毎に激»?此岸を洗 
CA 去6他岸 1 C 沙難を作6沙灘又た變じて岸を策く等凡を洪水每 U 河 
身必す變轉 L 昨日の踊 tt 今日の瀨ざいひけん語は此白河の爲めに造 
4しものかざ疑はる、許6な6左れば其の屈曲夭雉なる見慣れ次る 
族客の眼を驚かすじ足るものわろ河身常^8字狀をなし蛇の蜓婉す 




ci C6 

て舟行 


るが如く又た羊 Is を地 U 抛ちたる 1C 似た4尤も屈曲甚しく- 
U 不便なる代6^亦た旅行者比便利なると6-0旅行者舟中^坐し眼 
を兩岸 k 放てば满目山岳«く平野際涯$く河水混沌恰も膠を溶した 
るが如く舶輕く揚らすして千里一樣風景は镘化なく旅情を慰ひるも 
の一も之れ 5& U 當6て河岸の靑草蔓々たるの間 It 飆犬の信々たる 


舟上所見 


H 十五 
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舟上用 AH 十六 

1聞くべし是れ旅客の 1 st 行 U 倦みて岸 U 上ぅて銃猫を試ひるな4旅 
行者若齡 tsr へなば先の族客を學び上陸銃猫を試むるも可なら 
ん又た^齡 uaif をなすも惡しからす£6€<艫 tts 字形の河嫌を 
a 5 ®f, ぃするが故 it yi?L て «5 んするの S CA な L 唯 % r & 七尺 ft の高梁畠の 
間に*?ひがみ出路を^^^る搛^斟かすれば足れ4半途^至る比東 
ftlc 齡 6SI 断 «' 邮の間 It 山岳の獻 40? たる t 見る1れ實 It 太沽 MOU 
A - cs * c 16 紐め v 見るを得べ&山影な4£す盖し歎日の間平野の間 
を一,^せし旅行者の眼比は馬頭-初》て米囊花を見るの想6る V し是 
れょ6二三日を！ I し遙 1 C 層塔の离く空除 It 聳立するを望まん是れ通 
州の八角塔 2:4*^ 進 (/ It 從"一 S 高塔獮々高きを加へ倉々高&を加ふる 
It 組！ S 餅*6?の益々多&を見る即ち通州 tt 着するの合圖«办£知るベ 
t 
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通州 


通州 tt 牝京天津 間航路の S まる 成 ？:るを以て天津 i 4のが M 荷撕昔 
此處^輻镑す破泊«舶の多40/三岔河£2^|^づらす河岸^ が航ぁ4配 

H &づ ^ MVS Kr r. 


土を a-c 策きたるものなれ於も河 a 運銨なるが故 k 潰崩の處なし此 
地一4都會をなすを以て flfc te の支那都會の如く mB 6 lt 獻範.の辦 IIJ 6 




市街淸潔 X ら次るは記す迄もなく見るべきもの亦^が^し披^者の 
土産話なるベ S は唯^|の八角塔あるのみ®?3凡三十五間許. cv 
支那瓦を積み上げたるもの k て八面 U 各々佛®を®?亂す其の形ち我 
五重塔の八角 k て軒の長く突出せ次るものな- cs » r 造左迄 U 壯麗な6 
皮云ふ U あらす又た左迄躲起2>るもの k % l > ら次る如くなれ於支那 
人中^は頗る有名«ぅ河岸^北京貢米を人る、倉库數十様6 


Ay 


運糧河 


通 


四十七 
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通 M4b 京 H 

ク 


五十 

徒步すべし伹 L 車を雇 rt V 1 H 




fctf - ろ か 


14 荷物を車 1 C 稹み車 k 從 CA ブラ/ 

五十 as 位 2 れ於毛伊<¢1のみなれ Ur 六七十錢な6途上且つ驚§且つ笑 
ふべき tt 牝凉通州間の祈齓な办巾二間半許江して長5三尺巾二尺五 

^ ttc 

寸 its 二尺許の花岡石を一直線 It 敷き/ a るもの ut :- 初め北京貢米を 
S 1 船す 6 S め 明の永樂年間の * f JB ? lt ffit 6 其の後多少の § を加へた 


10 


€見え大石 

蓦たか 


る utt *! 敗なきも淸朝の*3路は至6て絕て修繕せ次 
處 々 It 紀^! L 馬車の齡勒を辦歡す此 A を arfjt するものは^も石材會 
社の31鮮 * tf R 車馬を!！るの®?ひわるぺし北京 U 近〇く Jt 從ひ土親頭 t 
見ると前 ixluKL ^ るが如 tlir く北京 kiEI づけ W : 城門外 R 日 ft の高 
く獻がするを見る是れ皇帝の日を射る處^す日埴を左^し行く之ミ 
數町«?职吼^齡す門を人4て三十町交民巷^*?す 


北京の地勢 
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北京近傍の高原«离貢、冀州の域にして»?*(^41都€云3か»^^|&1別 
a ん文 上 

皮云へ4范錤の幽州を賦するや繩直砥平形*爽塏孓ぅビ，云61木華黎 

の！ - cs € 云へ-〇今ま其地形^.考ふ 

る U 太行の山 AK 西ょ4して來 - cn 齡ぎして而して北す IX 似^^の諸地 

k 至办東に迂回 L て終 k 山海關 W 達す南 / i 則ち#?齡の水、黄河の^れあ 

办而して之 t - c 界す此間の平原隳^^珑る、所の^**;|1?は一を白河€云 

W 遙 k 海を蒙古の喇嘛廉近傍の高原 kSLsil 竹を經て南、通州城 1 C 達 

す二を玉河度.云；3北京の®十數里«る西山ょ， c 出で大內を ffi " て牝尨 

城外の通惠河 U 注ぎ白 JSU 合嫌す三を渾河皮云3北京の西南三里の 
♦» 

地を嫌れ宛平の界は人る*な餅脱を便 U し^！ f を利するものな 4 が 
艇支那人•か此地の赋 *f 天下 k 卽«|し誠^ガ把の國な6ぞ稱せる《製 
し之が爲めなるべし t slixu^sr の地た6故 1 C 今ま若し鉛がの獻 KT 
4 b * o » 勢 五十一: 
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*» の鴆勢 玉十一_ 

若く tt 外省の齡 ft ^ ltt て牝京を攻取せん«欲すれば西北東の三面 1 C 
於て -li 太行の 01 i aK! を fl へ ^るべ から卞而し v 山西省 i-o 來るもの tt 
獲鹿縣 uiss & 所 U 於<太行山^を起ゆるの一路*るのみ UL て裝古 
よ-〇对るもの tt 居庸開の山4を遇ぐる窆古北口の山峡を起ゆるの二 

^9 X 

路 6 るのみ浦州よ 6 するもの tt 必す路 It 山海 nlt 由〇山東安徽诃南 
等の^^よ6するものは亦た必す黄河の»を波ら次る<加ら卞地北 
方 It 撕し南方の貢 * 5を漕運する U 甚•た L & 不便威する k 拘はらず 
哪の永樂年間ル來ぃ瓣を此地 u «< 終 It 之を移3 > る所以のもの寘 
It 此齡齡»るが爲めなるベ L 大凡齡封のが都を«くの地 tt 地、廣涠 U 
I て數百萬の財し*?を容れ«5||宫觀庭亂衝門の類の如&造營物^置く 
lt£ te るの處 « ら次るべからす空氣乾燥 1^ して居民の健康を維持する 

此足るベム鬆勒米 ass ぬ繁 r 產し鬈ち叫たる木 
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石及石灰€都財百萬の獻釈なる奶斯 €tt 越き It 至らす L て 叙 i ベく 

せいけつ I 

消潔<£る飲料水 tt 井を鑿て得べく又た*!齡を築て之を得べ く而 して 

‘て、 tt4 tti t < bc.to 

支那の细く叛民蜂起し屢々皇室を頦藿するの邦鼷は於ては軍を出す 
^利1^歒を防く11:便|^長^皇室の安がを期する^£るの地なら^る 




ベからず北京の地、衝 iJttlil 第舻刺を産し井を町ちて瓣 4 "を得べく見 
明湖の水を導て水道を造るべく家猪 € 牛羊 wtt 犯がの平原ょ is^AJ 
L 魚鹽は勃海の渎 k 採るべく石•石灰及び ^I 獻玟西山ょ 6 出て居庸 llli 
海の閲、古北獲鹿の險 | 夫途 U 當つて wfs^ 進 1/ ベから卞獨〇餅亂効 a? 
の便 k 至つて tt 運河の a: 淮比 %? 卞る |>;-0^ 雖於も亦た甚だ |^^1 たる 
を免かれす且つ夫氣候 s**3!t-lt して米を動する 1€ 少なく llji 咐の W 、 射 

馨くざぃ »Ai 

ら次るよ6木材を外^仰が次るを得次るは亦た是れ牝初の一«2^1:€ 
す然れ於も文明東 ftL< 嫌41の白 wlt 挪 sS あ. csVImi の各省 km? 中る 


**0鴆# 
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4 b 京 0 箱年 


W 十 B 

ひら 


あ. cs 若 Lifi^R 5 を RI きて甫方の M 挪會 fc 交通するの便を開かば牝京の 

* .1 _ -C4D 

地 tt 帝都を*く U 最も適當なる位燴の一たるべし 

北京の沿革 

旅客若 t 北尨の城門 U 立ち規镆の案外 It 宏壯美麗 X るを見退て之と 
策5し tt 何の聖帝 e 3 l 何の虐主ど折津の遺跡なるか抑も又大都の故 
比なるわを考へ府仰低回之を久ふする時 tt 雎れか古代の英傑を吊 a 
築城者の壯躅を想ひ成槪の情^堆へ5る者わらん牝京の地往昔堯舜 
の時は ft ?«5^ 史^ i ^ L 周 It 至6典州€呼び春秋戰國の際^は即ち燕€稱 
t 太子丹の住せ L 處樊將軍の細ねられ L 處荆轲の進»せ L 處風蕭々 
の料をなせ L 處高漸雌の筑を擊ち L 處皆な此の近傍なるや疑夯 
轚於も Bf « F c の都府 a 敦れ U 存せ L や歴史の徵すベく口碑の倌すべき 
tt きを以て51歡《5««を纪起する齡 tt さるを奈何せん然れ於も燕 
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の照王•か陕の！ Ik 依- o - clis たる黄金臺の把朗«今 twttft 京城外 
比|>るを以て見れ«:燕王の»!|8{ネ亦^此の«!»?^ 2>ぅしや »^ るべき 
« i 族客 It して一度此の故» を 見る#)らば#?的人口 ぃ叙する！*"ふ 
隗1.0始めょの名官•か此の北京の地 uft て 齡を獻 れし；^ を辦ひ出 3 
ん燕、秦の£め k 楽亦た溪の« め 1 ^ 2 « 1 3れ 1 | £? « & 1 船一治幾多の»4獻 1 

つね 

經るも幽燕の城池は常 It 今の北京城の 1 S 傍 U ぁ4*る如く其外城の 
西門外 U 於ける天車寺は隋の時の齡ポ k 献るもの It して！ SKF C 此寺 K 
の城內比在4し tt 奮 E の微すべきもの U 乏 L からす去れ U : 燕の昭王 
以來唐の灌嫌宋の府城 It 至る t で城池の位地 tt 今の北京城の t や K 

%た 

南^當4たる所^66たるもの、如1宋の時喫丹國を改て逯皮稱し 
大 It 支那の中原を侵*し其主大宗の會同元年 tt 於て幽州を以て遼の 
南京€し今の北京の南^が術を斟&名けて折津城€17%へ4祗ち正方 
4 b 京05 1 
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* *0泊革2 十六 

»tL て周 ® 6 三十六 mf 里圍 S の 商3 三丈 厚 S 一 丈五尺敢樓®櫓を設け 
以て附«?^漱ふ城壁^八門を開5城の西南隅に大內を殺く後ち速主 
亮の時に至4画を金€0:1め金主自ら燕 It 幸 L 遼の南京を改め - C 中都 
定稱し其の府城を大典€名づく此の時城壁を增築 L て凡を七十五淸 
里窆务す又た^ t 門を增して十二 W な L た-〇巳 uLt : 金 C び宋亦た繼 
て M ? び元の世祖皇帝忽必烈其の至元元年 IX 至6て大典城の牝三淸里 
の地 U 都 M ? を築く周圍六十淸里同九年名けて大都 S 稱し十一門を開 
く赏時大典城の遺趾其の南方 It 存在せ L を以て之を南城€稱し新 R 
動く 所の辄城 を牝城ミ呼べ 6 明の 起る今の南京 It 都せ L を以て大祖 
皋帝其の洪武年間 k 於 t : 幽 州の地を大都路(路玟今の省の如七^稱乙 
元の大都を牝平府€改め又犮規摸宏大^過ぐるを以て將軍徐達比命 
h 城 北五里を齡め二門を廢 L て九 門 笑な L 帝の第四子徐 王を蒹王 1 C 
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封 L 牝年府 U 居ら L » た- cs 大*崩 L 棣王の兄位を践む U 及び暗愚 It 
t て B 政稍々弛む燕王素毅果！ i 頗る大胆の風あ6,竊 1 C 異面を蓄 
ふもの、如 L 芦部侍郞卓敬夙 U 之れを探知 L 皇帝 It 密奏 L て日く北 
平 tt 强幹の地金元の由て起る所宜しく燕王の封を南昌に藏し以て後 
患を絕〇ベ L € 皇帝！ B か卞時 It 燕王の侍惽 k 道衍なるものわぅ頗る 
«|謀術數 It 富む王 un めて天下の名士を M « i し！!か U 軍 B の事を sl 
6機を見て兵を欒げ皇帝を追 s 位を* S 永樂皮が一成 L 牝平を改めて 
順天皮 L 以て北京笑在す然れ於％永*臬帝 tt 當時牝 slts ? せ Lk あ 
ら卞霑は南京を以て京師笑なせ L か於本夙 tt 北京の帝城 It 適するを 
知4永樂元年ょ办遷都 -0 事を W 割したぅ齡時皇帝£1爲らく遼金は Sk 
51のみ元能く天下を一槲したれ於も！ 5 S 齡 « T たるを al れす^拆齩 M 
の故城 tt 雄6天下 It 號令する tt 明の大 k 荽づる所«るのみ«ら_亦 

*龙の相年 XI 


Digitized by Google 


Original from 

CORNELL UNIVERSITY 



** の fa 華 玉十八 
た以て* 5 動の财組 tlsss す S 所以の道 u l> らす€卸ち速金の故都 € 
元の舊都€の間 It 周圔四十淸里の城廓を築く乙 € tt * Hh せ6今の北 
京內城邱ち是れな6永#十九年 U 至み•工事全く «る皇帝即ち遷6て 
牝京 Rssli し京師€稱す永集皇帝が新た It 內城を集&し这贓代金元の 
» fc 附齡紀 をがつるを1 i がした 6 U 出で L や疑 U 2 L €雖於 も 
W た其の！9 齡を W 船して百二三十淸里の外城を築き古今無比の大帝 
城を似-〇 tr ^ f L 慰斯财^ががするの志64し^«?38なし然机^も規摸 
^^f kSBf ^ る 16未だ外城 ^ ち鱉ホせ次る ^ 國 * 早く巳 ^ 窮乏を吿 
げ永集帝の！^游を以てするも Islt 其の志を果たす It 由 X く中途 It し 
v 妇を”め數しく»?|1を齡いて崩せ4後嘉靖二十三年^至6世親蕭 
皇帝祖先の波ぎを^莒內城の甫面^外廊を築く即ち今の外城なみ壁 
の艮3二十八淸里一€3二丈基® T 同じく二丈頂厚一式四尺壁 It 七門 t 
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_ く此の時始めて大典域の遺 a を泌す然れ於も +? 虻の«|へ！ i « 今まが 
tt 內城の牝東半里許の處 It 存す其の形ち土 ffisk 似たるを以て支那人 
呼んで土城 S 云ふ明末 U 至6政令行玟れす土豪*々 lt _ 起し李自成 
京師を格れて皇帝を萬歲山 It 弑 b 北京 k #4» k 帝號を m せんどす 
る k 及び爱親 ftIK 氏の兵€大比山海》»!,«;31齡|?比^1れ牝京守を 
失す即ち九門城樓を燒き山西省 U #? 走す是 k « て爱親%羅氏*&?めて牝 
京 RA 5 而<滿州人は一^原^鴕船せし齡“酎ょ-〇建築の一っを妒るべ 
5樣 « L 故 U 今日 k 至る爻で唯だ其の九門城機を1^»?せし外8!歡^5 
梁 ft 園等凡て明朝の經營し龙るものを利用 L 以て帝都 S なせ.〇即ち 
今の牝京城 tt 明朝の遺物な- CSS 知るベ L 

北京城 ， 

ft 京城 1 st 內城外城ょ^〇成る内城を ® r lt 滿诚定云； s 啜永樂の十九年巧 

* » « 五十九 
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がせ L 所はして外城を淇城 € 云 a 明の嘉靖二十三年の增築 It 係る二 
城内の人口 未*た詳なら卞ヶ年0ャ▲氏の S プドルキゾグドム tctt 
三百万人皮あれ«も其の實八十万內外なるべし€思は6內城 tt 方形 
R して! TMtw 其の献11く k 傅 Lsr *? i をなす方形長形 I が〇て其の狀 
CI 5 宇 It 類す而し.て內城 if 周圍四十淸里繞らす Its 牆を以てす高3三 
丈五尺五寸基职3六丈二尺頂厚3五丈、門を開く乙€九箇、南钿の正門 
を正 Is 皮云； S 其の左を崇文 S 云； S 右を宜武€云ふ北脚の東を安定ざ 
云 a 其の西を德勝€云 s 東侧の北を東®度云ひ其の南を朝陽ど云 a 

Kt がわ ふそい -^< mz « つ 

西供の牝を西直€云3其の南を阜成€云ふ各門 U 樓 1)4 空を衝く乙 

5炉 35くわんゆ5し CA t ( 

定九十九尺三面 R 矢狹間を穿つ t 皮八十壯觐勇荽實 UA 目を S かす 
#?以の«5て牝京扠至る天津通州等の支那人街を見以爲らく京城咽喉 
の也猶は斯の如 L 牝京«の搆疽推 L て知るベ5のみぞ進んで朝 ffi 門 
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外 U 立ち Sim の財} It ? 料^^るを靳射 Lills ^ く能 tt す馬ょ.〇衫〇て 
握孚の驩を行64以て喜意を表したく門前 It 相财ゎ4又た Ht ひ 
k ^ ttlJ : 5 以 v す»の？ ii ?( tt 嫩^^相均し擗毗は自由^一^を釕舨す 
5乙€を得れ^も夕刻ょ6閉鎖して通行するを把3す又1|5?以即ち正 

玄 （ W 7 C 3 《 

陽前門の 桝形 k 設けた る 三門中左私の兩 門を^ の 通行門^>すれ於 
も中央の一門は常^1鑛して堆だ^1^»?<|11の時のみ之を哪くど云ふ 
瓦牆及び樓門を造る所の練瓦 tt 厚3五寸 UL て動3 |尺二三寸な.0 
I て咸 1 十年の辦英佛船於の軍お齡を" 3 ! a れ ，張 家® U 附か 3 A 里 M X 
藤ち勢 S 破竹の如く北京 k 薄！〇て安定門を fix 姐せしが！^^英軍の*? 
士官は瓦雄の厚好齡取なる Itx き其の船 ^ 3 る所の！^嫩辦 tt 能く之 t 
打破し得べきや否やを疑へ4旅^:あ若し前門の at デょ6船齡を登.〇 

L^0?&1 - f ^ 

箱上 1 C 立ち四顧すれば南 k 外域の市紀を見るべく牝 uLgf の景山 k 

*£ 城 六十一 
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* 


京城 

c ^ i # 


? 


L つ 


e ん 


六十一- 

て s だい 


據6て宮越 tt 圍辕せられ外部 k 親王府€宗室旗人の邸第€市街 € e > 
間 k 射 I 3 するを 見るベし瓦»1の頂上(邱ち馬踏)は椹六七間64七八輛 
の：^取を並べ紀する乙ま’得べくが祖其の他の瓣ぎ今^^し 

K ん Y S ? & ん 34 %? E . < i -?*5 £T > s f 

芡た番兵の菜困皮2:4たる處ぁれ>&も镦步鴒€して最も屈强の塲所 
なるべし mm の政 4 t ? k 當6石を歉み杭船を一らした 55 T 乾 t 見る其 

dK 

牝數町の問 


L 珍ん 4 ：令 5 <b f ? ? X s . »k ^ 

紫禁城の大厦萵樓及び宮鷇の屋を接するを見るベ L 內城 


て S だ S 


の北 R 聳ゆるもの a 皇城の外門«る午門 tt して夫れょ* 

の中^は街 

E 親王府公使館和和等 6A 且 ox / assA ) の®;親多し «' 人 tt 即ち愛親 
«羅氏 tt 酿一 IL 5 滿州の平原を出て把 112 :,るの紙&駔喉治皇帝の時 1C 
至 6 firMf 18 齡の爲 め ®5 を內城 uagl は 6 しもの^ し<即ち所_<旗兵 
八旗 兵 I ttt 敕 く * is fe ?IEJmiES 歡 • 巧兔故白、紙咕紙 辦の八 種 ぁ 
るを以て其の tttaf に依 6 < 區舶し白及び嫌白 tt 王城の東 R 紅及び银 


レ b 

な - CN 而して 
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&«: 西 k 藍及び锒藍 tt 南 k ' 黃及び鑲黄 tt 北 lt 肌銳を賜はれた i 觀 L 

支那人 fct 東西南北を以<白紅藍黄は*"するの聯献を獻き居るを以て 

の故な0斯くして內城比玟滿州人多きが故^2^內城を^^^呼ぶ 

It 至ぅ^る?:4外城即ち外羅城 tt 幅一里長31一里半許ぬ_の長3二 

十八消里高31一丈門を開く乙皮七〇其の财飢は內城の南拥ざ邮齡し 

ttt: 

其の東牆は內城の東南隅ょ6始¢4西»は西南隅ょぅ起る gml は百 
万の人口を住せしひる k 足る V し制*?の I 半 «se«tk 接し^る献が试 
稍々齡航なれ f か®? ? ar ^ lt して Af 家2し 

皇城 

(^vzu^f X % A 

皇域过內城の中部^66其の形ちあ形^して^ 5 が十八淸里餘獻らす 
kw 嫌を以てす嫌の斯3一丈 A 尺纪酌六尺五寸旅职五尺一一寸南 It 三 
門東西北 tt 初一門ぁ6南方の^獻批を以て虹??1€す城內献紀は紫禁 

M 城 i 一 
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索禁 C 辛四 
城即ち%¢5の g ?®2 わ6又其 HS 部 It 西苑66苑內見明湖の水を引5三 
箇のを設け之れに瓦脑を繞ちす酒は我が吹上禁苑の如 t 皇城の 
東北には浦州人の居宅多く官1|も亦た少なから卞多-少の民家もわ6 
此等の塲所は通行の自由なる我九の內 U 異ならす 

紫禁門 

*?_«: 紫禁城外を 自•由 k 見物するを得べけれ於も城內に入る 乙€ 叶 
ふべから卞左て 万里の山川を越へて遙 代 北京旅行の途 tt fc る も 
の ! E ttf l 圍を隔 て、 宮殿の屋上を見ながら之れを外 U 過3んは如何 
uniis しかるべ 5依て今玆 1 C 城內の摟樣の大嫌を K し 旅客の臥遊 1 C 
が てん皮す 紫禁城 tt 甫牝各二百三十六丈一一尺東西各三百二丈九尺五 


i b 14. せつ £ 

寸四厲 tt 角楢わ6周圍 U 四門わ^〇皇城の嫌門 tt 接する午門を正門ビ 




£ —ん 


& %A 


げん 


1 C クけ V * 


&44 


す’既を入作ば左^嘉眞度量衡の肢§ ! *ぅ右^日圭百時針)ぁぅ午門 
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cA.JtlA. か B»w » せつ つ g rwb 

以內は轉武門に至るまで一門一宮更る-^-相接す午門め次ぎを大和 
iz%j 稱す大和門の$知*<和實£?11丈设の1«?.さ十三丈ぢ 

ft < せんめん ttL ら f \ №4 知いビん 

十一間奥行五間前面の柱十一列 1 C して脚面«六列； 6前面の階段は 
嫌石 It て叠み五段をなす階段を登れば紫銅を以て鏑逄 L たる十八個 
の鼎あ6是れ實 k 帝 ■ の主權を代表するもの夯6蒼し周の世 k 在て 
tt 全■を九州 tt 分ち L が故 It 其の主：權を代表するもの九箇に遇き ar 
4しなるべけれ於方今は全國を十八省比分ちたれば十八逋窆5:せし 
も亦た無理»ら卞船が ( M 1 U 薄製の妒獻各々一一*4龜は撇一んを鶴は^? 
番を代表す窆云ふ又た其の傍 It 日圭^嘉量ミ66時«量€を代表す 

AossttpBiitp^soH^mx^fiiLs^k^^^fcsen^ 

ひ^^れ5 ffw ^.4# y>btv L 

親«して群臣百«の突を受け31^將官^命じて師を出3しひるの€ 

i t c ^ ^ . ぇ〇ん たぃくゎでん 

き及び學士を對策する W き皇帝の親庳する處麥 -CN 大和®の後 tt 中和 

0 0 H 六十5 
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是之奥？を tt 繼特？ 
れ U 我！^むは 
却前■武ぶ次金1 
ち記舊？門 I 江帛？ 
白？賭 i 慕？江坤ミを 
集 f 顧2の接$寧 S 鵰5 
夭 X の制 S す宮 t ふ 
か•左 R _あた 
六右比武6る 
宮 R す門珅乙 
粉|>れ«寒€ 

黛4ば即 S あ 
無坤え所ちの办 
顔寧 S 謂紫 1 v 後1乾2 
色宮 I 铷ミ禁 Jtu 淸欠 
«の表％城4珅宮？ 
除東 江の搴の 
じい西屬北門後 
六 U す域！> I こ 
る東る务6交を 
三六も6門泰5 
千宮の 以外換 X 
ft 西 ft 上 tt 1> 
女六 t の供 I ? 6 
の宮て諸1花6皇 
起》の後ミ宫！圚交帝 
居、二 Sf BZ 江の 
すよ®即«し蜜? 
る あち之て漏 T 
麻6大 S れ团を 


龙ある部《 
m i €のも！） 

陲 J 邋とさ食 I _办 
以士 L 皇|長 I »中 
降？：帝 I 及巨5和獄 
画令召 f 自び多 12 * 

家* 1 费5ら朝？のの* 1 
赛 t L 此鮮艾人後 I „ 
老？船の tt L ± ^ n 

親僚 f 取臣； I を保？ 
k を It の座ざ和も 
の引 X 御？在せ RX 
至し見2す尨しあ 
意い L 保す.むみ 
を每安るる宏！ 

寒ぉ年纘も U 壯| 

ぐヲ^のの足た大 
る旦夸後5:る和 
爲赭仪 Si 毎® 

め王乾！ t *? 年江 
此子消 i す除1及 
のを門 ] t X 夕 S ば 
雇蜃4わた此次 
u 廑 i 办新义»る凉 
老？す R 進〈は乙至 
人又る內士 L ft 定 
を所 K i : <逮5 
招な乾2朝？* J し 
S b 消) i 考 t 古こ定 
< X ft ? す路_ 
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てい • «t い »c ft- LX9 

ut て今の皇帝の生母を東大后 € 云 CA 慈籟皇后を西大后ぞ稱する tt 

rT , f , ち2)«>づ <ゎ<てい でん 

其居る所の«宮の地位よ4名けたるもの«4而して皇帝の居應は紫 




禁城の西牝稱西六宮の傍 It 在ク 

西苑 

再苑 tt 皇诚內牝部 ltl > る皇帝の遊園 U して遂金の中都を築く U 當6 
此の地風景絕佳なるを以て蘼 SI を ft く其の後奶必烈の大都を創する 
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fcK を轉じて.槺南を望めば S 林堂宇 It 圍梭せられたる一面の湖水 t 
見るベ L 是れ*謂中海夯るものなぅ東岸の£?陵を瀛臺€云ふ楡槐の 
數百年を閱 L たるもの岸 It 臨みて蒼^(た6盛 k の候荷花滿池淸香* 
すべ L 又盛冬 k 至れば八旗の禁族此の傍 k 集6氷獎氷 CVW 1 を習ふ 
£上^萬善«66此比て外*諸王及其の使臣を饗應す對岸比紫光蘭 
あぅ舉拜每 1 C 武進士の騎射を殿試する處な6又た每年外藩諸王及び 
其の使臣を S 應する It 用ふ南岸 It 行.宮64四五年前西太后攝政を止 
め皇帝親ら朝 U 臨む U 及び HJ :. 起して大 1- C 修繕を加へ太后の K 居所 
的宮®皮 S せ t ものな6甞<行宮の後なる西苑の外 k 乾隆帝の勅許 
を經 tr 建立 L たる佛人の天主堂*〇高樓斟 U 聳ゆ若し此の堂 It 登る 
窆き«北京西部を見下 L 得るは勿論中海中の宮®樓間歷々ビして指 
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*廳 1 
Itll せ齡 It 北京は持ち來4今の景山 It 植へた办忽必烈其の榭影の搖 
々たるを見て太に喜び i ! l 山皮名けたるな 

大廟 

把*?は紫禁城の南東 tt 位&し天安門內の右にゎ6爱親%羅氏の宗廟を 

1つ てんデし 格んてんち今でんん 

%る天埴 k 次ぎて神聖をる處€す中 U 三锻4>4前殿中取後殿皮云ふ 
餅龄の人々齡51 w * tt 大廟 U 組辨する£ 5前№1 ttt て其の式を行ふ而 
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L < 前®の東廡^は£饗王公の位牌を西廡は«豬功臣の位牌を安懼 
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の瓦 t 以て之を築く盖 L 支那人 tt 方位を四色 tt 象る の慣習 6 るに 由 
るものならん中央の埴は五十二尺平方比して高3四尺牝方比面し西 
山々脒ょ4出 〇る所の白色大理石を以て之を築く又た其の階段は 産、 
紅、白、黑、黄の五色の土を以て 填 充 す是れか位を四色 U 象るの外中央 tt 
黄色5-0皮倌する比由る56以上記する所の4のは眢3:族行者の目 
擊 L 能 tt 次るものなれ於も族行者 tt 此の案內記は依6外部 ょゥ僅 か 
比里上を望み彼«大和》«ぅ此は紫光蹰な6€搰抽する乙€を得べ 
L 面して特 kK 臆すべ政府の®物は槪ね黄琉壤 S 名くる%を以 
V 親王府 tt 靑琉璃を以て其の屋根を葺く乙ど?:れば瓦の色 k 依4此 
の案内記を*照せば建物の何たるを1^ぼ譁別する乙度を得べ L 又た 
皇帝の宮臞を知らん€欲せば西部ょ禁城を望み乾淸中和 R 
窆の間 k 黄色の.屋報を J , るべし是れ即ち皇帝の宮殿«6 
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皇城內 t 見了6たれば是れょ4後門なる地安 W を出で十刹海炙云へ 
51 舻ふて 蝌珩緲阶邱ち北龙<|^*?*?の街門 11: ^^夫れょ-有 
名« る贫 »? sl * を見るべし鐘樓には明の永 it 帝か鏑适し^る重3十 
二 X 斤の！! を！ g く 夜 8 R く風靜以人眠办氣定まるの時之を植けば響& 
二里四方 1 ^|^^(た 6 €云ふ31た敢樓の中^ては綠香を燒&て時刻を 
附6 纪をが ちて之れ を府 民 k 栽す 今日 畢術遒步の世に除 L 時針の翰 
A 5 i > る It も ftt tt らす依然 之 L VST *? んをギめ次る tt 例の分嫌鶴 U B 神 
を重ん 申る の一獻»ぅ€も云 ふ ぺ5手兩樓 を！®き 十刹 海を 渡れば恭 
親王の府 US 8 す唯見る靑琉漓の大厦萵く空を衢て秀つる樣規摸如何 
U も宏壯なるべし窆思玟るれ於圔壁比沮てられ內部を窺ふ It 由なし 
府ょ 6 步を甫 U 轉 L 皇城の西 it 至れ H : 大街の四辻 U 達す此處 U 西四 


Digitized by Coogle 


Original from 

CORNELL UNIVERSITY 



»樓6ぅ形ち稽や華表 k 類す此邊內城酉部中最も繁 *?: る市街な ♦ 
是れょ4程近 4v ttlt 帝王廟 1) ¢明朝中代の建立 It 係4歷代の塞主 R 
王 t 祭る彼の！ | T 君雇主及び僭位の君主14此 U * られ次る乙定勿»« 
るべ L 是れょ4西 U 白塔寺あ6今を去る七百年前遂金の時の建立 U 
係るものにし<白色一宇の高塔な々塔ょ6西南部比«見るべき本の 
少な L 依6て步を東牝 U 移 L て先づ雍和*を見るべし 

雍和宮 

窺和含«、元€康熙帝の太子の宮《な6しが太子位^即く比及び之れ 
を__ 僧 U 典へ 寺 探€« 3しめたるもの^して其の宏大なる：^淸朝 
中典の祖€稱せられたる康熙帝の皇子の宫《«$しを以て知る ベ L 
現時一千四五百人の蠣嘛僧此の宮に經典を講習す朗々の聲常 RS 外 
1 C 溢る而して此等の搢侶 tt 甞て西癩ょ4來6充6«稱する活佛の支 
癯 和 當 七 ts 
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* 和當 七十六 

Bests 5 け居れ今 M 嘛敢徒«:此の活佛を以て决して消滅 U 嫌する者 It 

M ふた浐 L んビ*5»ら やビ fx 

非す定杳 L 1*び—入寂する時 tt 直ち tt 其の信徒中の 腹 It 宿 i 化身し 

Li c rTtt いか みん 

•c s び活佛 « なるとを信するが故 lt 人寂 € 時刻を同ふ tv £ 下の民 
t こ^ e^ft るものを一5 L て«§制の化身な¢€8¢せ4消朝 0 N 嘛敢徒 U 
於ける.！ sis 尉 V 6 ivk し？日3 5紀諶齢するの S 
6る tt 支那事 ttTtt 通せ^るもの、奇怪 U 思ふ所 S るべけれ於是れ實 
Ittt 朝の5 JtAifc 斯する* s 遠の政略ょ4出てたるものなぅ€いふ蒙 
古人はが^斯歡辦^にして和^脱阶の生卞るを纪じ遂のん侵以來厘 
々纪 «? u 船し歷朝のゎ tJ :"« し來4しを以て淸朝 U 至办此の禍根を lg 

わくで i 9X ろ 5 AT く it /\ s 

たん utt 古來ょ 4 蒙古人の K » する喇嘛敎 ft 侶を嫌»し<2々保雄 
^ sfL 蒙古 ftii 11敢を龄 * A L て其の«?悍異武の氣象を M 嘛敢 U 注入. 
せ L め®く之れを S / 波せ tl / る It 如く^のな S を番見 L 爾後 ft の政 
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sl k 依-て大 tt 其の効を奏せし 2:4 皇帝の甞て雍和宮を** ”したる 
も實 U 此の政*#を施行するの一嬙£して見るべく又た ffst : 活佛の Af 
寂する^當ク同時((二人の小兒の鶼生する66て敦れかぎ#)1«るか 
It scml 紛議を生じたる 乙£ 6る It 除し時の皇帝は此の撕 ^ c *? じ 一1 t 
«网敢比干渉し lktt 教徒の猷心を得ん®®黄金の阶を齡-〇て之れ 
It 二面の國を投 t 壯 sf なる«式を以て4兒の妒 slj [ をし - C 之れを街ら 
L めた る乙¢6$ き是れ苷夯淸明の裒古 lc » するそ 政馨の實行 U 外な 
ら3^ る «6 

孔廟 

孔廟 ttfll ち文廟 kt て雍和宮の西 U あ6我が動堂の如く k 孔子の* T 
€學梭ざを兼ねたるもの«4門^人れば獻||5あ4元明|5瓣のか斯我 
■のらパな立配+|^谳沪し1^&|»4、らん€するの間孔應の!»?酎を見る 

孤 M 七 . HP 



lu 

一^る莊廉の齓|>々孔廂《*3五丈安南地方 

かいだん 


持ち來6たる ♦ I ク 

««*9 vt きづ 


材の対11 fit 面 k か列す三箇の楢段*6各々大理石を以て之 t 策く長 
3十四 問 巾七間®?揩十七«宇の中央 U 淇字及び1州字 U て至*先 M 


?11ダ子<之潍位€銥したる孔子の位牌ゎ-〇其の左右^顔回鬌子子思孟 
子の位牌を$?«:*す唐朝の時玟孔子の俱像を此廟^安置せしが明朝は 

ゐげ t 4 K^tas ゐ 

至6供像を安®する ttlt 明の威 S を搌する4のな6)£て之を雇し位 
11 k 2 icl ，め爾後今日^至る位牌は高3二尺五寸巾六寸之を*3二尺の 
*! だ&“は赤地 kvf 金字を*? r 又た從來1 P 孟子 
顔回及び他の十&の座®を供へ L が今日 tt 朱裹外二人の座像を加へ 
ft て十四®を*置す X た左右の*下 It 古今® R 哲土の*:位あ4廟の 
人口の左右 utt^*s なる十箇の石載を*く石賊玟幛退之の石*の摩 
東坡の II 石败の歎€¢-0其の他诗 U 文 It 之を頌し充るもの 


る»ぃ 


❖b ん < わ .& *vwwj 
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多 S を以て我邦人の夙 k 耳にする所5:るべけれ於之を見たるもの盖 
し少なから/ t 族行者 It して若し支那古典比志あるネのならん^玟一 
見無 JIT の成を起3ゃるを得3る v し今ま簡 U 從3其の歷史及び形 
弒を記3ん It 石皴 tt 黑色花 W 石 ut : 進6たる大鼓狀の石 * Rkt て大 
9我が醤油禱の如し往昔岐臈 IC 6 ぅしを後 U 今の陕西省の西安府(馬 
の西都な 4) に移 L 終 k 今日の AIC 移した〇章應物の耽 It 依れば石® 
tt 文王の® ItLt : 宣王其面 It 時文を刻した¢ €31 た幛退之 ttit ? ち U 
之を以て宜王の鮍«6£云へ0其の敦れか具«るや*5ょ0知る1^由 
* し€雕於も膺朝の後雇々草野1^*てしを有志者斯ふて之を孔廟^ 
供へた4然れ於も當時其の一を發見する乙€奶は次 6 L が宋朝 It 至 
i 之を民間 k 求め得た4鼓面 k 彫刻 L たる詩文«宣王のが朗を^し 
たるもの ut : 其の文字の16ひベ&ものゎ似 It 三百二十五字 tt 5 B ぎ中 R ? 

孔廟 七玄 
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孔 * A 十 
At 後 tt 甞 y 禳ひべきもの四百六十五字64遇半讀み難し€云3しが 
，現時！ B 1/ ベきもの tt 僅々三百二十五字 1C 通ぎ次るを以て見れば唐の 
時代ょ6今日 1C 至るま ^ u 百四十字の磨滅せ L を知る♦へし彫刻の字 
«は大篆 It して東坡の wuts 昔周宣歎雁 JT 當時籀吏幾蝌蚪€|>る箍 
吏は即ち此の字®を搰したるもの y らん此の石敢 rv 斯の如&沿革も 
fciaCN 稀有の*物なれば其の字 II の年ぞ共比磨滅せん乙皮を®れ 
乾隆皇帝新 k 石敏 t 摸造し堂の南《は®け4堂前の廣庭 1 C 黄琉鵪の 
r 板を以て敝 a たる六箇の吿成碑66大理石の垣を以て之を困ひ告 
成碑«即ち配»?を孔麻に吿ぐるの耙盈碑比して康照四十三年朔1(西 
蒙古) tiJE 5 十三年靑痠東西藏)ど乾隆十四年金川を同二十年準噶爾伊 

せい上<>«そつ 

犁を同 二十四年回部(回々敎 ■¥ 同四十二年金川を征服せ し度き 建段 
せ L ものな4支那人 ttigLt : 不潔を意窆せ次るを以 - C 神社佛團音な 
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生けは 
せ*)次 
L 6る 
むて i 
兹$他の 
It のな 
M 斯れ 
行社纟於 
者佛名孔 
の間 t 廟 
廟？のは 
內$如沬| 

I 匕く •石が 
人はに 
る不ふ支 
比廉5那 
付な政 s 
きら敎? 
注？中の 
意 > 人本2 
を.を尊 X 
要？ L な 
すてる 
べ自孔 
きら子 
乙尊？を 

s m m 

«>のる 

b 意處 

孔を丈 


廟 U 入ら/ tktt 門番に多少の金鍈を辦ふべ含乙€なれ^!門番は外人 
比#;!する £5 tt 顔る不親切 kL て£!阶の金餞^ T « I らん皮する•か故 U 
#め支那人の案內象を f ^ ひて供* S 行き案內者をして金»を财へし1/ 
べし左すれば值か二三十錢^して^^るべけれ於*!娘っ^之を辦へん 
ビすれば五十錢は愚か時に|圓をも||^?すべし是れ 11? ^孔_^於て 
然るのみならす其の他の寺院等を見伽する時 k 於ても斯の如 L 

辟雍宫 

辟窠宮は孔廟の西 s ' 子 t の漱咐 Ic ^ i 乾隆帝紀めて之れを Jsit 齡す觀 

»«&八+一 


匁ん»い 5 づ 96 < わん 96 fK ^t 

壅埃の中 k 埋ま6如何なる壯觀ビ難於も東 k 其の具質を見る乙 
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天* 八十二 

> C &ん# のつ>£ 

し^ 0 *"に在昔の帝王は辟雍を建<圓河を繞らす*^ 6 るは則 6 しもの 

ならん髮这誔1丈六尺齡あ15、，|^ヂ付す其の泥 

55^«I 1 CS & IJ; な 今船® 6 U 圓狀の谢 ぁ〇 是れ即ち 11 斯な6殿の前面 u tt 
mfitlr 811の門?>ぅて左右 tc は二百箇の sf 碑*4碑面に tt 四書五經と 
m す是れ勒 ㈣ 歡 の * k 齡を i ? 艇 L たる乙€ぁ6 しょ 6 文學社會 U 恐® 
を 鉛し 後世 *? si の齡、 び 書籍を し*? is する乙€ ゎ るを 慮 4 豫め 之れ t 石 
こ 刻 L 以て 萬 世 u»? へんどの意 U 出て たるなぅ €いふ 

一 "K 壇 

• t £ か {わ*^て％ 

於船4外成永定門內の獻派にぁ6紫禁域を去6.乙皮一里半許6皇帝 

わ51 てんち»ん 

の天をがる S ざす其の之れを外城 R 設けたるは往昔ょ6天地を南郊 
t « s る^!の^！ Si ぁるを以て敌ら It 之れを內城 K 祭らす外城を南郊£ 
f が L 4 4 SIC 之 Jrl を纪ク L ものならん M 元 S 夭を祭るが®め tc 我け 
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たる％のなるを以て形を天 km ?% lli 财どなす故 k 或は^ j て ilE .€ 

云ふ明の永樂 A 年の f ]^ ltp 6@: s ? 十淸里南 k 面し6 ? fei く Ma tJ ^5 l を以 

たゝ 最んだん • 

て蝥みたる三重の圓埴ょぅ成る上段は徑九丈高五 6 七寸 +IS? は ® 十 

:r ご v* 

五丈®3五尺三寸下段は徑1一十一丈高3五尺ひ^1献は各々抗を船^め 

，各,， 4 J «$ Ty frv 

蛛網狀をなす即ち上&の中心^一箇平151形の石64之れを配ひ^九 

い L 9ら^2^ 

•箇の石を以て L 更 k 綾ち t R •十八箇を以てし勒次此 くの如く こ L て 

つひ や 

遂 k 八十一箇に至て止む中段«上段を+ ,心^ JL 九十菌を以て Bt み百 
丄ハ十一一箇 k 至〇下段も亦/2+5段の上段 l . t 於けるが如く+?齡を + f * i € 

p J 

t 百七十一菌を Jsl て之れを配み二百四十三箇 k 至6て Jh ^ ひ齡 L 支 
那人«天の數を以て陽數ビ©>す•か故 k 徑も.高3も亦た石數もこ^^が 
數或 • tt 奇數の乘數を用； s たるならん三 n «? u 白色大理石の船刊を ㈣ 

P 9 

す而して上段の桶柱七十二本 (00 X 9) 中段百八本(一 2 X 9) 下段百八十本 (20 X 9) • 
天種 1 
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5C«M/HdE 

け w • s L5 ^ かた «■ 丄 ^ 

合して三百 六十 本る盖し亦た夭の周度 It 象ものな 6 上 
段1 C 5 CX 齡及び05邪齡則奶射の wfcfi £ をがんす每歲冬至皇帝親しく夭を 
5 i るが爲め mluM し紫禁城ょ6大和門を出で此處 uvm 輦を降 J 
Itf の車に御して天 SIC 封し r づ # t 咐の皇弯宇 ItEI ? み上帝並 ItM 宗を 
梆し MIU 齦 gflt 入6酎舭沢船し翌朝拂曉齋衣を*?し徒步して壇 5 U 登 
る此の時皇帝の+!齡に齡6てひ獻づくを相圖€し段下の燔柴迪1^«牲を 
1 g く是れょ4皇帝進んで上段 U 登4麻て香を捧げ三拜九叩の■を行 
CAa ? 齡喊獻、玉琯等を天 tt がげ纪むを船默す酒^種々の儀式ゎれ^も 
11れも支那の斯沿^^すぺき！くをるものな6特 U 四®四百十 
A 万人のお體齡たる M L gs$ L ^ の皇帝が齋衣を賴ひて搜上 1 C 聪き香烟 
财パ 立ち 和るの 處朗々 €して告文を讀み數百の群僚中段下段 U 瑰座 
するの狀4街*?する•た it 轉た尊重の念を起 sLir る It 足るな4逋の 
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西同# ckpsf 颳¢>6是れ即ち敝の靳对•か颭を射術の野は齡6た6 

みん L ょかんばつ くるし いの 

故事を畢び民庶旱魃 U 困むの時皇帝の雨を祈るの處夯ぅ而 L て支那 

♦ cs <« かんぱつをゐ？.*;. f ¢3 

tt て tt 我か邦人の熟知するが如く旱落水皆皆な以て皇帝の徳治爻ら 
次る k 因るものな办ビ信するが故1?:1||2水1齡る€4\/«皇帝«自ら 

c ^ ビ(3かぅ だん c 令5 

咎{:引$徒步 L て此の® tt 幸す殿«衝上|^於ける高3九十九尺の建 
物 k して三段配^ I の駅舻の術岍 Ittt 數多 m 所の职船を^^ 


そ S »分ん 


4 L 1 . r / sc 

す宏大莊麗梢樺堅牢牝京第一の建物€稱せられし•か先年雷火の爲め 




9 t 


tt 燒燼 L 當時唯•た其の基礎を存するのみ1ふ^現政府は鮮、び之れを 

以け * I J I ta をが るゐく 10 — 

建築するの資力なきを以て爾後永く壘々たる遺跡を止むる1?:遇ぎ次 
らん歎 

先農壇 • 

先屬埴 tt 永定門内の西部 It あ 6神農 氏を ^ I る處 RL て天®の汸く k 


trtp 


* 


« 


A 十五 
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六# 

ll "5 ttlx らす一 季 utt 皇帝此 U 臨幸 L 自ら 耒耝を執 6 て民 u « 亊を勸 
1/るを i 皮す mwu 天神、地祗、太歲、神屬の四大埴あ 6 孰れ も K すべ 5 
齡のもの ltl > らす天壇•先«瑰共 R 外人の入るを許 S >れ於若 L 強 V 
之を見ん皮欲せば亦た其の道な 5 U あらす开は案內者 1 C 命じて適宜 
矿み阶らは S すべし先づ外城内の見物は是れ U て止め夫れょ4再び 

かへ が Itv け A ぶつ 

內城 It 蹄6各衙門等を見物すべし 

六 部 

淸9の中央政府《エ、兵、吏、戶、轉刑の六部ょ6成6其の官&«皇城大淸 
門の東西^64東側にゎるものは東^面し诞脚にあるものは西に面 
す是れ皇帝 tt 南面して朝 k 立つの制、 k 從 a 皇城を南面 It 築&たる£ 
同 t く大臣は皇帝の左右 1 C 對立して政を執るの意 It 依4其衙門を皇 
»の左右 U 廝列せ L め 72 るな4傍^鴒臚寺，欽天轚、太轚院、宗人府、大常 
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寺、都察院•大理寺等特81の官衙あ*〇辦れも萬樣|?!15«?沿を£1て記把を 
葺き正面 It 寺門の如5ものあ- CS 門を人れば！^酎あみ廣 fi を*^ぎて本 


# k 達す B 內 1 C はが書侍郞以下 mm 船彰ぎ釈を妒れ4門外ょ i 本逸 

のケ -tsfrs <3しや5 ちん%& うづ せ广げク はい37 

を望めば庭內草生して塵埃廳を埋め甚だ淸潔ならす镟行者古寺廢刹 


& R 4 . ♦か 

€誤隧する勿れ 


交民巷 


*> 4 みん* •$ 

交民巷 ti 大淸門 


を W いろ *> く ijv こ今 L く h ん 

東 U 折れたる# i 路 It あ-〇各國公使館のわる*即 


, c#x Jun ftl J^^ yJ 

ち是れな.ぅ而して英國公使館は元ビ某親王の府な4しを連合軍の兵 

p あ 

を% L たる後此を厝6受け修繕を加へて公使館 1 C 充てしものなれば 


ctt ん t き tr ^ 0 . 

純絡たる支那家屋 k 遇ぎ^れ於も英人の手 k 歸せ L ょ4大 U 消衝£ 


3 3 X 乃 ぐ声 

S 4 先づ大英國の公使館 WL て左迄 U 見苦 L から fo る It 至れ4日本 
公使館は元ど朝陽門內の牝六條胡洞 U 64 L が各 B 公使舘 S 半里許 


sfA 謇 


M 
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瑾街 c 


A 十八 


6 の®!離* 6 て便尠なから次るを以て六年以前之れを交民巷 1 C 移 
した4其の t 築 ttXJ 學 w ?± l 片山東熊氏の諛 WS 督に成 6 L もの 1 C て 
一奶なれ於も«?獻 1 C ぎ勵¢6門前の1?妒は卩齡を極め奥氣粉々鼻を 
打〇然れ於も政府は恬どして顧みす公使等も亦た其の奈何ぢもなし 
難5を知-〇て已むなく之れを猷許せるもの、如し 


總理衙門 


? 9 がもん こビ ^ <わんせい 

緦理衙門は內城の東南部 It あ〇て六部衙門皮處を異にす支那の官制 

た たいあら 

U は外務衙門を®かす滿洲朝鮮等は對等の外國 R 非^るを以て其の 
捣臚寺 U て®^«?か CA 來ぅしを現今國際の必要 k 迫られ<恨 

4 U 期理衙門な るものを官制外 U 殷け方6しが次第 k ? l 達して遂 1 C 

rtv ^ lfA L^rz 

今日の如く廣大なる權限を有する U 至 «6 左れば其の銜門の如 
きも素^が族の取でを股宅したるもの^して體裁凡て他の衙門^異 


¢6左れば其の衙門の如 
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5:4 fisc 中央の庭園 k 在る花鹿即ち四望堂を以て獻船® i € し izaH a の 

たて—の & i r< 

建物を事務室ぞせ4奇€云ふ*へ L 衙門 U 附屬 L て同文館あ〇洋人〇 
所謂 pekingc—geu して⑹奶の卽記を®:?抱する處€す本邦駐在が® L is 


脈藻氏 tt 實に此の同文館の"^ 1な 


觀星臺 


板屋臺は內城の東南1 Mtsr の上 k ぁ4艇が齓の時代に颭戤せ6もの 
1 C て當時の製造 k 係る銅製の g 天® 9 r 其の他のく獻雛11今酒 { S 廣庭 It 存 
す康照皇帝の時 k 及びせ k ィット献の ft? 船 It 龢たに！を艇獻 
せ L めた4今^酒は存す 

市街 

北 S 市街は他の支那都城€異な4阳,頗る把く大路の如§ tt «? 二十 
B 許 ICL て其他の勤路€雖於も我が東京の如くあか Al < ^f <っせる もの 1 C 


«£裹市街 


Ai 
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市*. 九十 
あらす故 It 紙れ 3 r る旅?7?軋も大 ® の地理を諸ず る€き li 遒比迷ふ 
の*^な L 然れ迻も此等の大街の私幅 tt 斯くの如く甚だ廣潤なれ於路 
中一一條 ltis®xii の 私 ^ J 船 Jt ^ して ^ 93: 氣云 «• ん方 7 i L 先年省£澤の K 
洲^<¢1* i . るやが? 5 *r 取^'拂はん乙^^を建 la し之れ/ I >實行 It 着手 L た 
が®店の所有主中 1 C 親王其の他高貴の人々あ i し爲め遂 1 C 其の 
1 jU 怒る艇は tL て止みた-皮云へ6此等の建物は素€一の II 店た 
る^311ぎ次6しや i ^ s ?: L ぞ雄於も放任默許の S 遂 It 固定の建物ざ 
な6今日に至 ovtt 復た之を動かす能は S * る U 至6しもの^6旅行 
者之れ.を見ば我•か®:?論家の所蹈箇人的自由なるものも業 Icalc 支那 
ICK て行はれつ、*4しを知らん市街の地下 utt 花崗石の大下水4> 
ぅてが^ I を el ^ a ? す泼渫 ^ utfr & s ? かば衞生±.其の利する所少なから^ 
るべ & IC 齡 is こ*"斯ょみ 3 i ) clL たる建物を設くるを猷 W する^同じ 
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く把設以來殆ん—て、願み次る 少しも a ? — 篇の大 下 
X *も今 tt 全く無用の長物 ざな办 了れて 聞く御史其の m ん «s の^ t 鉛 
全なるを皇帝に奏した るょ6^^ぎのが紀6官吏《其の受鱼人€ 
け k 寅檐せんビせし k 受負人 tt 人をして下水中を彫 m せしめ £( てゼ 
渫の完全 « るを瞪明せん€我5|| 彡 し^*ち I 人を一 方の 下水口 k 入れた 
る k 暫く k して他方ょ4出で來れ61て嫩がんは紙舞の全く L てがね 
の能く疏通した る もの S 啦め無事撿査を TS ヶた6しが 其の ^下 k こ 
入-し者皮出で來 -oisu 和：^れ f .HS の. 男子を網 
びて同樣の衣服をすけ3せたるを以て斯く €も知ら^ al むかれし U-C 
汚激の中部に充塞すると依然5.0し€いふ勤或は’象 2: らすざする 
も亦た以て1の Tmf すの f k 欺 t 、 の i 
あるを知る k 足るべし 
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市 街 九十一一 

内城 tt 紫禁城の外に於 tn 宗齡八旗等の邸宅多く市街は我錐新前の屋 

1 4 ^ P ヤ广がい 34^ ] H ん-^ぅ こ 1 1: 

して^;盛なら次れ^毛各門 U 通卞る大街 tt 相應 U 繁昌 L 殊 1 C 東邊に於 
ける東四牌樓の近傍の如&は_る_被を極め宏壯なる商舖の斩を列 
ぬるを取 v し然於も船がの 1st 航 tt 多くが幻 ss#r を5すもの k-c 间屋 
向の大なるものは外城の前門对觀等^*4而して外城の琉«廠(琉瑰 
廠6るを以て，齡の名€す)^«形歡、書*^«籍店等楢比するを以<案 

をいし申 笨 » ftt む»々«••**©あがを L-0 k • x2-»rrkr t t - 备 

r?T 者を伴 a 此處 1C 赴き土產物を購ふも面白力るべし又外场1は劇站 

«しじや$ふ 5 ケく C が s 3A 

酒樓等|>れば就きて支那の人情風俗を察知すべし旅客の市街 It 银策 
を拟ろ み 献 sei t 5 ベ &者一 R してが らす€雖於乇廛雜の燦爛皮 LV 人 
目を則ま3ん€: するもの亦た其一«5べし應舖の前壁は《*梅^« 
換竹梅の«?船を*!如く L 之 uMfgf を«^5其のぎ歡»る4/恰も2上野の 
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% 


41璗屋の如し然れ «• も彫刻多く tt 廑埃 k 掩 ft れ燦爛たる光輝を尨た 
次るは勿論時 k 全く實質を見る乙 w 能 tt 次る a 支那人の特性皮して 
掃除 k 注意せ次る U 由るなれ於若 L 我が銀座市街 U 移 t 我が邦人の 
手 k 嫌せ L めば田舍漢の之を宮殿 W 見誤る Me もあらん北京市民 tt 
石炭 t 燃料皮なし其の冷灰は悉く街路 k 投卞るを以て永樂年間北京 
8 g 設以來の灰は幾尺€もなく街路 tt 積れ6特 1 C 北支那 Ictt 降雨少な 
きか故 It 其の固結せ3るもの一二尺の厚き U 達する乙 W も6れば市 
街を徒步する比當ぅて《火事見舞;1:赴くの心地すべし斯の如くなれ 
ば微風も尙は且つ市街を紅塵堆裡に is め去らん€す况して 5 aT 風吹き 
荒ひミき a 實 Icm 塵萬丈も啻ならす白晝酒は咫尺を辨せ3る乙€6 
ぅ外城ょ4之を望めば恰も火亊の如 L 又た支那人«每朝尿水を街路 
k 棄つるを以 v 街路自ら奥氣を帶认粉々ど L て鼻を襲ふ故に ni 惡 L 
市» 九十 H 
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をの士 
爲諸 k tt 
L 人交道？ 
て種服 t 
貨ム各を 
物 名々 SST 
を固け 
運 1有喇$ 
搬2の斯 
L 衣'"敢2 
騾服 t の 
馬 h m 
驢着•徒 s 
馬しは 
其市 l 黃 
の街?：色 
間比の 
U 往？法5 
交！來 S 衣> 
b す k 
又る糎 
たあひ 
冬？れゝ滿 
期 & ば洲 
蒙數骧 
古輛古 
地の琉 
方馬ば XS 
よ車各西 
6 55 5藏 


貨物を沿船する职配は十四五匹の隣をな L 徐々西門ょ6入4來るを 

秦 

見るべし 

八旗の總教塲 

»?1^獻« 5 內城の北門外^6ろ八旗の欲兵場«れ^も近來淸朝の纪術 

V 4 L *? 

t ゲ敝み旗人は好紙炉 U 迫 r 復た滿洲の平原よ6出で、四百餘洲を 
m 恥したる射 si ? の紀辦 tt 5 封て全く ir 颭す是れ 5 T 光緒皇帝の近術兵 


八旗の嫌教堪 力 3 

ぎ洋人は北京を評 t て? 5 x 8 ?lsi な6之云へ6街上を見波せば S 黄，水淺 
黄•杏黄等 f f なる色合の衣 Bat を若け大なる翻扇を手にし悠 A 、 €して 
齡1 SL 三々伍々齡をなす學生ゎれば緇衣を着する僧侶66道奴の道 
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5 ¢¢思へば轉た十八鼎の 65 を班ゆ左れば近頃 此處 1 C て八旗を練 
習する乙€なし唯•む近來外國の刺*を受けたるょ6旗人中强壯の壯 
丁を播で、神機營 w 名くる一隊の兵を設け之を醇親王の配下に S き 
此處 にて洋式の練兵をなすのみ 

黃寺 

黄寺は摁敎塲 U 接し其の北 It 位す喇嘛敢の寺院 UL て雍和宮の如く 
k 活佛*4黄寺も亦た喇嘛敎徒を餽絡する猱め淸朝の設立したるも 
の k て搆內 It 白色 大理石の 1 塔 6¢ 四面 It 釋迦一代記を彫刻す此の 
高堪《__敎高惽の墓牌にして曾て乾隆皇帝が谢_敎徒の歡心を得 
んが爲め西藏ょ 6 .ターラィ、ラマ w 云へる高僧 It 次ぐ名倌を牝京 It 招 
きたるし It 不幸 U して天然痘に罹4黄寺に死したるを以て 
皇帝即ち遺骸を送6還へし衣服を埋冷此の名僧の纪念 の® め tt 建立 
貧寺 * ナ i 
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北京出立 


九十六 


たふ 

L たるものな6石塔の傍に外館€稱し西激人の旅館ゎ4再飙 


K 4- 

人 


買す SW き此處 1 C 宿泊せしひ盡 L 入貢者の爲め特 1 C 旅舘を設け鄭重 

たい->5 >7\ せぃ&令< 一 

の侍遇をなすは淸朝が外*を雒絡するの政蓉 U 外なら次るべ t 旅行 


ビ< 


ていち令 i 


みた b 

者は黄寺を見了6たれば此處 


たい C -0 t 

半里許 tcL て元の大都の遣趾 * れ 


ば序ながら U 見物 t へ L 先づ牝京城の見物は大略以上の諸箇所 k 止 

め SL^%VI せ S 3<* &{£ ん 

め是よ-〇西山近傍の名勝古跡を探4進んで支那帝國の偉觀否世界の 
偉観なる 萬 里の長城を見るべし 


北京出立 


西山一帶の地方ょろ圆明園へ掛け長诚明陵等の名勝を探らん^は大 

ぐわ S つひや か49や <<*&s tw%JU ん 

槪四日の日子を費すベけれ於簡略 U 見物せん U は三日位にて充分?: 

^5 f しや ？ f 备 べん 

るべし此の間の道中 kli 馬車を雇 a 支那人のボーィを伴ふを便€す 

Si つた5 & 

馬車賃は一日1圓五十銭位、又たボーィは日當二三十錢^通ぎ卞二三 
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十錢の ft 用を爱 L みてボ-ィを伴*ぱ3る£5«^^の組%€^{£^€ 

9 よ - C4 fy\ fiy\ JU ^ A 合い 

t 察るを免れす第一旅店 k 宿泊せ/ ik 不案内の外國人€見れば 
R 猾なる店主は；|射の宿貨を«11るこ€_しからす船辦若しボーィを 

伴へば抛 f 黠し哲の繁—むぺし第二繫を r >る 

ITfwv ^ Ky ‘ .1 

塲所へもボ t ィ比數十錢を握らせ1旋せしひる皮きは^^する乙€ 

»へ か 7 C 35 つ ぺん Wa 2 い&上 

敢て難き It わらす其の他鎖末の便宜は|々枚擧すベからす又た天津 

' 1 だ**'ちぅ<*わ<*しよく1つ t 办んぴ r を い 

牝穿間の道中の如く k 臥具食物の準備 t 忘るベから次る«:云ふ爻で 
も 5 : し期く* -C 出發の準備整； S たれは配起 m を出で行く ^€七淸里齡 

«^ t?c た *7 

iltL て大銥寺 U 達す 

大鐘寺 

大_寺 «: 明の * ( «$ 皇帝の靖造せる銅鐘を奶纪せん•か爲め I ^ 紙 * ? せし 
もの ^ して本名を « 生寺€云へ於对 ^ぅ 4>るが故に^^びて大銪寺€ 
大 «♦ 九十七 
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■ 明 n 九十八 

稱す鏑一丈二尺皭之れ 1 C 稱 s 法華 fi を！！出す鐘 tt 
佛鷇のぅ後の fit 楼 tc 懸く 

，圓明園 

頁定阳を去る五里江して西山€云ふ地わ6山^沿ふ<圓明園、萬壽山. 
玉泉 山、 碧 雲寺等の諸名應あ iffl 明園 li 咸豐 年間迄皇帝避身，の « 宮な 
を以て西定門ょ4一 fi 躲 k 石路の殷けあ4今 tt 壤敗 1 C 屬して車 
馬を 11 る 1 C 危し唯だ 通州 石路の如く甚しき 1 C 至ら次るのみ H の規摸 
頗る宏大比して門十八箇所、園內の释琴亭、軒、館、樓、害屋等轎を萃め美を 
1 st 鞴奂壯麗世界多く其の比を見す又た皇帝は夏日數月の間を ft c の 
地^«やすを以て圓外比中央政府六部衙門の出張所あ4從て近％に 
親王、大臣の別墅多 L 咸 B 十年の役、英佛一萬五千の兵、破竹の勢を以< 
北京を陷る、は當4聪合軍 tt 支那政府がパ t ク' 期 停の使者、 及擒虜 
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等を残酷暴戾 Jt 待過せ L を憤は 6 此の名園を嫌 & 嫌け殘れる部分は 
之れ i: 壤ち以て憤怒の情を海し^4當時聯合軍の將 «v 中此の名園を 

T, f へい 

憤怒の®め k 焦土 €爲すを惜みたるものな & U 6 ら3*るべけれ於兵 
士憤怒の情は將 1 C 北京を屠らん皮する迄の熟度に進みたると見て巳 
ひ«く f 奉 It 出で L ならん現時 tt 雜.草蔓々瓦礫蠱以の裡 k 埋もれ* 


I 


Q 蚤 


cf -$ 4^2 S 嘗 ^>つ&9<わ 

上比«水草の掩ふ6$て復犮昔日豪華の迹を留めす»狸巢く；$野鳥 
飛び日色睹慊微風醮臏草戰 f 葉落〇るの時«行客をして轉々今昔の 
威 It 堪へ次ら L ひ今ま其の遺趾 1 C 就&舊時の觐を察するに石を#み 
て假山野最を造6湖心 1 C 小島を築5沱る64回祿以前 tt 四十最あ6 
て庭內 U 四十景色の變化|>$しもの*るべ L ど思 tt る要！ T 迂餘曲折 

*J 一!ん そ A \ ふぅ«*ぃ I 丄 や、金うけい そん 

せる湖呻 U 沿 CA て種々の風最を設けたるものなう今日稍々舊形を存 
するもの tt 園 I のめ館^黃琉墒製一宇の高塔^湖心の凉宮皮のみ洋 


0明 面 


九十九 
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けん〇ぅ 

館は乾隆の頃皇帝ジ 


見明谶 Wia 玉枭山筚 -B 

f s utt みかげ.い' ■* l - けは卜. 

犬ィツト敢の ft 侶を招き花 W 石を以て建 R せ 
L め/2るもの kL て獻於¥ 1が園內を揉 a する IC 當6ても其の意外 U 
數职合るを以て遂 U 之れを皴壤する乙皮能 tt す L て止みし皮云ふ現 
i ? 網街松^ { の siu 街す Mm 纪^(««*5せられた SW あ 6 31た湖±の?® 


宮 tt Ets * 教すべ し奶1? の槪齡まる It 及びて西太后 tt ifts 阶を修#せん 
«L 之れを wvwk 命せ しも Si 於*?ふる能 tt 卞荏蒋十數 年を 班 遇せ L 
が近年 It 至6 1し！ T*tu%l 手 L 外人の入園を許3やる1莨、な 4 L 
K I イに人園の乙ミを«5咐ら«し.ひれば容易1^入覽するを得る£ 


i 

もある♦へ 


見明湖萬壽山玉泉山等 


表ん K>s £ ん 

圓明園 


みをみこん ftsc . yLi .<^ vnl /V 

の南半里^ t て見明湖66元定玉泉山 


i 


95各つ 

-嫌出せる泉水の 


? 

m 


yi »€5 t 々 L 7 p の ItL - c 四岸の風景檐すベく水亦た顔る消し故 tC 


け S きく 


を ！ J . U &上 
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太白#の名66乾隆年間淡深を加へ职圍四十淸里の撕ねどなし*5!:の 
見明激 U 傲ひ太白を改めて％^明ざ松けた4 ■±? k 5 j ^?» i 64 il ? 辦辦 
を祭る島嗔ビ湖岸 1 C 大理取の纪す穹數十七箇66故 kgtt 十 
七孔於€稱す湖 It 扮ふて a ^ A ^ せる艇011を萬费山€云ふ獻 ^» t 龄し llji 
亂比あ I ゎ - o 上 k 55配ゎぅ财繫^^ぅしが,燒失し哦だ鱗挪の 

^*9 5 -«A んねん 、 t L -& ん 

1坌宇を存するのみ近年西太后の懿旨 1 C 依4,修"错を加へつ、6るが 

，丨 ，、— »んぶ-7め l ' 

ttlt 外人の見物を許3 >る乙€圓明圜 k 同卜是 Jrl よ.〇南十四 E 町 t 

nr <!£: や5 妒い V *^ JU ん L »*9 4 

L - C 玉泉山あ办山上よ$淸泉陕出するを£1て此の名64山上^^<£|< 

だ S 9 せ K たふ(7ん» $ 丨 

大理石の石！®^ 4遠望甚だ佳な6此の地方 tt 北京よ. c ^ a ? % 淑き 1111 *1 
明 16 の地なるを以て歴代の皇帝遊，を SI け或は寺院を纪て親王大臣 

衊つや f / wr ? v > 子んぱつ > 

の別墅も多し故^詳細^見咏せん^«十數日を费やすも» & はが0以 
ら次るべ Le 雖於も先づ見物は好|64<^止め是れよみ牝 ttfega 蒙古齡 

A 明湖萬*111玉襄山等 
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好*^ろ 


齡を進み行かば十里許次して南卩の辱に達す 

南口 

蒙古£此|151£?<瓣兩省€の間 k 船 «( たる llliaRt 66 s ? 脱 s ?^ 自1兩地の 

4 k 

4羊 \ T 家畜 

»本：等を露領キヤクタ(賣買域) 1 C 輸出す 
る所^して其の”山に办る一小驛を南口€云ふ滅^禁古.北支那の咽 

^ «>し v ^ t ^^0, 

喉の地 kt て蒙古隊商の常 u 足を憩ふ所 € す往昔此の地 1 C 兵 8 を設 

な t 备 つ .X 々ゎ*^う 

け以て繁古南侵の處に備へ*6通常の支那騍は唯だ瓦膣を雄らす e ) 


紙衫を《す冲の 01! 辦を鲥颳せる1映路《即ち蒙古地方 

» z V 

等を北京 k 輪入 L 北支那よ 


せい*^ 


5¢ -&■« 


ち **' A/i 


げ * 


f f 


み«れ泠も南口 tt 其の住民の他ょ6襄擊せらる、を防顚し併せて蒙 
古の玄热帝國^酊%するをも附航せんが«め酽辦の外驊の牝方^當 


t 36 きつ しや f & a < r 今けんだ s 

OJ.lci& ふて更 1 C 瓦牖を築—脑の掻まる所^望見臺を 


設く旅行者 tt 

此#坎至6始め<支那歷史^所謂寨なるもの过斯の如夕もの5:るか 


stflfr 冬 3 S 
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を思 a 出 34 


居 if 閲 


南口 


I いた t > づ> t だ 5 ろ け S.64 

長城は至る道程 tt 僅か 1 C 六里に通ぎす此間の道路«:溪間の 


鋏 akal $3 f るを以て南 pu v 車を下^ s 一|纪 t 航 CA 1日分の«|<勸歉 
附を»!へ旦に南卩を1っ紙し夕^» & *!す5の松がをがべし船；^の«[ | 獻 
を耙3ば粑齡數千{»*?_^¥ち中間^||船ぁ6平常《水少なく獻杌 
嫌 It 滿つ此の溪嫌乙仑即ち北支那ょ.〇蒙古^通する—一の町敗比し 

i D \ » s モゐ»んらん «0 SOS へん かて广 

て霖兩靠々、溪水汜 fi する €5tt 道路忽ち變して河底€なる平常水少 


3 かの|» 


なき€き S 雎於も素£溪*を»るとなれば石を彫み鼹1を* 4右は1 

•©5 rJuf?Mf 

Lsk 折れ仰； st : 巍々たる 禿山を望み 俯 L て溪嫌 の 潺湲 たるを K さ 


;» ttc —VA P9S つ^«んて& 

奇異の•風色 k 通なく精神を ft か3れ恍惚 wt て俯仰するの間俄然蹄 
9の5々たるを聞ん是れ牝京 € s 隳キャクタ定禁古中西部€の間 1 C 
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雇*跚 畐 

往艇する飢駝驃馬壤馬等はして其數多き^は旅行者乇一免を喫すべ 
し成人の銕計比依る^1日^此の峽路を通るもの期驼二三千面、*馬 
一千餘頭、壤馬三四百頭にして九+•十ての三月に通行するもの最も多 
L ざ云へ-〇叉此の峽路を經て蒙古よ4北京比韆入する羊の數«1年 
六十萬頭 1 C 達す斯の如く此の峽路を通行するもの年々顧る多 slt 拘 
はら卞支那政府 tt 甞て之を修繕せんぞ L たるとなか4しが七八年前 

fu » ふ»£:だ•，せい*<«ん&上く t ふ つ.^ か.^«5ぷつ izn 

政府 tt 飴めて收道牲菩捐眉なるものを設け通行の動物よ6道餞を收 
めた4即ち駱轮よ-〇十文牛、馬、嫌1-よ6五文 at 馬よ4三文、案猪及び羊 

JC ^ A ^ a . Ja ^ fc \ # く f > ん9 A 

よ 611 文を徵收す但し»女の乘馬乘縲 V 官吏の乘馬よ之を徵收 

けふだ 5 L ^. r « ん か5 56 M 荀ぅしつ 

せす而 L < 此の道錢を以て峡道修繕 tt 着手せ L 7 P 降雨每に法失する 

CS かたち け上ろ の任3 

を以て未だ道路の形をな3す峽路を登4行くと三里山益々高 S を增 
し》ぎ々槪を加ふ眼を上ぐれば峽路の左右比瓦猶の婉蜓たるを展又 
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其の狭 路 k 當れるの 處 kj 箇の滴門 6 るを見る 是れ即ち支那 Kift c lc 
有名なる居庸開な6近$て門^人れば四酌《&?^^配饵を以て辦み 

ぷつざ5 て.^ ， 4 t 

佛*を彫刻し其の下 k 梵1 gklfIK 語、滿洲語、女具語-オムィゴール及び支 

r*K t. L. け ** ' K z< くわん*•ん け t Jr< 

那語を以て®文を * it 此の 明 門は 5 C 朝の建築せるもの U-C 六國の國 
語を以て經文を刻したる tt 其の意忽必娜の碰耐したる六外藩の人民 

, <1}ん ％4«:け.9 1 ん & 

か此の BS 門を通きて經文を黷ひ MJ 6 るべき P 期 L たる k 由るならんか 
聞の近傍 It 足 k 鎖せる囚徒の南天を！||みてぎ鉛の ttls を at はす tt 大罪 
の®め I - C 寨外 k 鋪せられたるものな.〇旅客は此處 It 郵^ ，四面く！^ ^ f の 
景色を見古來歷史の關係を fifttbI # L « !辦 ^( i » l ? s « tcii & 平素如何こ文 
學思想の乏 L 5 人皮雖於も勞せすして | 篇の詩艾 を得ん 

萬里の 長 城 

居庸？ 出で f v 眼—方 く Kiiv 斟 i“ す 

萬里の苌城 
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萬里 0 县拔 百六 

るを見る是れ即ち世界の一障觐たる萬里の長域 U して此處ょ 6 tt 垅 
»路を登る乙皮半里許 4 k して長城の關門に達す關門 tt 八達嶺皮云 
へる«路の掻る處にわ4俗1 C 上關ど稱す菴し山下の南口關 ttTnk 
して中腹の居庸關は中關な4長城 tt 花崗石の切〇石を叠みて築 S た 
る嫌壁 kL て蹌上處々 1 C 敢樓6 i 或る洋人の測量 K 依る 1 C 基厚二丈 
五尺、頂一丈五尺高峯を越へ谷 1 C 跨るを以て一定せす^雖於も其 
の最も离&處十五六丈低き tt 二丈 1 C 遇きす^云へ4此地山上な4« 
雖 «* も樹木なくあ雨少《く组氣常^乾燥，孓るが故に》壁毫も古色を 
帶び中唯だ»の矢狹間のみ tts を以て築きたる故多少靑苔の附着す 
る«き It * ら卞關門の傍 U 石段66就きて牆上 U 登4杖 1 C 椅4て牝 
方を長望すれば眉 It 似たる遺山は害くが如く茫々たる原野 tt 恰も海 
の如く行人«*粟14小^し<連賴せる駢酡皮馬華£«恰かも蟻の 
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して征衣 t 拂 s 雄客をして古來の獻齡が三軍を齡 w て如*:を驴 CA 齡 
を供へ黎古益晩した^時 < B 0 f 想せしむべし更に又眼を g じてが 
視右雇すれば®卻高崔の頂深溪幽谷の底 CI 5 断せ る Lj »? is ? « 或は# く或 

9< だ ttL 

は低く長蛇の如く k 歎百里を走るを見支那歷代の皇帝が 69 I &: を®?れ 

3つ 

たる程を察すべきな4而して此長城はか^の三十三年尉粗の齡きた 
るものな6€稱すれ^も今日 k 財するもの«始帝の « a *!J lc 6 ら卞し 
て梁の武帝.か大问六年 It 新築せ しもの2: る •か 如し！! し武帝の巨萬の 

(7® ざ^つひ令 

夫を役 L 巨 萬の財を 费し 此の 工事を 起 L たる 一 U は^^を此處 ICK? 
止するの意 U 出で L や疑 a な LV 雖於も 亦た 甸奴をして此の^ g を 
見て後 U 膛若たらしめ之れょ 6北 k 馬を 粑 する の 紙を船しめん€す 
る it* みしならん 八達襪の長城 tt 所謂內部の Latgu して行く乙€ 十 
•萬里〇長城 


屋ゃ於起？此令中？ 
輾ねも3蒐ぐ央？ 
«牛ん 雇 S を< 
牝离此の！^ 
龙 a の迹含通？ 
近馬地をす 
傍騙の見る 
の馬放？ば大 
如を店 f 未街 
く前 t «だに 
U 面2天明一 
XS の津陵帶5 
を e 廣$北はの 
用 I 庭 g 京至人文 
ca u 間ら家> 
す繫2のさ6 
L げ旅？るる 
てる店 X I しの‘ 
人笑數€先 I み 
エ f 響*ち旅 
を顧5ぼて行 
加る其 C 者 
へ多の明 tt 
次き搆 t を先 
るを遒 f 弔 T づ 
石 s 見をす州 
赛？る同る城 
大民 i すの I こ 
レ家か€意ぃ A 
f の賺を6 


昌平* 百 A 

故里^!に一の長域64其の游造«:前钯する所£忍々同一5:れ>2*1稻 
々ぎ* tf ならす 

昌平州 

I 城を酽7|办たれば南口^»1:61?6?すべ&なれ於時刻猶は早ければ 
於ち U 南東 U 财 S 昌平州に至々て一!6 f すべし昌平州は明陵の入口 1 C 
* ぁ4齡て筘 «? t 料 ig t る州城な 6 L を以 < C MTSI 域門宏大なれ\& も 朱 
明£2びてょ6 *^、て飢齡を加へす城內^ < 離々€して狐理橫行し«^ 
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卜 ¥ 以て之を掩 s 配対宜 t 5 を得す外觐甚•た粗 U して何ん €«<*? 
阪の覼*るを覺ゆ 

明 陵 

昌平州 t 出 で 牝 U 向 3 行く乙皮五六 町 比して一座の HP 66 明朝の 
頃 liK の第一一外門 k して 其の前邊 k 第一外門 6 CS L ミの 乙 £«れ於 
現時 li 其の遺趾だ 1 C 留めす牌樓 tt 純白なる大理石を以て航 5 高 S 五 
十尺、巾九十尺、宏壯觐るべ 1 支那に过牌樓茨けれも||ね利 51 |^して琉 

上 ひビ ¢4 ぶ 

*1;を以て之を葺けるもの多き It 獨.〇此の牌樓は全部大理石 kL-c 
屋根亦た然々ぞ難於も其の瓦の如く刻みあるを以て its く之を^?め rr 
影6の牌種江異—す£®!一面1#磬の槪1 u る gi ? 明朝 
の頃 tt 碧、赤兩色 k 着色せ云へ^方今«妒だ M 5 ^ の鉛附を四 a?k 
留むるのみ牌樓を通 S 北行數町石橋あれ於も修繼へさるが爲め 
明 K 百九 
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明 R 


百十 


<*> s » u » h た この 务こぷ 

比»«波る可からす明代比て《此橋の前面に二株の老柏66て顧る 


風致を添へ此の橋 


L>?tt< れつ 

紅門比至る三淸里の間兩側^振柏各々六«と 


植へ列ね紅門の傍 k 數多の堂宇*6て陵監之 U 住 L 皇帝行幸の時は 
行 t u 充て穴4€云へ於當今 tt 全く其の形を存せ卞紅門を經 、合歃木 

も _ たつ _ 冬！ WI へき 

の林を通ぐれば龍虱門 k 達す«|風門 kt 即ち陵壁の入口 U 6 るもの U 
て今只纔に其の墓礎を存するのみ又た門の傍 1 C 龍を刻したる一對 
の石柱€七箇の大理石橋ぁ6しが旣 k 壤敗 U 屬して其趾を趄め中門 
外 k 立ちて一望すれば近&«1里、遠*&は二里、山侧江汾ふて森林點在 
I 黄色の堂宇高く其梢上 U 突出するを見る tt 是れなん明朝十三帝の 
蠤陵 ueIQ る十三陵€«長•景•永、德、獻、慶茂•箱、康、泰、定、昭、思の諸陵 kL て 
中永樂帝の墓陵^る長陵は壤敗最も少なく規播亦穴宏大なれば旅行 

ft 42 >(ゐ 3 ゐ 

者 tt 先づ長 K を見て其の他の賭陵を類推して可な6扨<»脈門の® 
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L 4<«>を、 f t だい 

tt を*ぎ猶 tt 進み行か w : 更 kl の牌樓を見る脚 It 巨大 s る石碑あ 4 

てん t 夂 だい ひ. U ん BSC : けん£?5てい 

篆耆 tc - c 大明長陵 M 功塞德碑€題 L 其の下 1C 碑文 6-6 背後 1C 乾隆帝 

£?や 64*^ は < ん L *<< だ5<7せ*| 

哀明 K 三十韻御 S の裒翰を刻す樓を通ぐれば兩脚 U 薄藍色の大理石 

«9く C 5 ざ5 L \ 3 S «蠡〇ん 

を刻み<造4たる數多の«像あ4即ち獅子、財、期«象.麒轎、馬各々二» 

, 151 L ょざぅみ んづく 

宛內一對«:立ち一對座す諸像皆な巨大なれ >£' も就中象の如きは高 


C 5 ざ i 


S ふ， 


S 一式三尺、巾七尺長3一式四尺ぁぅ此の獸像は隣して明代の衣服を 
着せる文武官の立*?左右 1 C 各々六箇66但 L 此等の諸像は全石ょ6 
成るもの k して歎多の石を組み立たる 1 C わら t 諸«の前を遇ぎて行 
く乙ど奚時龍華門|>6門を過ぐれば長陵の陵門比達す陵ずに一簇の 
農家66朱氏の遺族比して今ま猶は祖先の陵を守るもの5:6此の屬 


ふ»«:ひ6 あん»い よ 

夫 U 多少の«を與へて陵門^.開か L め陵番の案內 U 依ぅて陵門 U 人 

»ょだい はいでん 表んち5 れつ 

れ巨大なる拜® 6 6間口三十五間奧行十五間八箇の圓柱四列 t - 皆 


明 ft 


百十一 
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明班 百十二 

^ £44^*^ し'*^&* 

一!® 1 安南の深# ,, ょ 66 出したるチ—ク材な i 此の圓柱の周圔过凡 
そ一丈一一尺 U して«!ょ 65CI#t $ E ? の長3三十一一尺6れば其梁 k 至る丈 

か 5 ❖わ S 2 ' *? px 

での全長 ft 六十三四尺も6らん歟斯の如き大材を逮く外* k 欲 t 巨 ffi 
の脱船^を把せ次ぅしを見れば當時明朝の隆盛推して知るべく叉た 
是れ皮同時に斯くも隆^!を棰めたる朱明氏が一^蠻 Itl の起る江當ぅ 

*%|のし いつ L や 

帝成守を失し貧子孫をし<自ら景山^鎰死するの巳を得次る比至ら 
I め.^る^< 0 * 想せば wr た 哀弔の念 tc 堪 へ3* るべ L 堂內の床 a : 一面 比 

裘の？!を rrsii 料 s を纪 r * 中ミ成祖文皇帝‘し 

たる籮 t 其の前 miwf 奶 rif 於へ老柏の S を 

&づ けい» 

通ぎ行く I €歎步•永樂帝の % It 至れば煉瓦を以て築 &* る方形の1 
歉ぁ4大》家屋の如し其の下^皇帝の遗骸を埋む一方の斜面^宵形 

て 4 C 令今 X 5 C ?. 

の人口 ?) ヶ此の入口 1¢人4て其の頂上 U 登る乙 t を得べ L 項上^ 
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» ひ e » ん ひ欠 

永樓皇帝の9碑|>6厚3三尺幅六尺«3之江準す碑面比成祖皇帝の 


はか c< きづ (? い5 fc < S ふん» 

墓£刻す是れ即ち牝京城を築&たる英邁卓%なる皇帝の墳墓 1 C して 

V9 c xf & tts <*> ん 

往時«容易1^常人の拜観をすら»3、 


c ? <^ xIt ん 

4し It 今 tt 外人の縱觀 k 住卞 

こ 9 tt /\ 99 £$かぅ e せ S へん金た农！|1ろ 

るのみ3:らす*狸の白 sk 横行するを見るわらん€«時勢の變亦* 




くべき u «> ら中や 

湯山 

明陵よ6昌平 9 Hlc »- cs 夫 


北東 It 向 a て ft 山 It 赴くべし湯山は明 


«■ いざん «4 ざん 

朝の a 泉塢 U し -C 山下 k 二小#6¢大潘山•小潘山€云ふ人家各々數 


十芦 TgL て小一®山 it 行86¢方今荒雇 tcATt € ai 於も其の規摸宏壯 
R し tr 宮败の搆遒林池の布置等昔日の隆逋想ふべし、宮 B の間を遘ぎ 
最も奥* $ dtu 至れば十餘間四方なる二箇の潘壺64鈍白なる大石 

た〜 ねつ $1 ft か 

k て*み其の* 3を知る乙€能《次れ於も一個«:無度* く一個 li 低 


*111 


10十 M 
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艚 路 百十 s 

し此の»產ょ：^熱泉地下を通きて浴室 It 至る浴室も結搆頗ぶる美3: 
6浴室の後部 tt 榭木蓊鬱 €L V 生 a 茂6林間 It 一大池|>ぅ白石遒の 
小亭を跌く盖し浴後傲步の K 休想所 It 充 v たるもの«らん歎 X た地. 
を6 f て、五色の彩色を施したる樓 ® T 64 其の搆逸は通常の建物€異 
4屈曲の數多なる tt 旅行者 It 奇異の戚を奥ふべ t 

歸路 

以上 Ittei したる所は北支那中の名勝古跡比し v 旅行者若 L 此の案内 
記を手 ut 予輩の指示したる諸地を見れば始めて北支那を知6た6 
ミ转官する ^ S を得べ L 何ん W なれば北京は一大帝 He> 首都、 西山地 
方 tt 有名の還跡 U して長城は1界の偉親、支那の舊跡な6且つ此等の 

しよ40 $ R つ L 

諸地を見 W : 商況風俗國情一々了知するこビを得べければな6日子を 
* す少く効驗最も多 S 旅行£は實 k 此の支那放行 1 C 在るべし扨て潘 
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山を見了 < s たれば是れょ 6 北京 k 嫌6再び天津^戾0芝罘を縴て直 
ちは 1 !瑚の途に耽くか成《更 11 :勇を皸し朝鲜 31 «甫支那を旅行する 
か开 tt 族行者の便宜 k 住すべ S 5: れ於牝京よ6山海關 It 出て? S ! 船 It 
入 is 京•吉林の二省を越へ露がぅを遇ぎ飢瓶！^ It 至6貿易の 
び軍港の兵備等を® f 歸路元山 It 立寄- cs 夫れよ6釜山 tt 出- e 玆 fcslIST 
の途 U 上るも亦犮利する所多かるべ L 


0 路 百十五 
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釜山及其近镣 百 t ハ 

朝鮮の部 

釜山及其近傍 

史 llji m a: 獻辦激の献尉^66鄉對駟の泔敫を距&と龄か比五十一海 

〇 tc く *> ん S ん t ク c<fl>st<*> いかぅ ^^5 

里馬關を距ると百三十一海里本邦 U 最も近き外 B 開播塲 kL て天氣 

そ S かせく 备 Afe だや たん を. stdc ひや5ぴ令5 务ひだ X 34 9 A ffi 

淸朗風無く波穩なるの日は對馬の東端ょぅ水谀漂渺の間比签山近镑 
の山岳を逭望するとを故べく對島の人民«勿餘馬醐九州地方の人民 
ttl 葉の漁舟 It 帆け其間を往來する程なれば我居留民頗る多く全 *T 
の商權«嫵ね我商人の掌握する*な6物價**は內鼷窆同卜く»?人の 
族店66料理店 fe - CN 小間物見店 4)6 唐物店66其名は一の#?羼編 X 
一れ僉も其實我«民地な6故^此地^遊ふもの^|も不便を戚する£な 
ければ別 It 素内を起すの必*もなく*內ーニの名路なきにわら 3 r れ 
於も特筆の價艟ある者な L 旅客若し fa 4> らば居留民 U 耽5て其所在 
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丨 2 p fa f 

を BB & 一見するも可な6近傍 utt 


の藤地*4南の方三里半東菜 


府€云へる一小都會*4府使の居城 kL て繞らす Icafs ? を以てす處 
々^石門を醑5内外往來の要路どす鵃壁坟悉い花崗石を*?み<動& 
たるも0比<宏壯見るべし傳へ云ふ城內三千の兵を*?ふ€而れ於も 
其寞四五十人 k » ぎす此一事を以ても朝故の兵備如何を窺ふ u 足る 

ix77^^ rL Lb» 

域内戸口凡を六百*酒樓 1)4 章臺 ?>6 商家わ 6 毎月三回陰曆六の日を 
以て市を两く近效の衆民多く城內^ギ6百貨を||51|( # す故^网府^艇 
ばん€するもの»_す此の市を見て酚阶^«?^.»?_肼等を擗る，へ& 

lt«^3 

«办签山ょ-^東萊府 k 赴かん皮するもの«距離僅少なるを以て犯 fts 

4 f W « か£4 C ? 

者ざ共 U 徒浓するも差支«けれ於典或 tt 馬 It 乘するも亦た可なるベ 
t 馬 ll tt 馬夫|人の日當を合せ僅か Jt 韓餞二百五十文谢 tt 輿夫 三人 
を要するを25て七百2¢內外な〇馬夫興夫等 tt 各々三尺許の®^^,を獻 

鼇«|襄其2|» V 十七 
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sis 百十八 

紙するのみ It て^势を斯，せ^ S を以 V 餅賃銭の外 tt 烟草代 t 乗 s 
Its *! すると％あるべ L 伹 L 其の官ふ•か* tt 舆ふるも僅 It 六七文に 
3 B ぎ卞別 It 断船槪を漱むれ^も是れ亦五六文 It て充分な6輿或 tt 馬 
を xs « ん Itlf 5奶卞るを齡€す其の# ie . R 就§ては別 U 注意す 

•? て丨 L - M <— つ <*>< づめ 

ベ5程の事^けれ «* も日本人の口 k 遽すべき食物^きを以て鐯詰の 
船! i を雜る可からす又た同府 li か使の居城なるを以て S 4 U 外人を 
g せ t » 次るが故 It 同府 Itl 泊 LIK く韓人の情浴を揉らん€齡す 

乙 fir づ3 (-75 3 

6もの tt 帝 Bm 事ょ6免狀を餹3之れを携ふるを要す東萊を矩ると 

^4 WU 

一里水營€名くる處66左水師の居城 k して朝鮮の軍庫*4此の地 
断歡«|ぶる|3な办東萊をがくる乙€半里金山里£名くる浴洛6う我邦 

しわ 3 #VA VT 

人 ttarLtr 蓬菜の S 泉)£云ふ日韓の贵紳豪商此の地 U 浴する％の多 

丨令う If う ょ<%やう ％JU 

し今と去る乙 £ 歎年前釜 tu e > 居留民共同 L て浴鴒を設く本邦人 tt 湯 
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番1^告げ自由比人浴する乙^を得又た宿泊する乙€:をも得べし宿泊 

If V つ 3 か 2 L .T. 

料€し<別^定め«なけれせ燔裁の外先づ三十0|£心得»«:不足を 
からん此の地本邦人の往來多5を以て飲食物 U 差支なし金山里を距 
つる一里竿木魚寺€稱ふる一巨刹*6外圍凡を一里常江僧兵三百人 
を1 W ふ堂？^は山背^*6境內樹木*鬱最も納凉比適す風景我日光は 
»«た.〇 €云ム 

釜山仁川間の航路 

签山京城間の道程は日本 里數百 二十九里旅客一度此間を遇ぎれば釁、 
は朝鮮の人情風俗、制度を！ i 見 L 利益する所多かる•へきも舟車の便な 
S のみか道路頦る險惡加る U 山賊猛1 SI 行 L 危險云ふべからされば 
海路を垠4先つ仁川 U 赴き夫ょ6陸路京城に上るを可どす釜山仁川 
两の航 Btt 四百三十一海里四十時間 R て航行するを得べ L 船貨14上 
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^sss 1 ーナ 

等金十六 D 下等金四 Bl 五十 a 但し中等の設けなし 

仁川及仁川京城間 

* & 航仁川にち*!する£き«艴宿の出で狐ふ乙£內地の諸港は同じ仁川 
If iit fts 私 «| く航一 i を泊す SIC ぬならす % 期會社の窠期の 1D& 左£大 
¢5もの lctt <> ら次れ )& も網^5逢か 1 C 投箱するを以て嫌«貨 tt 現今 
の加き M 船 iifis ! の船は五十 ii 以上を齡すべし新 ftstt 配 i ^ lc ?? 瀵せら 
れ漳水制は黄色を—び紙氣時は水上^泡立て奇臭鼻を撲ち人をして 
«?«:^せしめん匕す«宿の有*なるもの tl 福島友吉1^して顧島屋と稱 
す %！ 舞を妒《其の他 郡、 松 本、® 岡等の艄宿旅宿あれ於も共 1 C 有名 5 ら 
卞邦人の仁川^&?.1く-*多くは觴島屋に泊す別に大佛樓史稱する旗館 
あぅ家屋の獻斬附^一の耐船凡てホテルに搌す宿泊料^ネ索顧島屋に 
»?するも I «下等五十栽上等七十五®大佛樓 k 泊する時 tt 三1位な 
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は大佛樓 1 C 上る を 可 S す 居留地內及び其の近傍 1 C 見るべき もの 甚だ 
少务し特 U 土地，濕剛5:るが故^3日«風土病£もし«| すべ51<«5 _の 
大 1 C 嫌行す る 乙 S 6 るを 以て^? /S 仁川 U 滯在するは宜しからす先〇 
居留地の摸樣貿易の最況等を取4掘べなは速 U 京城 ue ± f ^ t るの9£ん 

IK 

儀を s > すべ LS 域仁川間の•距離は凡を九里馬或の外紀17? を 便 1C 
するもの«し馬«眚な日本人の所有^し<朝鮮產の辦な6之れ |( 献 

♦$令6 ft 

洋較を It き京城仁川間の片道の借料金二 n を通常 £ す之 1C 朝鮮人の 
馬夫を付し道案内をな3 L ひれば別 k 五十 a を®?すべ L 尤も京城 U 
至るの道路«1本筋 ICL て岐道なければ案內者 «&% ll ? s ? へわる£1 
し此の鴣合^は京城着の上馬を馬宿比引私すべし又た辦は二人 ^ て 
擔ぎ一人の手捵を付け都合三人 tt て片道の1 ^ H/L を我が三面位なれ 

tlM 及 11 十 | 
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仁 M 百 lltl 

於も熥草代濁酒代を要する tt 前記載する所の如し仁川京城間の宿譯 
は其半途 1 C 五柳润 e 名くる一4敗驿6るのみ其の他 tt 昔«荒滇¢6 
原野にして人家少な L 旅客 tt 此の驛に於て畫食を？:すべし釋中日本 
人の旅店あ4日本の酒飯^命申るを得べく叉望み比ょ$て玟チムレ 

♦4#fx/\ てう V 

プ位の洋食をも两理せ L むるとを得べ L ビ—ブヲ V デ—等の飲料 
もゎ4以て渴を*するは足る盡食其他五柳洞^て要する#用« 1 圓 
內外 kias 卞 S 城の孚前凡 t 一里の處 It 達すれば滇口の汝6¢!®凡 
里水淸く砂白く風景爱すべ L 波艄鴣6¢ 麻 浦(俗 k サ v ir ィ€云 
ふ€云 CA 往昔加藤淸正の梯泣せし 處 UL て 31 十七年の ？ g lt tt 竹*公 
使等一行の苦戰せ L 所なぅ韓人之を官 a ぞ稱す所傾官該波舶鴒 1 -CL 
て規朗上*瀚料を要せ次る箬なれ於も彼錢€1て韓栽百文位を與へ 

JJfc つ 1ふ 〇よかく 

3れ a 口實を S けて旅客を拒組する£あ4麻捕の波を通ぎ行く ?. W 
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ょ4ス4日本人の居留地なる泥® I 韓蹐チ vrl 丨ヵィ ) tc 向て一直 ICMI ^ 
行すベ L 城門ょ〇此所まで路程僅^十町許 

京城內日本人在留地 

南大門を人れば K ち k 我居留地 1 C 連す賅居留地 ttls 山仁川等の 配 ir 

rl ? gmgrgmif 以\气那 f IT 裘 if 許可せ 

し i ぅ日粹兩 a 間 It 締1せる均骯船骱の結果, j して拟 mA £ の多く觔 
域 CU 雜居せ14の vi 3 る十七年の iflllw 献が航の爲»1^6て居留 
地の形勢をなせ L ものなぅ故 It 具正の居留地 U 6 らす lt ft •た居留地ビ 
通稱するのみ中 1 C 泥晛、薄字洞、嫌洞の三街ぁぅ,數三百餘以 m 八百以 


9よてん 




上*店の有名なるもの三6う fe 本、精養軒、林秘亭是れ宿泊料 n 平 
常一泊下等二十五錢中等五十餞上等七十鍈 k して此等の1脱}4割っ烹 


裘内日变春塌 


百11十一11 
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矗內日文在 S 甘 一 I 十® 

とも兼業す财平索撖撕 IC 1 一倍す€雖牛膝鶏肉及 CA 鷄卵 rt 我邦 i 
ヴも*?し即ち挪飢一個五厘所 tA 厘啊 *? 及 a 艇献«:一斤七®乃至九 
«,%|羽十七八銕12:遇ぎす兩替を«3ん^«多«.なる£&«第1銀 

» . fc. f いづ 各 5 てん 

行の出張所 U 就きて之れを爲すべし€雎少額なる€き tt 孰れの 1 S - 店 
1 C て％之れを®し得べし又た夏日 tt 氷店割合 U 多く其價も亦た頗る 
11 5 6斯くせの臌 U して多き ttmrnf の脚«る揚花鎭に國王所用の氷 
庫六籣6ぅ鬱鲥之れを姑陬^飢艄するの厣锨“歉かに安價^<がん|{ 
1 4 KS ダくる k 由る齡8<«??:阶ん《«字洞 It 射 m んは南山の利 »flt «> 
6又た泥峴 lc ® s 殿*? ^ 本邦人齡 # r の塲皮す 1st 船の敢«5 
本の五わ6當田商店•濱田商店、和田商店、佐竹店店•向山店店皮云ふ其他 

> 4 te い <»い ( s $ C ん くわ it つ ^9 0 

數多の商店#)れ於も共 It 有名ならす邦人の糠入する貨物は重 Icns 

15 ^ii^mutr^rtJIes^le^ttAasi^^es^^uL'trffl.e 
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A £ の我商人は2がひもの HJIfg 等？先年は «? 11き先づ荽 ？ 
し€雎十六 七年！ 5¢? 期鮮の人柷 k 航く 邦人を m 前するの*? 1 ^ん5 
る It 至 4し€資 本の 1?富なら 次る € lt 依う京 城の商 權は槪总支那人 
の掌中 U 落ち邦人 tt 常 k 支那人の lltc 膛かたるの有樣641 a 時支那 
A の京城 k 在* する もの三千人餘の多き 1 C 及び大資*2を携へ來 
ん k 日本人 € ttf 爭す S のみならす 又た斬 m 柏®?€齡船 す 6 U 至4 


遽 


て$ 


ひ e 


4れ 


を以て朝鮮人中心6るもの tt 竊か It 大比之れを憂； S 邦人は支那人の 
辠鷉意外 U 括® tttv 資本の饒多なる it 喫!！し居れ今又た此の居 fir 
人は撕似を一^鳅し鑣代役所を設け猷珩斛拟其の他百般のが^^粑を 
司ら L め頷事 It 差出すべき諸靡屆害の如きも該‘役所ょ^〇進1^せしめ 
所謂る自が11度を行へ4 值か k < 百人餘の时充妒 U 行へる i c が 

S .ビ 4 L や 5 

«の 如き素ょ ¢38 者の d 考£なすべきものなかるべしも雞も別は| 
f*w§ 木人在 Wf W 二十 S 
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京 城 W1 干六 
定の齡 S なく而かも其® If 度の圓滑 U 行14る、 tt 大 U 原因ある U 由る 
ものなるべし配齡船之れを舭奶せば ^ t く 薄 益する所 6 らん 

京城 

f づ€581^の粑阳を«|彡7^6たれば獻邴鍬を^13京城內の擻船^^ 
るべ L 今 t 旅客の便宜の爲め以下 U 其大畧 を記 3 ん京城の 粉射 S 東 
B 南北各々1里繚らす U 期壁を以てす高さ二丈爾圔七里€稱す芦歎 
五萬餘人口二十萬東及び南 It 正門わ6て東大門甫大門€稱す各三層 
の高樓 UL て宏壯人目を*かす k 足る外 k 七門あれ於4正門 k あら 
次るを以て壯觀東南大門 It 及ば申鐘路ビ云へる地 k 人磨(大 鐘) 66大 
«我が三并寺の大鐘ょ4も. K な4毎日午前三時及び午後七時之を鳴 
L 諸門開閉の合圖€なす故に仁川ょ4京城 1 C 登らん€するもの tt 邏 
く«も午後七時南大門^着する0-孚摩をな3>るべからす南大門ょ 
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4東大門を貫く大路を鏞路€云ふ支那及び朝鮮の豪商《«此の街に 
住す道路の廣3五十間®家屋の搆造甚♦た粗なるを以 V 市 ^; 美麗なら. 
す X た道路の中先 U 多く K 店を出すと牝京の如く夏日は異奥鼻を撲 
ち潴 U 往來するもの tt 殆ん於其の奥 UK へ次らん€す街路凡て廣 
豁な4是れ朴泳孝氏が去る明治十七年道路制を發布 t 果顏ビ勇氣 W 
を以 V 京民の苦 W を顧みす道路を打ち廣げ LU 由るな4然れ於も方 
ゲは羝店街路^市をな L 兩鮰值か k 數間を剩す U 遇き次るを以て道 
路制 tt 最早空文€なぅ L を知るベ L 京城 ti 嫌石一國の首都丈64て 
見るべきもの少からす旅客の先第一 U 見るぺき物又見んど欲す所の 
者は國王の宮®なるべく取名は大明皮稱 L 京城の牝部 ui >4 明治十 
七年以前 If 方今舊大明皮稱する景估宮を以て國王の居€なせ L •か同 
年戰»以來不群な 6 WL 新大 Klt 遷宫 L 南門を以て正 i :« L 東西二 

京城 1ーナセ 
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京城 


11支 


門を副門 € t _ らす比堅牢なる鵜壁を以てす H 內の仁政 fsttn ち！！ 


わぅ 


1!の鞔政の所 It して南正門 


<^»£妒げんせん 

仁政 Isit 至るの間三門6 4守衢儼然 


つ*^ ctK ん f みだ， ゆる • , 

W して之を守る大朗は通常人特比外人の*^人るを許》す敌^之比 


入らんビする もの«公使供見の原從者 U 扮し共比人るを便«6€す 
れ於も他 U 又た一法あぅ大工左官等ょ4通門切符を借6受け ttHk 
が氣 し t: 入 明す ベ L a?iz 切符われば明內何處 な 0¢も自由自在 k 儎 
f 斷*| する乙皮を得る «4酱大明は公使の紹介3へ6れば何人た6 
t も« 覽を附 可す 十七 年の鑼亂後少しも修繕を加へ 次る を以て悉 
く蒲時の觀を存 L 我兵の戰； S たる 所淸兵の.仆れ充る所歷々見る ベ t 
旅客大阴を F 了4たれば城內の勝地古跡を揉るべきなう我邦人の先 
一見せ次る ベから 次る tt 塔洞の五百羅淇 W す塔の高三十間許四面 It 
五百爨淇の佛 *f を彫刻す*巧*く R 足る1»へ云ふ此の彫刻物 tt 唐の 


3 S 


ふん 


ペん 
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11 宗の時支那ょ 6 波來せる ものな未だ 具 «^を 知らす 塔の 頂上 一一 
間 許地上 U 落つ其の故を朝鮮人 U 問へば加藤淸正之れを at ちた6 € 
答ふ 又た南山の麓 U 淸正の城跡あ4當時政府の所 » r 地 U て 倭 域臺 « 
稱す眺望 絕 佳*6倭域 臺 k 近く有司の 別墅 6¢関泳煥氏の)»泉% 鄞 
範朝氏の 花水亭丁奉* 氏の魟葉亭 最も顧 tt る共 k 幽逮閑 雅 1 C して 进 
* lc 適す家屋の 搆遒風 嫌を S 办庭困 も亦た別趣 66韓銕一貫 文 針6 
を 留守番 It 典ふれば縱覽を許 L 又た喫茶位 tt * す 乙ミを得べし校禰 
江大院君の居64鬌峴宮皮稱し轚我公使館の前面^當れ4內部は縱 
覽を許3 >れば外圔丈な6€見物すべし又た京城坟蕎麥を名物€す 
市街何處 U ても之を鬵ぐ€»於も水表橋の脚なる譆麥屋 tt 其の名京 
城て一椀を味ふも可な6 

城外の勝地 

城外2鴆 百 二十 九 
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幞外の*螭 M 十 

alt 京城內を見了 4し 後 14 城外近傍の勝地を探る VL 京城； tt 恰も我 
A 都©如く匝ら tu 山岳を以て t 其の間勝最 IC 富ま^る lc « わら次 
れ於も外客 1 C 取4て曳杖の價值あるも？>は甚だ少なく放客の一見せ 
次るベから次るもの tt 值か It 四五 6 るのみ今ま之れを記 3 ん 1 C 京域 
の周圍 k 四，箇の诚壘あ4東南 1 C 6 るを南淇山或は廣州 S 稱し西 U 6 
るを崧都度云 a 西南 UI ) るを江華 A € 稱 L 牝 U あるを牝淇山皮云ふ 
古來壯兵を以て守衢せしものなれ於も當今 tt 唯だ番兵を ■: くのみ南 
澳山は京 Mt を去る乙皮四里餘東大門を出て直路之れ 1 C 達す明の崇賴 
八^今を去る二百五十六年} K 宗兵を串&<朝鮮を*ち洧城を稻る、 
や國王李棕京^を棄て出で、之を據守したる乙€*6此の地»蹯花 
を以て名64芡龙納凉江薄す文人 Rf 客の杖を曳くもの常 k 絕え+牝 
禊山 tt 京^"を去る乙€三里紅葉を以て顧はる大■ょ4«山路直に赴 


Digitized by Google 


Original from 

CORNELL UNIVERSITY 



く乙€を得べく甫漢山€同卜く0王の逬難所«なす扭都«:京城を去 
る五里江華島 tt 十一一里二城共は京城守衞の城蟁€す旅行者 tt 此の四 
城を見ば管 U 絕佳なる風最を掬 L 得べきのみならす又^尨城防 « Te ) 
如何を知る U 足らん外に«義門の傍大明の後 fc 大院君の別墅¢>6幽 
瀋_雅最も藤花比名|>4又た避昜^適す家屋の搆造頗る風#^富む 
族行者は»6<1見の價値办るものな6平壤«後來開港塲€もなるぺ 
きの地なれば此 dtlt 步を轉するも商業家政治家 1 C 取6て«:徒勞 k 6 ら 
3*るべ L 龙城€の鉅 11 凡を五十五里 興 U 乘るどき tt 六日を 费 L 费用 

IJ 、 ろね ふ 9 yN ^ 

tt 往後に<十五1内外€心得なば大なる不足««私らん 

雜件一二 

以上記載せ L 道筋 k ては大抵日本旅店 It 宿泊する都合なれ於も成 a : 

かん tt < 9 X てん -95 C 令ぅ 

韓人の旅宿 U 泊するの必要在きを保せず薛人の放店 tt 通常の家 M € 
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It 件 111 10三十二 

同 t く石を I み V 賊€な之れ k 颭 f を Bsi し蛻て緲 ii する 
例 It て！ lT 4 utt 烟：孔を集ち1方江 < 火を焚けば烟 14 »壁の下 ^ 出で 
動咐 U 充滿す！ T 阶の備なければ此烟を以て蚊を拂 CA 戶帳を鎖し t : 寢 
くと故其苦齡ひ一 t « らす又氈毛醤油砂糖の類を嫌ふる It ぁら3 
れば纪辦飲食 Jt 不便を戚すると多 L 韓語の族客 It 必要なる tt 云ふま 
でもな けれ) & 雖る處適當の 案内 者 It 乏 L から次れ kr 數字其 他 極めて 
a !し少の言藤 Itt : 亊足れ 6« s ふ左 U 之を記3ん 

| ハナ ニツ r 三せ— 四デ t 五夕 y 
六ヤク 七ィル n プ八ヤ タ飙 九アホ 十3»ル 
十一 m ルハナ十二 m ルツ ー以 T 傲之 二十 ツー ヨル三十せ一せル 
以下 傲之 百 ビヤク 千十ユゾ 文トゾ ー文 ハナ トゾ 
二文ツート V 五玄タツト V 十文ヨート V 馬パ 輿 n-v 
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舟 yy 何程 2:る や ケル日本-ールボ y 何處な6やオー尹 
族店十ビ京城ソ|ル仁川ダ>ダヤ>京诚内日本居留地チ>3-ガィ 
オィ^<(人を呼ぶ 聲 V 丨モダく®ヨボ 公使館電信局郵便局領事館等の 
語 tt 日本語 UV 通す 

諸港間の里程 

馬 n 釜山 百二十二海里 長觭签山 百六十二海里 
長鱭嚴 原 八十九海里 .嚴原釜山 六十六海里 
竹敷釜山 五十一海里 仁川釜山 四百三十一海里 
馬關芝罘 六百〇八海里 長崦芝罘 五百六十六海里 
笺山芝罘 五百四十海里 仁川芝罙 一一百七士一海里 
仁川白河々口 四百六十三海里 仁川平壤 二百甘三海里 
馬明元山 三百八十八海里 釜山元山 三百〇七海里 

i 两の— 百 H 十三 
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S 30 i 百三十 H 

長»元山 四百六十海里 仁川上海 四百九十三海里 
仁川山海 n 三百九十三海里 仁川大連薄 二百九十海里 
仁川全洲 11 f 五士ハ海里 
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I 朝鮮問題の由來 

杉山 虎雄著 

5|れひべし|8?嫩虹奶ゃ其紀辦を見れば射く東南^龄喊し日本海’那海 
を界し我九州£相對して1大海峽をなし西は山東直隸は酋み吉林盛， 
求ビ塊し牝 tt 壤を露爾西伯利亞 1 C 接し東洋諸强國の間 1 C 夾ま4氣候 
a 暖土地肥沃人ロニ千萬を容る、 It 足る若し夫れ之 U 十九世祀の文 
明^！ AI し 盛 IC Jill ii の！^蛇し ^I ら兵備 の 3 ef *? を a 6印獻 «:2 く衝の外 

交家6 6て窨つて國交塲裏 1 C 出で緒强國皮折衢せば豈啻王 Ht 泰山 
の安比|8:5砻生をして截腹の檐を亨けしひるのみ«らんや其得る所 
s V »ふべから次るものわらん然る k 建國以來五百有餘年の久しき 
未曾て鼷運振作の大業を企て L とあらす題宗の逍烈 tt 年を道ふて消 
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磨 L 王室の威嚴亦將 k 地を拂はん外戚政を植 kL 王族其尊横を 
期すると能はす憤懣の心内 fc 屈して怨嗟の念絕ふるの時な L 有司百 
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n チ 漏 ,>へ 倉へ チヂ akA - N # チ 
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消鞞兩國か始めて交通を開5しは逮く夏殷の昔1^64當時の事%£ 
し<導ねべから次るのみならす朝鮮問題 1 C 毫末のく^^夯&を以て此 
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處1 ttt 先づ王祖李氏建 a 以來兩固の地位及開係を論究するを以て足 
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tt す《雖建國の後直ち k 使を朱明 1 C 遺 ttts 翔たらんこざを請 s た 
る i -〇見れば當時新國の基礎未だ固から卞朱明の ffi 15 薄^妒4<»5か 
U 王位を全ふしたるもの、如し其後獻1?お fflt の妍嫩 t 配僻す 5 U 當 
4ても朝鮮は朱明の抜兵を籍4辛して我大軍を却けたる乙€ある tt 
世人の洽く知る所にし<朝鮮の朱明1ぅ^^したる配斷«少々«ら 
次4しな4故 tC 歷代の妍航封は何れも朱明 IC 獻し trlalyaicli ?の窓を 
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IT し朱明も亦其小弱 uL て自立 t 難きを供み »? 導保雄の道を盡し犮 
るもの U 似た6明稗の》係斯の如くな 4L かば清の皇祖*親* a 奴 

^^4^34^% <か^^ 

爾»&の滿洲 比 MB 起して朱明 も 兵を 搆 ふる ^ 當〇 て や時の朝鮮王李佶 
tt 朱明の®め U 爱氏 U 抗抵 L たゲき爱氏大 U 之を怨みて期鮮 tcls 
ん皮す るの 妒をが L 明の天啓七年兵を！*げて朝鮮を伐ち城下の H を 
*» しめ!！ ん5»? 歲 * ; を 貢せしひる 乙 €を約 せし も朝鮮王の爱氏 k 心服 
の色なく動もすれば進貢の約を加之朱明を抜肋せん€したるょ 
6數年を矿て再び朝鮮比庳み降厌の約を締結せしめた6是14朝鮮 
tt 大 uft 氏を1^阶し其^财^紀れ第三の磁渺を餛か^らんとじ纪：^ 
v して ^ iri lel んの*" を ひ* TL 爱氏粼 k 朱明を總ぼし今の对船を虻つる 
^及んでは其正朔を奉じ嗣位の命を銪^且つ其進貢を^ら次ろき是 
れ消 HU 朝鮮を以て® B な〇ミの雠抦を設けしめたる原由な办ビす J 
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K み L 當時淸 ■ は朝鮮の屬 ak 6 ら 2 T る A 4 J を公貧し其要长を拒 6 L 

せい 今 P -4 ¢5 ft * 玄 tt 七へ K く ftl 

我屬^征韓諳の溪起せし當時も亦副岛伯は對し同一の公官をなせし 
k 拘らす宇內の大勢 I 纪し東洋の諸 H が®!^^の#說をぎて船船各 
■ざ交9を開 S てょ4東洋 tt が SU 是れ初則の «*!«?£ 似し去 6 ms § 
の夢常 k 暖力«らす外交互市の俗界衡く多事なら/1€する|^^,ぅ朝 
鮮 tt 適々東洋問題の境點¢5:6各 B 之 k 齡獻するの 6 SS を利せし^ば 

C 3 Htt かつ か5ふく 

sk 始め -C 甞て朝鮮を降伏せ しめたる ^ ミ6るを ® r«f L »r B ^ の K を 
明比し各國の親親を铯ち併せて自國の||*?<を强大ならし办んどする 
の f i したる緊明治十五年^ K 一 r 5 f i »? lgg 
2¢ I 大事扪を生 卜たる k 乘卜^ をし tr 大 R 君 
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々のががを53しめた6«?時||氣の有司«自囷々權の侵做せられた 
るを W らすこ * iM か 1 C 船船たる大 R 君の斯纪せられたるを贺し淸届を 
撕£し；！* T 瓣€輥めたる i < 私 a < したぅ和て十七年の抝妒るゃ駐韓淸 

tov 4Jvl'A<e, たを かい < ゎビ 5 

兵の af«<«L-CJKMU 駐在せ L 食世配 tt 事大黨を肋け開化黨を繁 L 

り tp^b*^t5L た Iir 

益々 **% 野を伸ぶる It 便 « らしめん )!: L 王宮 U 對 L 又た我公使 U 3I 
Ls ^ lafL たる乙€ぁるも淸國 tt 之を咎めす又た伊藤、李兩伯の締結し 
たる於如 B ^ tuttv ^ fRTa 3 の上 9 X 脱の21我■人を奶したる兵士を 
船职すべし€の«?职6れきも桁阳14之れを纪ヤ€せ6金し條^^從 
W 處铎を 行はん € せば f づ裳を*酹 fc * せ次るベから次ればな 
iittr •た齡を银め^るのみならす袁の處釐を基路 L 一兵官ょ办睾げ 

fA f, V か * や今つ - ►»•1C:A 
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る政略 ttl 言以て之を萑ふ左を得日く其の手段の*惡を网はす 一 tt 
朝鮮をして淸國比親 A の實を表せ L めん£する1^4>6“袁の新官鷗を 
帶びて入稗するや時恰かも韓露磨 *?* falr * is 4 が燄到中な4しかば袁 
は先づ其談湃 U 千涉し朝鮮の談湃委属を威^<し種々の把^^斯» 3 航 
結を妨害せん皮試みたれ於も露公使ヶ11丨？； >の« # 紀«る早くも袁 

か <ち»5かつ CM -9#■<* .1 

の妨害を%知し之を防强するの術を•遞ら L ^ れば袁の玟略 tt 遂 u *^; 
泡 U 歸 L た ^ s €雖一年有餘の間2韓兩囲委員をして霹す所»く5?し 
く狙豆の間 It 相見 L めたるは實 tt 袁の政略の然ら L めたる所な办是 

V & <f Ltt ちや < 3 

れを袁力威赫手段を行 a たるの第一着^ミす之れ k 次で種々の威# 
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を以て內洧外交 U 千涉を加へ韓廷の自由を敗束する乙€甚はだしか 
4ければ韓廷は淸 B を恐怖する€同時 U 之れ t 獻ぎす6の齡を3し 
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畐十二 

袁を見る乙 € ，齡の如く^して只瞀其の干涉を杜絕せんミ欲せしが 
画力^^^して士比莪办の心5:く民^9画の情«ければ復た如何€ 
もする乙《能«次6し€雖其淸國を嫌惡するの念 tt 蒸々焉 SL て 夏 
1 1の5 i ふが如く淸韓の亂ん柯 ta fc たん皮するの狀 tt 拘々焉€ t て 覊絆 
の馬 It 似 ^ 6 S 公使ゥユ丨パー tt 檐_ 卞べ L ぢて袁の 威#手段 It 反 
し住俠の狀をて初 el ? 廷を 妃 絡したれば MSI 何ん e 懐 U 人ら^ 
らん朝鮮露の r 護を得 - C 袁の千涉を排却せん皮欲し即ち 兩國同 H 

てつ 

の齡 m を航 I ?せん€した6袁の政略是 U 至4て1跌した6 €雄於も 
袁も 亦た 一箇の好 外交 家^るを失 tt す韓廷 U 吿ぐ る U 淸國の赫怒せ 
る乙度及び海陸問罪の師を灌せん窆する旨を Ja て L 得意の•威»孚段 
を行以韓廷を«2«5せしめ國王及ゥ*1パ-ょ4密拘の虛傅5る之€ 
を ir « 5せ t め瑀を和 582 U 結びた4是れょぅして韓廷 u « ける BH の 
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勢力は稍々 S 退の色を示し袁の勢力旭日東天の觀を呈せ Lke 袁 tt 
百尺竿頭一步 t 進め<律廷ょ$露國の勢力を一掃し之れ k 代ふる tc 
淸■崇拜主義を以てし屬邦の寅を固から L めん即ち現固王を麽 


/>^/\ 

主5 B を立<之を掌中の玉皮なし自ら锌廷を左右せんぎ； C 書した 


A7 


事當時の ■' 王 IB 間官兼外衙門摁務局長米人デ> n 丨の著述に係る消 

-9«y らか L^Tt^ 

韓論 (China and Corea) 皮題する|小冊子比詳なれば左^其一節を抄出せ 


ん* 


淸函公使ノ行爲中其最モ惡▲ベキ《陰カム國王チ應 V テ之チ淸國 
，携~去リ其頤使.^隨ブ孱弱者ノ世トナ争 V 卜企テタルノー事 n 
アリ此亊實ハ昨年(明治二十年名月中 U 發«>タリ消公使ノ兇惡無 
道+ル行爲ハ爱 n 至 V テ S マレ V 卜云フ v M 中 S 茈惡逆ナ A 陰謀 
王之チ揉知 V タル#若«/彼ノ R 明！！ y テ M 忠ナ A 臣民問泳翊 
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fi アル q アラ ズ V パ其謀 S 11 成 V タルナラ y 氏 ハ 圃王ノ B 奸 IKS 
チ除謀1一與 V 忠實 n モ時々袁公使ノー* l st m B 王及余 n 篯告ダ 
以ナ余輩チ v ' ナ遂 ti 此陰謀 n 克ツ r チ 得せ V メタ 义中略)抑々此針 
嘗ノ大略《左ノ如ダ 

先ダ外夷防 « c ノ準備チ名 ► V 土兵チ江華 ft H 練リ其士卒チダ . K 
事變11醅デ指令官タル淸公使チ容易ク睡諏せ>-<ル爲メ同公使 
自ヲ之レ11趦3，檢聞 VX 該兵ハ大明ノ近傍便宜ノ位 « q 屯 S 
セダメ而 V テ火チ大院君ノ SK - 1放チ火燄チ信號卜 V ナ王姑 R 
其黨*一-反»せル大院君ノ黨 * 起9#火チ以テ國王ノ所«ナ> 
トナダ急 A 王明チ圔▲此時袁氏ハー千八百八十四$明治十七年) 
>例11傲^錤搛チ名トダ前記ノ兵卒チ串匕，國王チ虜11ダ之，チ 
期外11出王ノ兄ノ子チ立テ、世子トナダ大院君チ舉ゲテ蠹 



政ク in ダメ斯ノ如ク n ダテ遂 ii 朝鮮チ占領せプ 
而ダ尹支那公使ハ此企圓 n 要文ル费用ノ計窬チ懈ヲ丈巳11某將軍 
A 三千兩チ交付ダ是チ以テ 軍隊 ノ操練 及移轉 ノ费用1一支テデメタ 
y 然 l / r モ此金餌ハ問泳翊旣 n 去9逆謀全ク失敗ダタルノ後淸使 
署 a 返付サレタ J 云々 

デゾ n I の* E 韓論 ttsH の莺め比する所66€の非難なき11:6ら卞 
随て其の第實の具僞を疑ふものあ- cs €* デ V n 丨は俠氣 U 富める米 
人夯6朝鮮問題^利害の瞄係少《&第三者の地位^立てる米人«6 
而して李伯の推薦 It 依-〇朝鮮國王の雇間官1^住せられたるもの11:1 
て其位置ょぅ云へば箏^淸國の利益を謀るべ$ものなる^却て淸國 
の朝鮮を束縛するを切齒し慷槪悲憤其身の危きを忘れ口を掻めて淸 
國及び袁を痛擊し後た餘蓮なきもの登 1 C 朝鮮を L て獨立不 S の一邦 
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らしめん€する一狀紀俠心 k 發 L たる著 U 6 ら次らんや 


索世 9 ltt«sIV « c #2 R ^« t 5 し事の世上 lc ^: 紙せらる、€共 U 大 UA 望 

々わい 

を失 W たれ^も象€袁は威赫手段を施すもの其人 S を失 a たるも外 
勤獻 ” Kt ^ rk 重大の斷献を S く乙€なく却て之を以て威»を肋くるの 
SKe «せ LU 箱»我る維の JBS 齡パが喊が多きを示して良民を恐 


Lxf ^ 


e ん穿 
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がしたるが in く李 伯と 心を合せ！^«?飢港 U 異議を软れ公使を歐洲 U 
纪齡する を* S ? 船し 船 挪 sts ^ kTi^lt たるのみ ?:らす明治一一+一年六 
月^-京 城 こ 齡 * x せ t 夫の) h 兒を飢报し其眼を 抉 6 て藥 ss なすも e ) 


わ 6 泫の 獻歌 も淸韓 論 It 依れば袁の 自ら 搆造 a 布 L 犮るもの ULV 

み V * へん pf, けい < h く 

袁は之を以て京城を亂し變 1 C 乗して一針書を®ら S ん € L たるもの 

3 つ 

、如く k 察せらる 

齡 して 抑らば袁の玫略は % 1 ! ん於外交政略の範圔を奔逸るもの U 


ざ44ふ 


Digitized by Coogle 


Original from 

CORNELL UNIVERSITY 



むし は <9 r やく z >4 tt $ L 

寧る叛逆の陰謀皮云ふを至當皮す袁 


t て之を外交政略 w 云 ttA ょ • 

ttlrlc 園事 IQ 人の魁首 It し v 淸國公使館 tt 國亊犯人の一^ tj 新€云ふ 
も^¢-0而 L て朝鮮政府後た之を如何€もする乙 w 能 tt す取しむベ 
&哉 

H 際公法 k 依るも f 通の道理 k 考るも凡を一國の公使たる者 af 斟國 It 
於て逆謀を企 v 或«:之を物肋 L たる S き駐在9ょ6 %*?せ^るも 
之を拒 1 /乙€を得5るは勿論な〇胲令 a 未だ逆謀と企 tr 或は之を射 
肋する It 至ら次るも駐在 BU 人望を失； S 国際公法 It 所謂 Persona Grata 
たるを失ふ €$ li 駐在 Htt 本國に對 LV 公使の召還を請求するの權 
6办况んや逆謀を企て駐在國を危ふせん€するものをや故に袁世凱 


つる 


•ビ 
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の如きは朝鮮政府之を逅逐するも固よ6不可なく、其召通を請求する 
も亦可な办不幸^して朝鮮の微弱なる此等期手たる處懞を行«んミ 
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if *!? fc たも見^ 5 所なるベけれ^淸國たるもの適々朝鮮の微弱たる 
It 乘卜袁の*!®?を齡 ㈤ するは9際的正理の許3 > る所な-^然る Icril 

裊^ 

团が®? 1 C 之を看過するのみなら中却て帮肋指揮する如き觀ある tt 何 
e や rllB の有力者 tcL - c 袁の政略を是羝 L 袁を指揮する者?)る k 由 
る tt 言を軺たす其人を誰£かをす東洋の豪 *18 を以<稱せらる\文華 
» x 大學士直雄 II 督牝洋通商大臣民部尙害兼都察院右都御使直隸等處 
管地方兼管河道軍務粮檐荆密雲等關昝巡撫亊一等伯爵李拽聿即ち是 
な i 

ぎ5 ^15 r は素€淸 H の H ぃ§5大臣 U あらす淸國の外務省*る總理衙門の 
illljt £ t V 勢力^ " て衙門 t 紙ぎ其言ふ所行れ^るなく其爲す所成ら 
3 T るはなく歡撕介交の重住を一 hu がふの货66濟韓近年の明係は 
李の^ f ら作6 たるもの U して 其^を駐韓公使 U 摹げ傍若無人の策略 
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を行«3しめたるも亦實^李の方寸化出づ李は袁の運動を以て足れ 
6どせす韓廷 It 顧問官を薦め以て內ょ4袁を肋けしめん皮 t た4明 
治十四五年の頃锌廷 R 於ける日本の勢力强盛 It L て lElt 牛馬•井上•高 
様等朝鮮政府の M 間ミなぅ S ん U 開化主義を IK AL 淸思崇拜主義'« 
即ち事大黨を壓倒するの傾向わるを見自ら韓廷 U 顧問官を推薦し之 
を L て內部ょ-〇事大主義を發揚せ L ひるの必要なるを% 4 日本顧茼 

Jju»-9t>4 %、 

官の嫌 H する k 乘卜獨逸人モルレ yK ルフを薦めて通茼龙ら L め犮 
-^然れ於もモルレゾドルフ tt 赴住の後露國公使ゥ X .-パー It 結び淸 
國の利益を！£圖せすして却て BH を肋け晴 It 李の政略を妨害せ /IS 
するの風說 6$ L ょ6李は其目的の姐齬 L たるを見て言を SS 1 けモル 
レゾ F ルプを天津 It 呼 CA 還し其苒び朝鮮を謀らん€する Z . €あるを 
慮 <：> 仍ち之を水師學堂の敎諭 It 住じ更 U 米人デゾ n 丨を以て B 間官 

問 S の由來 百 SH 、 
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朝鮮問 fi の由來 瓦玉十 

t 住さ L め^ぅ當時デゾ-一—€ぎ梅し章)£の間 It 如何なる內約 »6 t . 
やは齡ょ6知る^£齡はされ仑もデブキ—の自ら云ふ所 U 依れば顧 
問官 R 鰣聯せられし《朝鮮の和紀序を維持する 1 C 盡力し E つ其 
m 2 齡を一 i らんが爲めた6€是れ果して李かデゾ ーー—を韓廷 U 薦めた 
る10*?な6や敌や tt ,齡ひなき1^6らす€雖«:もデゾ。—は人韓後朝鮮 
の赋辦を!1 iL 韓廷の內狀を擗船 L 淸國鹧的の此國の年和繁雄€相 


1 办れきるものなるを齡奶1モルレゾドルフ€同しく淸國 1^ 反對の舉 
» f を5し#?に袁の軾む彰似を^てたる時の如5袁€舡酞航の地位は 
立ち«5 ら之れが Hr'f 動 U 盡力 t 斟齡»?の後自ら天津 tt 紐き李梅聿 >t 面 
WL て袁が1 ili の fs 左を，け之^^影んせん t « を!！*!したるも李は 
■其請 1 1今れす齡へて日く劃1?事件は余之を^悉す袁其中 It あ6\£雎 


齡«|飢漱职 k あ6間氏此歡 m を企て袁匕齡 S て之に A らしめたる5 


-CN 
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袁の愚昧 RL て此の如き li 謀 It 誘引せられた slc ®£°&<«:*? kasi ^ 

88责した6€盖し此時比於 tr 李！ r デプ it f の朝鮮政府) IH 問宫 € lv > 

淸 Hlt 利あら^るを*6しならんデゾ！！丨本亦李の政累の眞相を^ 

.Icsfs 

ち得 -C 其朝鮮の獨立皮相容れ次るを覺 6 L ならん仍ちヂ yll 丨纹夬 
の有名«る消韓論を著し清國の政略及び袁世凱を痛擊 L た.〇是比於 
て李の] H 問官政略再び敗る李が外人を顧問 U 銳奶したるは«?ゼ射和 

む L V »4 9 5w*vfci 

無私を粧ひ裏面清國の利益を盡3しめん S する U あれ於も其再45の 

t つば w» 重ね 2*JVJ あやし たビヘ 

失敗を招5たるは誠 U 怪ひ U 足らす假令ひ顥問官たるべき外人 sin 
何なる密約を結>克一國政府の顧問官たる重住を雇； S 其内治外交の 
街 k 當る U 際1て«覦佻浮薄の徒€雖情€し<其國を賣る^忍び次 

い ！ i L& よろ 4 せいさい fet 

るな6况んゃ學職あ意見66輿論の制裁を重/1するの外人 U 於 V 

Ltf Av S »最 

をゃ李の政略の厪2敗れたるもの後た故なき比3>ら次るな4李はデ 

姐の由來 百五十| 
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朝解谢鼴の由來 賓玉十 t.J 
ゾ11 —1 C 失敗せ L 後又之を召還し更 It 橫濱駐在米國傾事グレートハ 
ゥスを^し覼問宫皮なしたるが其赴住の後如何なる皐锄を«せ1か 
がだ詳むらす t 雖惟ふ比同國人たる前顥間を辱し If る乙£«かるべ 
し李の齡れて鰣其政略を¥»次る tt 吾人其深意の存する所を明 
知する U 困む S 雖日本成 tt ^ B ょ4顧問宫を人れ次らしひるか翁め 
な6£せば盖し大遇なからん乎 

李は芡朝鮮政府の^收入たる»稅を左右せん£欲し各港の税關は《 
淸 S の！ ill ^ g 酽なる欺 A ? 〆 パート、ホ-ルの採用したる英人を灌はむ 
め之を以て朝鮮の我務司£しホールを L て之を S 督せ1.ひ故 It 我明 
は其名朝鮮政府の有«6皮雎其實消國政府の有 It 異ならす現 It 税 W 

上ろく こぅか各 Ltf tp— ざい 

翱吿は淸國の報告の附錄€して公行せらる消圃が»2朝鮮政府の財 
纪.5&? する^ 當6之を#ふ ^吝なら次る^ 實 ^ 之か爲 »のみ 
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-3.6 ひ へ > e *>** い511ん 9 f た S . 

更 U 飜 つて 漪固€« 害相反する露國が 朝鲜 tt 對し V 行；$來4し玟略 
を見る k 露固は大に東洋 U 志を得んが S め I 千八百四十一年ダの有 
名なる▲ヲゥ并 m プ將軍を東西伯利亞®督 It 住し是れざ同時 U ブー 
チヤナムを以て北京公使 It 住し摁 sftt 私*?くを以て公使《« § ぞを以て 
內外相應 L 淸國 k 迫6爲す所ぁらん S せ L も未其志を得す會々千八 
百•五十九年即 ?>• 咸 1 十年濟 欺齡•どの 紀 m 艏れ酊 3 S 5 U の *? 擗 k ± 
睦し進んで天津を 拔& 八 里 橋 U 勝ち疵|:の勢を以て北京を瓣3ん€ 
する|^|5?しブーチャナ.|«妍鲈の靶铲を铅5欺船船の獻0|?4;1ポし 

fw 

淸廷が大 It 公使を德定する R 乗卜所謂北京條的なる乇のを紙 IgL 一 

«& is 9 そ 9/ vw %»t r^f K k 

大を尨 ^ す一兵を®か 3 す烏蘇利 rn ょ 60 們扛 1C 至る I 帶の 地方を 
得»國の版圈は淸9の狀狱をぃ「船し其東船坟||れて«!|? 5 朝鮮^齡す 
る U 至办捕潮斯德 tt 此新版圔內 RII ?:創せられ^-〇浦潮斯德の開創« 

wwrofioft ^ 百五十三 
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朗 tt n H 0 由來 百 玉 十四 
實 icl 千 八 百 七十二年 lt?>css 國 tt 之を以 t : 東洋の一大錤 € な L tt 
■ Rxli ^+ f 欺®1の東洋 It 贼 M " するものを抑娜ら東洋の商檐を掌 
奶 t ん«1龙るも八+五年阿 rs :: 期坦 It 事 fc る英國が早くも巨文島 
を|5?, «| し9|艦を日本國 ^^?@ 3 せん € し ^ るょ6浦潮斯德の未以 <其 
m ?» tJsf 1^をくれ«5する^十分なら^るを«6也^£國の政略は一轉朝 
鮮 U 注きたるもの、如 L 
露固が朝鮮 £ 通商條豹を締緒せ F .V I 

五年其1 & がんを行ひ今の纪飢奶か»力|/>#^代理公使€して京城^駐 
M せ6是れ露 S か獻超 uslf を占むる It 至る端緒 It し<爾來ゥ 
ェ丄 - anrffifi し—射 t の紙 I 廷^^ L 齡獻大 

^ « »ふ が K そ たん u 

按君一紀の濟國崇拜封皆1^35抗せしめた6是ょぅ先き阿富犴斯坦亊 
ftsvBS し »" 欺の% , 紙 5 » 33 R «5 れん€し英艦旦虹卽を 6 X 傲 L 露 Is をし 



? f cv み i 

て囊中の鼠たらしめんビし*るこ迻|&れば露國は玆^再；3英國をし 

tt -9 か/ l か S けふ* 5 >> ，ょ £ 

て日韓海蛱中の島魄を占領せ L め次ら L »/ i が®め及び東洋の I 大 
錤€賴みた5浦鹽斯徳は不 #?u して齡纪漱ひ^?の®め M 峨の出 A する 
乙ぞ能 tt 次るを以て支那海 It 近き朝鮮 t 岸 It 凍氷の!^な5 |良ゼを 

ほつ ねん〇ょ ftij ビ珍 あた 

得ん^を欲するの念慮を起したる4 の、如し此時 It 當办淸 Ha 轉 

V ろ ひ つき ヶ S ちや5 St せ^^*い » 

廷 1 C 於ける露画の勢力の日 It 月 k 增長するを J . て贵世凱を京城 It 涙 
L 内治外交 U 干涉せしめたればクニ—パ r はがって之を利用 Lgs を 
嫌惡するの念を增長せしめひ^? ST 4ん躀一 f を進め朝鮮を,阳の奶» £ 飢 
たら L め以て冬時不凍の|港を求ひるの慾望を達せん^ JL た6疙玟 

已や<わい けんで4ふ冬せつ 

當時外交社會は喧傅したる風說 kL て世之を露薛同 S 事件 S 稱すァ 
、露公使の權謀策略何1:夫れ斯くの如く杼みなるや袁•か1:韓の奶 *? 

せい”やく}上*， そ©^ yf みつ ぁた、 

を破らん£するの政略を利 L 却て之を逆用 L 其親密を溫めん皮す所 

朝鮮問 B の由來 百五十五 
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RtBfio 由來 百五十六 
謂 m の1?を以て敝を齡すもの^^がの我嗽 ttw て期の如くなら次石 
可ら3る«4然み€雄ゥ^丨^丨の政客«不幸^も袁が韓廷を恐堪 
1¢害を加へ* -*« ft め其目的を果す U 至ら^6 L も當時袁の之を妨 
害するとなか6しならん utt 朝鮮：^旣^«园の保鑊0€な4或14其 
JK £««6 露國 li 現今東洋の最强國皮な 6 淸を捕へ英を挫き延ひて 

かん te ん stl 

我 B 人をし <BT* 膽を寒から L むる R 至办 L やも未知るベから卞露國 
«同盟事件^知齡した4€睡一千八百八十八年慶興貿易章程なる者 
を睹結せたる朝鮮 It 不利 uL て BBlt 利益なる tt 勿渝各 B 
ItIJ 航 X5 衔奶を KBU 與へ且つ其文字曖昧を極むるが故 Itl 明 S 

J IT 令へ 4 c»5^«9M*r^ li»l 

B の R , 略 u 激變を來す z.€ ぁら wr sH ft 自由 R 之を以て ®: 藤の « 子 
ぞ夯す乙 ^を得べく要する^賅條約は一轉せば朝鮮否搴ス東徉の氍 
献 * るを，^?れ^/るもの54||し斯の如&條約を締結したるも畢竟£ 
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國3& > 韓廷 IC 勢力を占ひるが故 k 外 5 ら^るなぅ 

« 〆 

- »國《斯の如く 韓廷 k 勢力を有 L 而して未其緊 ，を 齡 する It 至らす 
€雖吾人！ fKB 對韓政略の 81 火日一日 It 其の断獻の斟 6 來 

るべきを 

知る其*火 stt 何？ r 西伯利亞大鐵道の落 J £5 是な办 
西伯利亞大锁道€對韓政 S どの關係を論せ/ iktt 先づ此大鐵道の ^ f 
所《軍事上^ぁるかポ齡^£ 6 るか 31 た辦%がぁるか^せ次 
るべからす而 LVX 固の此大饑道を敗齡せん€す6出齡 tt 賊して一 
U 止まら次るべし€雎於も吾人は敢て其目的を問«す f だ其効 B の 
如何 t 講究せん€欲するのみ西伯利亞の财辦 t 紀する k 爾概四百 A 
十餘萬方孤1^<>4€雖人卩11?31^四百四十萬斯が千里^點^辦斷松が 
务6¢稱するも內地未だ完全の測量だに了へ卞唯^大陸 t 橫 W する旅 
行者が馬上 k 雜草の蔓々 たる . J : 見* I ' s の * 9 r 々たるを 望み 種々なる 辦 *r 

SJtEH の由來 百玉十七 
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朗鲜 so 由來 百五十 A 
を窬 SS 々なる風評を傅ふる k 遇ぎ^れば西伯利亞 U 富海の存する 
6るや否や tt 未だ詳なら申随て此大鐵道•か殖產上の効用を奏するや 
否やも亦^未だ知るベから3る»6更 It 商略上 U 就きて考ふるも読 
^加那陀太平洋鐵道の全通64=ガ，ガク運河の開盤も亦た將3比 
近からん東洋實易の交通線は益ょ其多さを加へん迻し而して海 
運の便 tt 嫌道の利を壓倒す る fj€* るよ 6 見れ W: 此の鐵道の商略上 
の効用素よ6皆無皮稱するを得^るも亦た意外ぃ lc .>> 在かるべき tt ,鄉 
を容れす唯だ夫れ軍事上 k 於て莫大の効用6るべきのみ故 tt 吾人 tt 
此大餓道 ： J: 目す 6tt 軍事鐵道を以てせ ^るを 得卞 £«して 然らば «,«!? 
成 w 共 U 露 H の東洋 U 於ける兵勢«:大 U 增加せられ3*るを得す何€ 
5れば露 B は此锇道を利用し二旬日を出ですして首都よぅ幾十萬の 
艙貅を太平洋岸 U 泯遣する乙ぞ敢て難しミせ次れ W : な-〇況んや懔悍 
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こ— 3 クく 笑へ S じかん At 

の名？®る夫の袷薩克の屯兵を涙遺せん tc は僅か U 旬餘を要するのみ 


VNJ へい 


なる It 於てをや SB 旣 k 東洋 it 於て兵勢大 1 C 加 tt らば其向ふ所如何 


消か英か幛か X た日本か從來の歷史 k 徵する^露國は短刀直/:輪蹴 
を 1 KU 决するの快を好ます先づ根據を固ふし大 k 兵勢を* tat ら敗め 
胨算の數を定め然る後徐々驥足を伸ふるの方略を執るベければ淸英 
日の賭 Btt 爲め k 直接の影響を蒙ら次るべし特 k 我 1 C 對しては az 的 

9 041ん わがく b んしん rt ri 

覬覦の念あら次るのみならす我歡心を得て俱 k 共 U 大事を成3ん€ 

{ bv * 

するの觀なき U あら次るもの、如くなれば我國が大鐵道の g 斯ょ办 

受くる所の痛痒は微少な6窆雖唯•た夫れ朝鮮 tt 露國が東洋 ICM ? 紀す 

るの段指たるを以て吾人は轉 J 此小弱國の爲め比办慮^撕へ次る者 

* るな4然7^€雖吾人は露國か直ち 1 C 兵力 t 以て TB ? 11し街麟 
xc ft ( s#u 1 

の慾を達ふせん€するもの71る を越めす露國の政略の狡猾なる容易 


問 B の由來 


百五十九 
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期鮮和•の由來 


5ハ十 


k 兵を勘かすを好爻中盖し兵力を以<1固を滅ぼす«國民をし<永 

«»$じゆん CTf 

く 露 HU 忠雇なら L むるの道 k あら 次るを知れ W : な-〇然れ仑も弱肉 
强食の外交界 It 尨て tt 無形の勢力 tt 常 U 有形の兵力 U 伴ふ兵力强け 


S 


か 


れば勢力 必卞大¢4稀れ^兵力を藉らす L て 勢力を有する もの*る 
も 其永久なる と 難 L 今日の 外交 界 u tt 三寸の舌€ 五尺の 銃 迻を 要す 


そで 


$ 


SB 旣 U 朝鮮に對して巧舌を弄 L 盡した 4 今 ま 又た銳銃を 得 ば其勢 
力 前日 U 幾 倍す ベ & や疑を容 れ中更 R 31 た 商利上よ6 考察するも 西 


伯利 tt 未だ 測量 t も了へす€雖此鐵道の落成 
るを#る U 至るべく又た東洋よ. 


L X & V r&5L0 

自然遺利を收拾す 


〇 si 


ょ6露國 U 輪入する貨物は管此锇 道を 
11紙すベ§を以て西伯利亞の咽喉たる浦潮斯锒«:次第 U 繁盛を桎妗 
其狹隘 を 威する^!同時 lt 3 t 冬期凍 氷の不便を 威卞る乙 €大な るべ し 
船 船ょぅ見る も露國が不 凍 渚を得る の 念を愈々切なら L ひべ S を 知 
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s c ん 


る吾人が大嫌道を ia て都組齡 ® f の薄火^1¢すは則船船ぁれば5:令 
然れ皮も曾て露國政府の年官郵€稱せらる、ノ —ブ气ウレ S - VS 聞 
が政府部內有力者の間に行«る、||似5:6€稱し挪獻せる所に依1 
ば露國 tr 他國^して朝鮮^,||^ 3 搬1/ 3 乙£なくんば朝鮮を齡齡ぜ次 
5ベ LKa 政蓉の要は朝鮮をし <■« <立の膨耐を傲！^せ L め以て SH 
0鍍燴たらしひる Rl > o 然れ於も若し他國 kLtr 朝鮮の獨立を艇ふ 
せんビする乙£ぁれば露國は决して之を1|^|せ次るべし《是/1點し 
て sa の政^ならん t - ttt 吾 A ? 4 f 東洋の爲めお&?を li ? ふけ3るを得す其 
具僞«:惟 k 今回の事件 R 於ける露國公使の擧動 k 於て見る i を得ん』 
吾人は又聊英國の政 S をも述べ次るVから卞英國の政事家ナヤーレ 




ォゼ！'せい げんじ^ Tk (? p 5 ste い- Sw * SL 

文中4クは其養歐洲政 S の現狀 rc 尨て英霣對戰の方略を输 L て日く 

¢5 ^ pi £$ % 
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耽&て露 It 敢せ L め且つ浦觏斯 m < の方面ょ4進んで大 k 露領を攻擊 
す5の方鬈を取ら次るベから卞皮是れ唯だ- r ルクー家の私官 lt 6 ら 
す英 Ba ザルクの言を俟たすして業比旣は此方霎を鵪41千八百八 
十五年亞汗富斯坦境界事件 It 就&英露の和親將3に破れん€す SU 
ill て時の趣理大臣グラット文トゾ a; 先つ朝鮮の一島巨文岛を占領 
L 之を以 V 根據皮な L 露艦を日本海 It 蹙め進んで浦潮斯德を攻擊せ 
ん€こ拟みた4然れ於も消 Btt 朝鮮を以て屬邦ど越ひるが故 It 其朝鮮の 
一島を占®?せられたるは恰自國の版圖を掠奪せられたる•か如きの威 
を爲 L 英國政府 R 向て占領棣回を照會した4英政府は始め露 Hte ) 
1係矿迫せ I を以て淸國の威® T 如何を"顧みる tc 遑6ら中事此 1 C 及び 
た6皮雖中央亞細亞問題の稍 y 平穩に就くや淸國の威情を復舊せ L 
めん€て淸囲を L て他固 k 朝鮮の版圖を占頭せ L め次るべ LC の擔 
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保を«3しめ喜んで之を放通し犮^0千ルク之を評して日く世界の他 
の方面 U 於て勝を stt 制するの m * i な sltEI 幻 A ? を辦妃したる一/^ 

❖•ほか しか * P 

愚€云ふの外なしど是れ或は然らん然れ於も爾來英淸兩國の史誼玟 
日^月^糍齡を加へ兩國間は獻獻一箇のァがム辦が獻拟する如き^ を 

てい r 

呈する 1 C 至^'しょ〇見れれば英國«:ザルクの云へる如く^^の他の 

方面 U 於て ^ r く111^の mAr 和 s たるもの k 6 らす英消陬 ® の m 獻は 

くわ^ 

外交社會 k 諠し51 C 6 らすや 


いた U で 


此時^至る迄巨文岛の占領の外英國は朝鮮に菊して抓に||す所2か 
か淸國€同盟の萌芽を生育せしめん爲»淸國の朝眸 tt 對 する P ^ 

per つ せ K ん かん I や•！％ A5 こ 4 

實を是認し自ら朝鮮 It 千涉する乙ぞをな3す淸國を»« 1 若しく«— 
佐 L て孚を朝鮮 IZ 下 3 L め£國が朝鮮 U 志を得ん皮せば英國は先づ 
淸國を煽勤 L-C 之れを妨害 L 間 «s;t 典利を莩くるの政零を#るもの 
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船の船く英？船ぎ？ ss 黠がして其 

利を13 rs £ すざ雖淸國も亦英國が勞せす L-C 其利を享受するを咎めず 

I かんせい 

W 々英國の a , 彼 J > るを利€するもの、如し故 k 英國の獎韓政略は直 
接に朝鮮問題^ 98 ^齡»きも其淸國の屬规主義を是超 1 朝鮮江於ける 
淸 H の IT か< を S 1 W 强盛あらしひるの T 船^於て大比注目せ次るべか 
ら 3 T るもの6る?:•^況んや同 S の® 1 芽益々發達し一朝事^る ua み 
て a » 國を拨肋する^.€6ら / lit 於<をや 

英露を齡くの外歐米各 B 中朝鴛 U 利害の騸係を有す&毛のな L *!^ た 
犯奶の朝鮮をして紀^の地位^立^しめん^するぁるのみなれ^も 
是 ixKt ^ ls ^ s c w V の ffi ?0 J 21 ttH づるもの It して米國ょ6見れ W : 朝鮮が 
奶れの邦届 ttllJST する tt 至るも殆ん於痛痒を威する所な§な4故 It 
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米 ■ の朝鮮 It 對する威情は英露淸等諸國 kJtLt : 自然冷淡なるベき 
玟亦篼るべから次る乙皮なれ於も米國も亦一大 画 ？:4 其 朝鮮を 獨立 

はつ ” t ?& けつ 

せしめん€欲する玟朝鮮の«め^利益决して少々なら次るべし 
今や朝鮮€淸露英等諸國皮の關係を叙し了6たれば我國之の藺係を 


問ふの要なし維新以後我國が明鮮 


s L んい a 
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論せ^るべから卞往古の事固よ 

tt » する歴史を案申る k 明治元年宗對馬守 It 命して遺韓使を涙せ L 
以來我邦の費韓政略は實 It 五大段落を經たるものなるを見る m 新の 

ft) Lx & ろ t で a L つ 5 ^pf 1#^ て金 

當初よ 4 明治四五年頃迄 n 朝鮮 W 互市を通するを以て結局の目的€ 
LA 々大使を滚遣 L 穴るも彼れ未だ我維新の大革命を知らす國害の 

Viv が (^xsx(9^/\ $ c » 

锒川慕府よ-0出ですして中1?:皇勅云々の文字66を見て若し之を受 

9^.4 LA c .src 15 しん 1 ふ 

領せば 日本 U 臣事す る It 至るべし € 妄信し種々の口實を設け t: 大使 
を«!絶 LH * を株却<し時 k 驕慢不遜の**?をなしたるも我政府 J 4 之 
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を容るし之を忍び更 It 咎ひる所なく速 k 通商條約を締結するを以て 

1#^ て & 3 S 34はけん _ 

唯一の目的ぞ L 再三大使を派遣し龙ぅ是れを我國の修好的政略どす 
是ょ4先き時の攝政大院君 tt 佛米二國の軍艦を走らせ L 乙£6るょ 

ft ? へい ot かへみ •言.〇 セ七 龙 い tt 

-CS 忽ち 自國の兵力如何をも顧み卞洋夷 恐る、 It 足ら 卞况んや 日本を 


tf 35 T-c:C よ 

や皮の妄想を起 L 我邦.か修好的政略を行ふを見て之を蔑如するの念 

れい ❖**> »$ ぶれ S !いク 1 を tt だ 

を生卜我大使を冷遇 L 剰3へ無禮を加ふるこ€一靥甚し至4た 
れば我政略过一變して問_的政騾€な6明治六年十月廟讖遂江奶韓 
論を嫌决する R 及びたるが岩倉、木芦、大久保等諸氏の反對の當め前雜 
を飜し征韓の縝全く止みぬ盖し大院君に1<久しく政を攝せしなら 


* oti > 


3 ei 


ん utt 我國14彼の®侮を招&通商條約の締結或容易 tc 望ひべから 

fe ち S げん乙く. C 5 s * & L 玄つ s - tyj みづから 

次る k 陷6しならんが幸なる哉現國王李熙氏政を親する U 至〇朝鮮 
の政略俄^_じて鉉好講盟の利を*6七年十月謝する化多年大使を 
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拒み ■ 害を却けし « 薄廷の意に 6 ら次5皆を以て L 始め - c 條約締結 
の狼箱を開5た4然る^/\年中我が»1齡«1赠奶の事66て再び征韓 
の嫌起れ4盖し問罪主義の依然€して未全く消滅せ^る U 由るもの 
手我政府は大 U 决する所ぁ飛！^の兩氏 tiatrKglJt 好 € し H ^ 
害# 却の事を合せ我軍艦を飽 * せ L を酎齡す韓廷戰船 IP 2 を飢し我請 
求 k 應卜修好條規を航網した41 i ,?!^ f ^ か征韓»を*^衍せ次 4 し 
tt 我 ■ 人中之を千歲の遺城 WS すもの多 L 其の論 k 日 く 當時は露韓 
の蘭^ 1 ^く淸韓の免涉未著しからす|寒して A § だ 51'^ を^ HRt し今日 k 至 
るまで朝鮮を我國の屬邦たらしめたらん1^は我國«:0^献齡及び北部 

¢3 せい 、 

支那海を占頭 t 北 1 C 露國を抑へ南 U 淸國を制す名乙ど易^'^ 4 t な 

fc L A & 务 rlf4 〇 つ & 丨 

らん惜3哉機旣 U 去るビ言一理*るが如しざ雖熟 W 當時の朝鮮を見 
sks 我 H の安政術後 It 於け るが如く外1の贼辦 ka ?^! せす^ 3 «|の 
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主義を1我國を以つて夷»|視したるな4寅 It 之を伐つ乙€甚だ 

t 名が た—、ろかへ 

&{之を覆へす乙€掌を反す炉如く»4しならん然れ於も貧弱頑冥 
の小 e ^ tH を征服して一時の知を貪るは登 1 C 啻帝國の名を辱か L むる 

と、の AJVI ^ l くひ へい X 

のみ«らんや當時帝國の內政未整 tt す S 力疲弊し<外 U 用ゆるの餘 
力な L ぎ t 船て之を瓣尉した〇しをらん tctt 粉掻銪讯困難百出し t : 

、ん *efcL f 

成 tt 今日の國泥を見る乙£能 tt 次 6 しやも知るベからす當厢者の ft 

へいわ l »« «重！ JKC 5 W て會 - 

く ilf 平和?段を執る fctslt 時宜 U 通 L たるものならん110して 
此平和手段なるものは 5» f 來に如何なる結果を生卜たるかを見る U 我 

vj c 3ん免ん冬く S ,, だ A •せい 945^* t : ゎ力1^^^ょく<0-^^^>つ 

鸷韓政略の第三段落たる誘導政略皮な 4 韓廷 1 C 於ける我勢力 tt 烟日 
*?%1の勢をなし刊ガを動か^卞して船||1紀勒のヂ*1?した6し所の大 
年を達するを得た6しな6 

igsTlr ^ I れ西鄉 I 板——®需 ksrl するゃ ■»! 
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tt 茲 It 漸く一定 L て再び平和主義€¢6 | 進して®導政略彼 
をして文明の»味を知ら L めん乙^;を韓廷 u ffil5: ^ aL 列 B をし取虹 
し朝鮮をして始めて國デ¢1裏 1 C 出てしめ郵便の瓣を教へ的ぬの»?獻 

くせい art *4 

を傅へ新聞®行を學ばしめ我國 1 C 留學生を涙逍せ L め其他朝酵をし 

か S め S & よ $ い & ? VW 

て開明の境域 It 進ま L めんどする 7 P の tt 努めて之を黹肋 L たれば_ 
廷內の先*者は大 k 我國を德€し我帮肋を觀4私保護の下 tt 立國の 
墓礎を0ふし^<明の恩澤12:浴せ/1€し所謂日本黨2るものを^かっし 
/2$事情斯の如くなれば我國の¢5廷 1 C 於ける勢力 «£ gk " 他 H の& U 
出でた4實 k 我國か京城 U 接近し朝鮮の！？，たる仁川を開§て5 & 妒 
鴒€な3しめ^る主唱者た. OL 一事を以て見る％我國の勢力の 一 S 2 
を推知する 1 C 足る不幸 U も我勢力の强大な 4 ttt 忽ち大院君一涙守 

(7 んこん 、 A 

舊黨の怨值を招$十五年の變€な6我公使«京城ょ6蹈逐せら1取 
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そつせ C . 8 1 / f 

日本 黨の爾袖たる大院君自ら攝政ミな6大比守舊黨の氣笛 t 吐き 日 

3つ O ' く ^^LX9 fc 

本黨なるものは撕ね栽戣せられ我國の勢力は大 tc 减少した6皮雎和. 


•CS 


饑^ E 6 竹添公使の赴任する U 及びてや®日本黨0残存するもの6 
我 ■ の力 U 妒$て挪か It 配 m を一新せん€企て^れば忽ち十七年の 
把を船し我固の勢力 ttsllt 减少した6其後十八年伊藤伯 tt 全權大使 
€L て 淸國 It 赴き所謂 天津條約なるものを締結し铤亂の局を吿げた 
5•か w c 彩我政略は全く ttf 鉞颭射の一方 k 颭む5恥めて朝鮮を特別の n 

た 


係を敗ち S 3 1/ を 得^ るもの、 外® i て交渉を試み卞繙か It 條約を維持 
するを以て結局の目的 £ せるもの、 如 L 

船る k 願み -C ず ft 5の对辦を齡する k 各國•か特1^重を朝鮮問題じ«$ 
大^#^船する所わるに至6しは Hk 十八年以後^して從來朝鮮は» 
係を有せ次4し邦國の.猶は且0歆耳張目する比反して獨4我8が甘 
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1/ fiu it «Q T, 

任退守の政略を採る k 至 4L もの大 k 理由の存するものなくんば6 
ち卞 

is の？以て進ミのも！^嚣1す Sr すれ Hi せん 
ビす我团玟朝鮮 It 對し世界 k 卒財して誘導開發の政雾を取.〇來 6 L 
も一たび明治十五年の變亂比遇； s 再たび十七年の irirk 會し^£2 

か K ね ゐいき 3 

は麂を異域 U 暴ら L 我公使 tt 僅か U 身を H - C 免れ朝鮮の我同主義者 
は遇半虐殺せられ同時に日簿淸三國の葛藤を生じた6加之若し更 U 
依然 R 導開發の政畧を取て一步も退くなからん手三び粉爭を生じ葛 
藤を釀すべきの恐れ6るのみなら卞朝鮮在留の我同胞の生命財産の 
安全を計4我公使の万全を期せん Ittt 兵士若 L ぐは巡査を派遺せ次 
るべからす其煩累决して少々にあら3*るなぅ若し困難 k 遭遇し - C 挂 
折するは常人の免れ難きもの S すれば再度の镘亂 tt 我が對韓政蓉上 

§闻«の由來 百七十1 
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比大なる影響ゎ〇しゃ知るべ&のみ 


百七十11 


內江事6れば外を願みるに違わらす明治十七年は議會開會を去る乙 


ちか 


€ 六年にして渐く第二の 維新、 開開以來の大政變 tt 近き穴れば人心內 
utt !£ ttL く t て外 U 疎なら次るを 得す 當局者は憲法及び諸般の法律 
til 起す 5 IC 紀掌し 財 k lc 於て tt 政 黨の組織遊說 1 C 熱中し眼中對 N 1 
會準備|>4て外交あるを忘れた6次で憲法の菝布«0民をして狂« 
せ L め議員撰* tt 全國を舉て狂瀾怒*の中 1 C 役じ M 會の開會 tt 黨派 
«|れ配！ I 爭*5の熱度を高め復外を] K る k 違なから L め^ i 十七年以 
後我 ■ 民の朝鮮を忘れたるも亦登偶然«らんや 

天津條約«我國民 1 C 安堵の念を與へ朝鮮^向かへる我人心を颱め L 
あたる！ S が X き lt 6 ら3るも亦知るベからす天津條約の要點14日消 

笑へ5 てつ ce ^ tj &よ4れ 

*■ ょ4派還 L たる屯兵を撖 L 爾後軍事敎練の®め兩國ょ4敢官を 
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涙せす X 將來事變ぁ4て兩國の一ょ 4 兵を朝鮮 U 出•た 3 ん皮するは 
當 -0 ては互 k 行文知照すベ云ふ tt 在6左れば此條約«:之れを直 
接比しては淸國をして叨-〇じ兵を朝鮮比弄して威赫を行ふを得次ら 

か 4 せつ . i - e Kr4 

しめ之を間接 It L - ctt 朝鮮の消の JS 邦 1C * ら次るを自 K せしめたる 
もの k して他年一日朝鮮問題の切迫する^及んでは之を裁斷するの 
好材粹たるべし€雖唯其れ淸國をして叨 6 lt 兵を朝鮮 It 弄する乙皮 
を得次らしめたぅ故 tt 我國民をして暗々裡に朝鮮の事左 t で憂ふる 
^足ら卞天津條約のわる66€の威想を起3しめたる乙€なきを保 
せ^るな6 • 

且又日本が朝鮮 U 對 L て誘湛開發の政累を取4玫々て怠ら次6 
L 所以のもの tt 朝鮮を L て富强なる一網立國たら L め以て東洋の| 
雄臺€なし以て東洋の平和を保持せん皮の好意 k 出でたるや明かな 

ti * 两霣〇由來 百七十三 
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軔鮮 S の由來 13 
-〇然れ於も朝鮮人の^！把は日本を以て異圖?>るもの€誤信 t 親切の 
忠吿も®て♦野&ょ6出で穴る It あら次るか^^ひ猜忌百漉疑心暗鬼 
遂 It 齡«1 ^を生ずる U 至 6 L な6若し日本 R ' L て頭て锈壤開 S の政奪 
を！ iar せん手朝鮮の人心は益々齡紀 L 愈々 fi 搖して如何なる樓亂を 
« Ta 5 するやも知るベから次るのみならす齡局 tt 消國皮開戰せ次るベ 
から^るの止 li * ベから次る It 至6 L や知るベ5のみ若 L 開戰の準備 
JKIC 松のへ 6.^. せ Id : 奶まで前政 S を贫飢するも亦或は可なるベし皮雎 
歡がの a 勢14未斯の如き齡がをなす U 至ら^4しな6然らば一たび 
» 15 を Jftt めて朝■鮮人心の船齡を待つ tt 亦時 U 取<止ひを得きるの政累 
な-〇 L « らん 

我 B が«?齡齡糾の政*をし者歡して以上の理由なせば其理 
由の fg ? M 5 Lya る^&«再び誘導開 fi » の政零 tt 後せ含るベからさる tt 
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柰ょ 6 苜を俟たす 凡を己 ひを得次る の 政畧 a: 又已ひを得次る の 結•果 
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